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　──俺はいつもそうだ。

　白銀の人機が夜空を仰ぐ。傾斜の山肌に全身が沈んでいる。鋼鉄の掌てのひらには風穴が開いていた。内部の配線が切れ、穴の中で火花が瞬またたいている。

　──亡くして初めて……その本当の価値を知る。

　人機の中で少年は自失する。胸を襲うのは後悔だ。

　目に焼き付いた光景が何度もフラッシュバックしていた──

　少女の身体からだが木の葉みたいに舞った。上がった噴煙が、彼女を包み隠す。

　砲撃による奇襲だった。展望台の半分が吹き飛ばされたのだ。瓦が礫れきに紛れ、少女が倒れていた。その腹部は真っ赤に染まり、流れる血が石畳に広がっていく。

　──どうして一度で学ばなかった。どうして一度で終わらせなかった。

《研究所に救護要請を！　一刻を争うぞ！》

　赤髪の少年が少女を抱き上げる。屋内に向けて走り出した。

　その時の少女の姿が今も頭から離れない。彼女は血だらけの手を人機こちらへ向けていた。何かを伝えようと、その口を動かし……。

　──こんな思いをするのは、アイツ一人だけで十分だったはず。

　人機は沈黙を守る。しかし……不意に鋼鉄の二の腕が膨れ上がった。




　──また俺が……好きになってしまったから？




　人機の目が緑に光った。光は緑から赤に切り替わる。

　山肌から巨大な体たい躯くが持ち上がる。泥をつけて白銀のサムライが立ち上がった。

　人機が勢いよく手を水平に広げる。呼ばれるように身の丈ほどの背負い太刀が主あるじの手の中へと納まった。甲高い重金属音が轟とどろく。

　人機は鉄の軍団を見下ろす。それは平和の島に押し入ってきた簒さん奪だつ者たちだった。

　闇やみ夜よに白刃が煌きらめく。両りよう眼めを象かたどる赤しやつ光こうが人ひと魂だまみたいに揺れた。

『一人もだ……ただの一人も生かしては帰さん』

　機内からモーター音が鳴り出す。人機のアクチュエータが回り始めた。エネルギーが血液のように巡り出す。白銀の人機が今、その目を覚ます。

『貴様ら全員………………皆殺しだ』

　怨えん嗟さの声を漏らし、少年は羅ら刹せつとなる。




　千の鬼さえ屠ほふり去る────白き修羅の降臨であった。






Ⅰ　黒衣の救世主メシア









　二〇七二年二月某日──南シナ海。

『島』がゆっくりと青い海を進んでいた。

　大きさは伊い豆ず半島の四分の一ほど。島の周りを鉄の巨壁が囲っている。

　全高四〇メートル・厚さ七メートルの要よう塞さい外壁だ。

　外壁の中には繁華街や居住区が広がる。幹線道路・鉄道・ロープウェイ等の交通インフラ。更には演習場や軍施設も完備する。

　それはマリス迎撃を念頭に作られた、要塞型の巨大人工浮島メガフロート。

　元第弐ヘキサ保管領東富士人工島・通称【第弐富士】である。

　第弐富士は中国・広東カントン省の近くまでやってきていた。




　同日・八時──氷ひ室むろ義塾・戦闘科校舎。

　ミーティングテーブルが長方形の形で並べられている。ここは氷室義塾にある、会議室の一室だ。向かい合うように少年・少女たちが座っていた。

　彼らは、無差別マリス撃滅機関【エイルンコード】の中心人物たちである。

　全員がくたびれた様子だ。みんな、パイロットスーツや作業着を着ているが、何日も入浴をしていないように見えるものもいれば、目の下に隈くまを作るものもいた。

　白いブラウスにスーツパンツ、モコモコのダウンジャケットを羽織った女の子が立ち上がる。見た目は中学生くらいだろう。

　司会進行役の陽ひ葉よう茜あかねは「こほん」と咳せき払ばらいをした。

「え～、では最初に皆さん……この一いつヶか月げつ、お疲れさまでした！」

「「「「「お疲れさまでした────」」」」」

　茜の挨あい拶さつに合わせ、全員が頭を下げる。

「俺、生きてる。俺、よく生きた」

　チャラい系顎あご髭ひげの少年・江え藤とう山やま武たけが感涙を浮かべる。青の防護服は泥が乾き、カピカピになっていた。彼はもう丸二日、自宅に帰っていない。続いて車くるま椅い子すの少女が言った。

「マリスだけでなく、テロリストや海賊。難癖をつけられて中国軍とまで、事を構えましたからね」

　車椅子の少女改め、八や雲くも日向ひなたは片かた頬ほおに手を添える。日向もまた黄色の防護服姿だ。彼女は徹夜明けでこの会議に出席していた。茜は嬉うれしそうに皆に語りかける。

「まぁまぁまぁ！　皆さん、いろいろと思うところはあるでしょうが、こうして生きてますので良しとしましょう！　明日には目的地の明ミンに到着します！」

　出席者から歓声と拍手が湧く。

「連戦続きで頭が飛んでいる人もいると思いますので、まず現況を確認します」

　茜は指示棒を伸ばす。各員は、光学モニターを正面に起動させた。

「われわれ、氷ひ室むろ義塾改めエイルンコードは、ＭＩ02目標の陥落後、昨年一二月二四日の調印式を経て、日本政府と袂たもとを分かちました」

　ＭＩ02目標とはマリスの二大群生地の一つだ。

　氷室義塾は昨年、イギリス主導の大規模作戦【オペレーション・リミットブレイク】に参加し、人類の悲願であったマリス群生地の一つを攻略することに成功した。

　歴史的大勝利の対価として、第弐富士──包括する全すべての人・物・金──は、氷室財閥へと返還される。それに伴い、氷室義塾は防衛省の傘下から除名された。

「デストブルムの後任にはイギリスからクイーンエリザベスが回されたそうですが……まぁ今となっては知ったこっちゃないですね」

　また日本政府から受託していた『国土防衛の任』は、正式に破棄される。

　氷室義塾は【エイルンコード】と名を変え、新たな旅路へと出立した。

「私たちが住む、この要よう塞さい型メガフロート、通称・第弐富士は本土へ送還された塾生たちを再収容し、七なな扇おうぎさんたちの建国したヘキサ共存国家・明に向け、ながーい遠洋航海に出たんですね」

　茜の説明に、シャギーの入った少年がコメントを寄せる。

　双そう条じよう水す久く那なだ。彼はダークブルーの防護服を着ていた。

「東シナ海を横断するまでは良かったけど、南シナ海に入ってからが大変だったね」

「中国の奴やつら、血の気多すぎよ。まさか旧・香港シティが放棄されて、世界中の悪党の溜たまり場ばになってたとか知りたくなかったよ」

　山やま武たけと同じ格好の日系ブラジル人、前まえ田だオルソンが顔をげんなりとさせた。

「はい、次はわれわれエイルンコードの戦力分析です」

　茜あかねが画面を切り替える。全員のモニターにネイバーの画像が投影された。

「今、第弐富士が保有するネイバーはデストブルム、ショワンウーの二機。在籍するネイバーフッドはここにいらっしゃるセレンティーナ・エングヴィス特務、双そう条じよう水す久く那な隊長の二名。でも協力関係にある七なな扇おうぎ大和やまとさんとそのネイバー、明みよう星じようも含めれば、ネイバーは三機あると言っていいでしょう」

　マリスの中にはクイーンというマザーが存在する。

　このクイーンは無限にマリスを生み続ける性質を持つ。そのため、クイーンを倒さない限りマリスの侵攻を止めることはできない。

　そのクイーン種を攻略できる巨大機動兵器を【ネイバー】と言う。

「次にヘキサ戦術の要である機兵部です。内訳は、一般部員の疾風が三五機。砲撃支援用の巌がん流りゆうが二一機。特別作戦班である亜あ賀が沼ぬま部長たちの風神カスタムが三機。総計五九機と七一名の戦闘科ヘキサで編成されています」

「だいたい、一個大隊規模の計算になるわね。実力も加味すれば、かつての神かん無な木ぎ大隊を超えたと言ってもいいわ」

　士官服を着た、黒髪ロングの少女・九重ここのえ紫し貴きが補足する。

「……そか。へへ」

　赤い防護服姿の一いちノの瀬せ葵あおいが嬉うれしそうな反応を見せた。茶髪にセミロングの少女である。

　茜は説明を続ける。

「次に特別試作機である葵さんの鬼灯ほおずき・炎一號ごう。伍いつ橋はし・八や雲くも両隊長のグラン二号とグラン三号。グラン二号パンチヤーの追加武装ユニットとしてグラン一号と、その補助パイロットである伏ふし見み部長。単独任務が主となる、エースの皆さんの三機ですね」

「茜ちん！　フェニックスは部品じゃないよう！」

　眼鏡で巨乳のマッドサイエンティスト・伏見飛鳥あすかが声を上げる。タンクトップに白衣という、奇抜な装いである。そんな飛鳥を茜は無視した。

「これに加え、第弐富士の本体戦力です。エイルンコードと運命を共にしてくれた元自衛隊員の方々と、氷ひ室むろ財閥の用意した私兵、およそ一〇〇〇〇人兵力です」

「来てくれるって聞いたときは涙がちょちょぎれたぜ」

「家族や親類がヘキサになったからって、この第弐富士に配属を希望したやつも大勢いたからな」

　感動する山武に相あい槌づちを打ったのは亜賀沼大だい地ちだ。金髪ボーズヘッドの少年で、機兵部の部長でもある。彼もまた、泥だらけの装いだった。

　最後に茜は、上座にいる一人の少年を差す。

「そして私たちの旗印にして、キングを撃破したスーパーアイドル。エイルン＝バザット総隊長とその愛機、エルフィーナ・ルインレーゼです」

　全員から拍手が上がる。少年、エイルン＝バザットは恐縮した。

　纏まとう赤い西洋軍服は、大人気ロボットアニメ【ドール・ワルツ・レクイエム】の劇中に出てくるデザインと寸分違たがわない。というより、容姿そのものがアニメのサブキャラクター【エイルン＝バザット】のイメージに、忠実に沿っていた。

　というのも、エイルンはこの世界の住人ではない。この世界では何な故ぜかアニメとして認知されている、異世界からやってきた戦士なのである。

　現在はエイルンコードに籍を置き、マリス根絶のためにその力を貸している。

「幸い、そこまでの被害も出さずここまで来れたのは、ひとえに皆さんの働きあってです。本当にお疲れさまでした」

　茜あかねはお礼の言葉で締める。

「エイルンコード、無敵。千切っては投げてコブラツイストの嵐あらし」

　エイルンの隣席で言ったのはセレンティーナ・エングヴィスだ。

　金髪の長い髪にライトブルーの瞳ひとみ。黒と白のパイロットスーツ姿で、胸元は圧倒的な爆乳のせいでパンパンに膨らんでいる。

　するとインテリイケメンの田た中なか栄えい太た郎ろうが眼鏡のブリッジを上げた。彼の士官服は一見綺き麗れいだが、脇わきの下がほつれている。

「確かに。敵に同情したくなるような場面も少なくなかったですからね」

　朗らかな空気が会議室に流れる。

　ミーティングテーブルから少し離れたところで、話を聞いていたのは一人の老婆だ。

　第弐富士とエイルンコードを預かる最高責任者・氷ひ室むろ雷らい鳥ちようである。現在は寒そうに毛皮のコートに包くるまっていた。

「今の私らを倒すには生半可な戦力じゃ、逆立ちしたって無理だろう。贔ひい屓き目めなしに、この第弐富士には戦争をやれるだけの戦力が集中しているといっていい」

　雷鳥はガムを取り出し、口に含む。現在、二三回目の禁煙に挑戦中だった。

「でも、裏を返せばそんな連中が、プカプカ海の上を渡ってるんだ。どこかの国がビビって軍を向けてもおかしな話じゃない。エイルンコードわたしらがそういう爆弾であることを忘れてはいけないよ」

　雷鳥がそういうと、茜は話を次に移す。

「塾長が綺麗にまとめてくれましたので今後の予定です。この第弐富士は陽よう江こうに着き次第、補給作業に入ります」

　エイルンたちは中国の広東カントン省にあたる、陽江の領海付近まで近付いていた。陽江に到着すれば、亡命先である明ミンはもう目と鼻の先だ。

「戦せん騎き装そうも連戦続きだったのでこのタイミングでオーバーホールをしたいと、整備部から要望も上がってます。明日の正午から七二時間、実機訓練はできませんので注意してください」

「さぁー、うちらはまだ休めないぞー」

　糸目のメカニック・橘たちばな柔じゆう呉ごは軍手を外して顔面を揉もんだ。作業着は汚れて真っ黒だ。

「ふふ。頑張ってくださいね」

　そんな柔呉に日向ひなたが優しく声をかける。夫の苦労を労いたわる妻の顔だ。ちなみに二人は婚約関係の間柄にある。

「このタイミングで非戦闘員、第弐富士の民間人を優先して明ミンに引き受けてもらいます。はい、それでは明の親善大使に拍手ー」

　茜あかねがおざなりな態度で一人の少年に手を向ける。数人からまばらな拍手が上がった。葵あおいはそちらを見ようともせず、あくびをしている。

　最近、髪型を変えた七なな扇おうぎ大和やまとは即刻、彼らに抗議した。

「なんで俺のときだけそういう扱い!?　俺のこと、実は嫌い!?」

　七扇大和────公く家げの嫡男として生まれ、最高の英才教育を受けて育った。

　ヘキサになる前は神童とメディアに騒がれたほどの有名人だ。またネイバー７番機明みよう星じようの現ネイバーフッドでもある。

　雷らい鳥ちようが失脚し、氷ひ室むろ義塾が解体の憂き目にあったのが一年半前。その間、大和は国連軍の追撃を撥はねのける。終ついには裸一貫で中国に【明】という国を建国してしまったのだ。

　ここに集まる規格外十番テンナンバーの中では、最も大きな功績を残したとも言える。

　大和は憮ぶ然ぜんと腕を組む。「まぁいい」と座り直した。

「この機会に、一つ聞いておきたいことがある」

　大和の視線は隊長席にいるエイルンに向かった。

「おまえはこの組織、エイルンコードを具体的にどうしようと考えている？」

　エイルンコードの司令官は雷鳥だが、舵かじ取とりの大部分をエイルンに預けている節があった。大和はそれを見越したうえでエイルンに質問している。

「リミットブレイク後、航海に出てからも戦闘続きだったからな。同盟を結ぶ以上、俺はおまえらの考えをきちんと理解する必要がある。国に持ち帰って報告せねばならんからな」

　この場において、大和の立ち位置は特殊だ。大和はあくまで明国の大使であり、客将なのである。エイルンは考える素振りを見せる。すぐに口を開いた。

「俺たちは『どこの国家にも属さず、マリスを倒して回る武装組織』……基本はそのスタンスになる」

　エイルンは言葉を選ぶようにして返答する。

「差別なく、誰に縛られることもなく、要請があれば武力を以もつてマリスを制圧する。無論、この中には人道的な介入も含まれている」

「えっと……つまり、どゆこと？」

「平たく言えば対マリス専門の傭よう兵へい部隊ってところかしら」

　クエスチョンマークを浮かべた葵に、紫し貴きが噛かみ砕くだいて説明する。エイルンは苦笑した。

「そうなる。民間軍事会社Ｐ・Ｍ・Ｃを名乗る以上、報酬はいただくからな」

　葵あおいは理解したように表情を明るくした。しかし、質問した大和やまとは冷たい言葉を浴びせる。

「それなら、サクラノツルギと、やってることが同じだろ？」

　エイルンは表情を固くする。大和は値踏みするような視線のまま続けた。

「影響力や規模が圧倒的に小さい分、二番煎せんじ感が拭ぬぐえないんですが？　存在する意味があるの？　って思ったのが、率直な意見だよごめんなさいね」

　大和の発言で途端に空気が重くなる。葵がケンカ腰で立ち上がった。

「ハ？　七先輩、隊長ディスってんの？　ぶん殴っていい？」

　葵は拳こぶしを鳴らして恫どう喝かつした。

「い、今のところ本物の氷ひ室むろ夏なつ樹き……ジン＝ナガトのやっていることに落ち度はない」

　大和は聞かなかったことにして仕切り直す。

「この一年で人類が四〇〇〇万人も殺されたのは、間違いなく国連の腐敗が原因だ。ヘキサを隔離管理し、マリスの侵攻を限定させることに成功した……までは、まぁいいとしよう。だが以降は、マリスとネイバーを利用、一部の国だけが甘い汁を吸っていた。トゥーレイトの出現後は、バレッタ条約も機能しなくなり、加盟国の大半が反感を抱いている。貢がせるだけ貢がせておいて守ってもらえないんじゃ怒るのは当然だ」

　トゥーレイトとは、世界中に現れた『マリスに変容した人間』のことを差す。

　四〇〇時間以内に生命活動を止めないとクイーンに成長する性質を持っていた。またこの種の出現で、マリスの襲撃数はかつての八倍に膨れ上がっている。

「そして何よりも許せないのが、ネイバーの機能を隠いん蔽ぺいし、俺たちをヘキサに作り替えたこと。しかも民意を操作し、ヘキサを迫害する風土を作り上げたことだ。その挙句でこんな事態になってるんじゃ、あいつらはもう弁護のしようがない」

　ネイバーには、特定の人間をヘキサに変える機能が備わっている。

　言うなればネイバーがヘキサを作っているのだ。だが国際連合ＵＮは長きに渡って、この事実を隠蔽してきた。ヘキサは原因不明の病気だと世界中に流布したのである。

　大和はそのことに強烈な怒りの念を抱いていた。

「対してサクラノツルギとジン＝ナガト」

　ドール・ワルツ・レクイエムの世界から来たのはエイルンだけではない。

　主人公であるジン＝ナガトもまた、この世界に来ていた。

「奴やつらはヘキサの保護を第一に動いている。国連とは敵対関係にあり、交渉に応じない国に対しては武力を以もつて囚とらわれたヘキサを救出している」

　ジンは私有軍隊【サクラノツルギ】を結成し、世界中のヘキサを救うべく現在、活動を起こしている。

「世界全体でネイバーの数が圧倒的に足りていない今、一刻も早くヘキサを同じ箇所に集める必要がある」

　大和は自分の顎あごに手を添える。

「マリスの二大群生地である、ＭＩ02目標は落としたんだ。残りはＭＩ01目標のみ……効率よくマリスを集められる場所にヘキサを置き、防備を一点に集中させれば、世界中にマリスが散らばるのを防ぐことができる。本来なら、世界中の国が平伏してあの野郎を手伝うべき状況であると言ってもいい」

「そこについては私も同意見です。サクラノツルギが本格的に動き出してから、局所的にではありますが、マリスの侵攻が激減している国が増えてきているんです……そんな彼のことを救世主メシアと噂うわさする声もあります」

　大和やまとの見解に茜あかねが同意を見せる。前髪で左目を隠した美女・伍いつ橋はし月げつ下かが口を開いた。

「サクラノツルギってラーメン屋に行列ができるのも不思議ではないってことか」

　緑の防護服姿。その左腕は鋼鉄の義手になっている。大和は話をまとめた。

「正義をなしているのは明らかに後者。しかし国連は、打倒サクラノツルギとほざいて、疲弊した加盟国から戦力をかき集めている。こんな馬鹿ども、さっさと潰つぶしちまって世界を平定しようと考えるのは分からん話でもない」

　話を聞いていた田た中なかが頷うなずいて見せる。内心で同意するものが何人も出た。

「オマエ自身に明確な答えが無いのなら、エイルンコードはサクラノツルギに合流すべきだとも俺は思っている。半端な正義の味方をするよりはずっと合理的だ」

　エイルンは「合理的」と、大和の言葉を反はん芻すうする。ふと笑みを零こぼした。

「確かに君の言うとおりだ。あいつはいつも正しく、無駄がなくて合理的で……それゆえに上下の関係も強いる。だから俺たちみたいな中立に立つものが必要なんだ」

　それを聞き、葵あおいやセレンなどは首を傾かしげる。

「理屈に迫られても正解を選べないものがいるのさ。状況のせいで助けを求められないものもな」

　エイルンが言うと、ガムを噛かんでいた雷らい鳥ちようが口を挟む。

「経験上、上でふんぞり返ってる奴やつほど、人の話を聞かないのが多い。正しい、正しくない以前に、感情が騒ぎ出すんだ。プライドが人を殺すのは世界共通の話さ」

「そんな馬鹿の意思決定に巻き込まれて道連れになるのは、下のもんか」

　月下が呆あきれ顔がおで同調する。エイルンは言った。

「『国連に従わざるを得ない』『立場上、サクラノツルギに助けを求められない』……そんな狭間はざまで困っている人たちのためにも俺たちは必要なんだ。ジンもそれが分かっているから、俺たちの存在を容認しているんだと思う」

　話を聞いていた大和は、ニヤニヤするのを堪こらえている様子だった。そんな大和を水す久く那なが嫌そうに注意する。

「分かってて聞くのは意地が悪いよ」

「確認作業は必要だ。それに、リーダーがどう考えているか、ここにいる奴らはちゃんと知っておいた方が良い。でないと、いざというときに人差し指の先のトリガーが鈍る」

　その言葉をきっかけに何人かが気付く。紫し貴きは「忌々しい」と、毒づいた。

　大和やまととエイルンの会話は、隊員たちとエイルンの考えを擦り合わせる、一種の気遣いだと気付いたのだ。エイルンは大和に言う。

「七なな扇おうぎ。いつも助かる」

「気にするな。誰かさんの周りはＹＥＳと連呼するやつばかりですから」

　紫し貴きはムスっと大和のことを見る。一方、エイルンは仲間たち一人一人を見渡した。

「よし。他に質問があるものは？　なければこれでブリーフィングは終了とする」

　エイルンが立ち上がる。腰に手を当て、引率の教師のように言った。

「一ヒト三サン〇マル〇マルからはＢ警戒で待機。明日、陽よう江こうに入港後は半舷休息とする。明ミンを観光したいものは外出届を忘れないように……じゃあみんな、この一いつヶか月げつ間本当にお疲れさま！」

　隊員たちは喜びの声を上げる。エイルンはその様子を嬉うれしそうに眺め、資料の片付けを始めた。すると横から声をかけられる。

「エイルンさん。このあと少し時間をいただけますか？」

　エイルンは「どうした陽ひ葉よう？」と、横を見た。

「明に入る前までに、ジン＝ナガトについて聞いておきたくて」




　西暦二〇七二年──人類は【マリス】と呼ばれる怪物と戦争をしていた。

　マリスに奪われた命は十億にも上る。平和の二文字は地球上から無くなり、半世紀以上が過ぎた。追い込まれる人類を支えてきたのは二つ──生いけ贄にえと武器の存在だ。

　優先被虐対象者【ヘキサ】を一カ所に隔離管理し、マリスの侵攻を意図的に限定させた。

　ヘキサでおびき寄せたマリスを、対マリス戦用決戦兵器【ネイバー】で殺す。

　人類は生きたいがために、ヘキサを囮おとりとして利用し続けた。

　しかし、マリスの侵攻は激化する。

　二〇七一年に起こった世界流行パンデミツク【手遅れトウーレイト】の発現である。

　マリスに変へん貌ぼうする人間たちが現れ始めたのだ。

　襲撃はかつての八倍に膨れ上がり、一年で四〇〇〇万人が喰くわれた。

　地球上に逃げ場なし。そんな人類に手を差し伸べたものが二人いた。

　エイルン＝バザットとジン＝ナガト。

　この二人を中心に、今、世界は風雲急を告げていた。




　一三時間前──中国・北京ペキン市。

　エイルンたちが明を間近にした、およそ半日前。中国には激震が走っていた。

　中華軍民共和国・中央軍民政府【北京城】

　恰かつ幅ぷくの良い身体からだを中国軍服で包む。メガネに団子鼻が特徴の中年男性が言った。

「もう一度、言ってみろ……貴様っ」

　中華軍民共和国大総督・王黄龍ワン・フアンロンは、口の端に泡を覗のぞかせる。机上には光学画面が浮かんでいた。画面には一人の青年が映り込む。

『ちっ。これで覚えろ、三度目はない』

　傍そばに控えていた書記官の背筋が凍る。通信先の青年は、中国全土の支配者に舌打ちをしたのである。青年改め、ジン＝ナガトは不ふ遜そんな態度のまま続けた。

『俺たちサクラノツルギの要求は三つ。一つ……六時間後、延えん慶けい保管領へ行こうと思う。それまでに収容するヘキサ、一五万人の引き渡し準備を進めておけ』

　サングラス、黒衣にマントを羽織っている。ジンは人差し指の次に、中指を立てた。

『二つ。鉄鉱石と原石油の輸出を完全解禁すること。貴様らが出し渋っている、鉄と油を世界中にばらまけ』

　書記官は今度、目を白黒させた。中国は六〇年以上も、鉄鉱石と石油の輸出に強い規制を掛けている。ジンはそれを解けと言ったのだ。

「この私がいったい誰なのか！　貴様は分かっているのか、ジン＝ナガト！」

　王ワン総督が激情の叫びを上げる。ジンは無視して『三つ』と言った。

『さんざんこの俺に迷惑をかけたことに対し、「ご迷惑をかけてすみませんでした。もうしません、許して下さい」と心を込めて言うこと……以上だ』

「テロリスト風情がぁ。この私をそこまでコケにするかぁ！」

『ＹＥＳかＮＯで応こたえろ。なお、聞き入れない場合、武力を以もつてこの要求を呑のませることになる』

　ジンは高い鼻を持ち上げる。見下した態度のまま言い捨てた。

『これは慈悲に溢あふれた事前交渉だ。賢い選択をしろ』

　王総督は怒り狂って、徹底抗戦の旨むねをサクラノツルギに伝えた────







　現在時分・一二時──アカツキ艦内。

　エイルンたちは艦内のコーヒースタンドに場所を移していた。

「ジンはまぁ、良くも悪くもプライドの高いやつさ。やることも派手だし、およそ考えつかないようなスケールの事を、近所に買い物に行く感覚でやってしまうんだ」

「アニメを見た感じ、そういう印象は受けましたけど……実際の人柄もそうなんだ」

　六人席でエイルンと茜あかねが対面に座る。エイルンの両隣には勝手についてきた葵あおいとセレンがいる。茜の隣には紫し貴きが座っていた。

　紫貴がコーヒーにスティックシュガーを落とす。

「あんな世紀の俺様キャラが現実に現れたら、世界中で大騒ぎになるわね」

「もうなってるじゃん」

　葵がそう言って、ズズと熱いカフェオレをすすった。







　同日・同時刻──中国・北京ペキン市。

　延えん慶けい区は北京ペキン市の中でも多くの自然が残っている場所だ。山脈の上を、蛇のように城郭通路が伸びている。山の木々に囲まれるこの場所に、中国最大のヘキサ保管領がある。

　中国ヘキサ保管特区【延慶保管領】

　収容ヘキサは延べ一五万人を超す。古くからある保管領の一つだ。行政区のある北京から上海にかけ、主要都市に近付くマリスは全すべて、この延慶に引き寄せられる。

　延慶保管領は、湖上に浮かぶ刑務所だ。敷地面積は東京ドーム一二個分に相当する。湖が生垣の役割を担い、その周囲五〇キロ圏内に中国軍が常駐している。

　ジンの声明から、緊急勧告が出された現在──

　北京城からも増援が来て、この地には中国正規軍・四万が集まっていた。

「敵襲────っ」「敵襲だ──っ！」

「いったいどうやって、こんなこと」

　山岳警備の斥候歩兵が呟つぶやいた。周りでは歩兵たちが迎撃準備に追われている。五分前まで、延慶一帯には友軍機以外、反応などなかった。

　しかし……突然、未確認の機体反応が四機分、現れたのだ。

　反応種別────【ネイバー】

「国境の警備は？　どんな手を用いれば、こんな襲撃ができる」

　斥候歩兵はレーダーを見て困惑する。敵機の反応がみるみる増大しているのだ。ネイバーの次は、戦せん騎き装そうの反応が続々と戦域に現れ始めていた。

　サクラノツルギは音も無く現れ、軍隊を召喚しだしたのである。

　年若い斥候兵は再び双眼鏡を覗のぞく。

「こいつらは悪魔だ。勝てるはずない」

　空に暗雲が立ち込める。その下では、黒い魔人が腕を組み、中国軍を見下ろしていた。







　エイルンのテーブルには隊員たちが集まってきていた。エイルンは苦笑しながら、ジンの人となりをみんなに話す。

「あとは周到な面もあるかな。絶対に勝てると分かった戦いでも、搦からめ手ては複数忍ばせておく。出で鼻ばなを挫くじかれた頃には、もう手遅れだよ。サンドバッグを覚悟しないといけない」

「本当に主人公っぽくないですね」

「アイツ嫌い」

　茜あかねとセレンが不満そうに零こぼす。エイルンはまた苦笑した。戦友に悪い印象を持たれるのは嫌なので、フォローもちゃんと入れる。

「でも求心力は本物だよ。生まれも軍も関係なく、彼のもとには自然と人が集まってきていた。俺以外にも、たくさんの実力者が彼の後についていったよ」







　延えん慶けい保管領・青せい龍りゆう区画。

　延慶保管領は外壁に覆われ、大きく四つの区画に分かれている。東西南北に四つの門があり、その門からでないと中へ入れない構造となっていた。

　そのうちの一門──青せい龍りゆう門もんがぶち破られる。

　四枚のコウモリ翼に包まれ、大悪魔のネイバーが滑るように現れた。

　ネイバー15番機【アモン】──規格外十番テンナンバー・悪魔の六デーモン・シツクス、睦むつ見みアギトの駆るネイバーである。

　アモンは着地と同時に二丁剣銃を振り回す。八や咫た烏がらすの刃やいばが、兵舎を斜めに切り崩す。左の銃剣から榴りゆう弾だんが二発、発射された。別の兵舎棟が破壊される。

『奥の区画にヘキサを収容する構造で助かった。これなら暴れるだけで仕事をした気になれる』

　アモンの横顔がマズルフラッシュで妖しく光る。完全な奇襲だった。六つ目のカメラが次々と兵舎をロックオンする。アモンは歩兵たちが出てくる前に、戦力を無力化していく。

　その時、アモンの右肩に戦車砲が撃ち込まれる。翼の一枚が自動的に砲弾をガードした。アモンの痩そう身しんが盛大に揺さぶられる。

『っっう……ヨアヒム、少し早いが頼む、外野は任せた』







　同時刻──赤龍陸軍基地。

　そこは中国陸軍の駐屯地の一つとなる。切り崩された山の上にコンクリートを敷いた、機甲兵団の発進基地だ。

　現在、赤龍基地では警報が鳴っていた。

　戦車・自走榴弾砲・戦せん騎き装そうと、機甲部隊が次々と出撃していく。

　その最中……一四個ある兵器格納庫──そのうちの二つにミサイルが撃ち込まれる。

　兵器格納庫が爆発し、炎上した。その初撃を皮切りに、赤龍基地に次々とミサイルが撃ち込まれ始める。

　出撃滑走路には歩兵が伏せていた。歩兵は頭上を見るや、その顔を青くする。

「この機体……国連軍のネイバーがどうして！」

　それはマリス戦において唯一の制空権を確立できる天空の支配者。

　ネイバー18番機【メルキセデク】──国連軍から奪取された月の聖者だった。

　メルキセデクは三日月の飛行ユニットに押され、悠然と空を進む。

『了解。ヨアヒム・ストレーガ、これより外周戦力の掃討作戦を開始する』

　メルキセデクの背中から、等間隔で何かが投下される。落とされたのは焼しよう夷い榴りゆう弾だんだ。

　メルキセデクは眼下に見える格納庫を次々と破壊していった。

『アドゥルフ。中はどうだ？　状況次第で掃討戦は七分早く切り上げる』







　同時刻──延えん慶けい保管領・朱雀すざく区画。

　らせん状の階段を老軍人が昇っていく。部隊服姿で手には拳銃。ブーツにタクティカルベスト。鼻に大きなサンマ傷を刻む。彼の背中を特殊部隊の隊員たちが追い越していく。

　元ネイバー５番機運用主任、アドゥルフ・バルマーだ。アドゥルフはメルキセデクと交信しながら、拳銃のマガジンを交換した。

「不要だ。朱雀・白びやつ虎こ区画は俺と教え子たちで何とかしよう。撃ち落とされるなよ、そろそろ対空兵器が出てくる頃合いだ」

『大佐は優しい。俺も５番機のネイバーフッドになりたかった』

『へへーん！　いいでしょヨアヒム！　大佐は仏頂面だけど、心はいつだって燃え盛ってるんだから！　もう六四歳なのに！　やだ暑苦しい』

　通信に割り込んできたのは少女の声だ。アドゥルフは拳銃をホルスターにしまい、腰後ろの自動小銃に持ち替えた。

「レナス、私語は慎め。白虎の制圧はどうだ」

『それは終わってるんだけど、たいへんなの！　大佐の睨にらんだ通り、自爆用の爆弾がしこたま積んで用意してあったよ！』

　アドゥルフは内心で舌打ちする。できれば自分の手で処理したかったからだ。

「ルビアンに解体させろ。大きすぎるなら遠隔操作の解除だけでいい。おまえは避難支援を。ヴァイゾンのグラビトンは使用厳禁とする。アギト、聞いていたな」

『了解。まぁそっちもなんとかするさ』

　アドゥルフは通信を切る。扉の前まで来た。既に部下たちが、扉の左右に配置を完了させている。部下の一人が無言で頷うなずく。アドゥルフが勢いよく扉を蹴け破やぶった。

　アドゥルフたちの銃口が、一斉に火を噴いた。







　隊員たちは、エイルンの話に聞き入っていた。

　店内の机を勝手に動かし、エイルンの席につけている。最初、エイルンは窘たしなめたが店長の許可が降りたこと。また貸し切り状態も相まって、ちょっとした座談会になっていた。

「あの餃子ギヨーザ会談って本当にあった話だったんだ」

　紫し貴きを始め、隊員全員がポカンとなる。エイルンが正体を明かして以降、全員がドール・ワルツ・レクイエムを視聴していた。

　本編シナリオの真偽が、エイルンの口から明かされているのだ。

「田舎のラーメン屋で四つの星の命運が決まったとか……なんかイヤだ」

「ネイバーも十分な反則兵器だけど、次元が違うね。アリスとグリムは」

　近くの二人席で大和やまとと水す久く那なが冷や汗をかく。

　ちなみにアリスとは主人公ジンが乗っている愛機【アヴァンアリス】のこと。

　グリムとは、一期のラスボス、アスタニア王の作った【グリムガント】を指す。

　かくいうエイルンは当事者なので、その当時の状況を思いだし、笑ってしまう。

「銀河全体が彼を中心に回っているようだったよ。本当に凄すごい奴やつさ、あいつは」







　山肌をくり抜き、戦車や戦せん騎き装そうの残ざん骸がいが広がっていた。その宙に漂うのは魔人だ。

　黒いボディには夥おびただしい量の古傷を刻んでいる。力そのものが具現化したような禍まが々まがしいフォルム。ネイバー０番機【アトメント】だ。

　ジンの愛機にして、時間と距離の壁を壊す、人造の神である。

　アトメントのコックピットにシートの類たぐいはない。ジンが腕を組んで仁王立ちしている。現在はいつもの黒衣ではなく、サクラノツルギの隊服を着用していた。

　コックピットモニターには北京ペキン城じようと通信が繋つながっている。

『そこまでだ！　サクラノツルギ！』

　王ワンが映像通信越しに高笑いを上げた。

『貴様はこの私の逆げき鱗りんに触れた！　慄おののきと共にソレを見ろぉ！』

　ジンは即座に意識を集中させる。アトメントの肩に魔法陣が浮かび上がった。

　途端、上空から赤しやつ光こうが降ってくる。光の砲雷雨はバリアーに弾はじかれ、地面に降り注ぐ。

　アトメントの直下で大爆発が起こった。残骸・遺骸、全すべてがまとめて吹き飛ばされる。

　ジンのコックピットモニターの一カ所が拡大表示された。

　地響きの音を集音マイクが拾う。震動の度に、森の木々から鳥たちが飛び去っていく。

　コックピットモニターに映し出されたのは、山よりも大きな二首の巨竜。

　広域殲せん滅めつ型ネイバー・３番機【大太龍ダータイロン】──中国が保有するネイバーだ。

『我が手に、この大太龍ダータイロンがある限り！　貴様の好きにはさせん！』

　ジンは王に目もくれず、別の箇所に通信を入れた。

「敵が本命を投入してきた。バレーナ、グスターブ、おまえたちで対処しろ」







　山肌を高速で進む一機がいた。六本の多足が虫のように山を削っていく。

　それは『巨大な巻貝』だった。巻貝に多足が生えたようなフォルムをしている。

『ジンのやつ！　いくら私のサラマンディーヌが頑丈だからって！』

　ネイバー19番機【悠ゆう陽ひ拾じゆう型がた】──ジンの側近、バレーナ・センディノの機体である。

　この悠陽拾型にも、大太龍ダータイロンの面砲撃が浴びせられていた。

　赤い光が刺すように貝殻の表面を穿うがつ。光は接触するや、焦げ目を入れて弾かれた。

『特攻させるにしても、もっと近いところに降ろしてくれれば！』

　多足貝殻が林道をめくる。木をなぎ倒し、砲撃を避けながら巨竜の胴体を目指していた。

　高速疾走する悠陽には、もう一機のネイバーがしがみついていた。

『避けろよバレーナ！　悠ゆう陽ひは大丈夫でも、俺の猿えん王おうは無事じゃすまん！』

　猿面の人機だ。猿の尻尾に鎧よろいを着たようなフォルム。西さい遊ゆう記きの孫そん悟ご空くうを思わせる。

　ネイバー４番機【猿王】──ロシアのテロリスト、グスターブ・ブラトフに貸与された汎用人型のネイバーだ。付近で起こった爆風に悠陽が煽あおられる。バレーナが怒った。

『グスターブ！　人にばかり仕事、押しつけてないでアンタもなんかしな！』

　猿王は貝殻の上で宙返りした。悠陽の背中で白兵戦ロッドを構え、棒術を披露する。

　ドリフト走行をする悠陽の上でロッドを回し、振り払った。

　大太龍ダータイロンの赤い砲撃が、ことごとく打ち落とされていく。

『これなら、なんとか叩たたき落おとせる！　が！　苦しいのも事実！　おいイタリア人イワン！　アンディはなにをやっている！』

　破壊の豪雨の中、巨竜へ向けて二機のネイバーが驀ばく進しんする。







　シート型のコックピットにパイロットスーツ姿の少年が座る。

　パイロットスーツは青を基調に、黒いラインが入ったものだ。露出する肌は色黒で、髪は金に染まっている。日本人のセンスからすれば軽薄な印象を受けるだろう。

　顔立ちが日系なのでよく誤解されるが、肌も髪も天然物だ。

「どっかに隠れたっしょ。ＡＧＦの装甲じゃ、喰くらったら猿王よりも被害甚大っしょ」
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　この少年、フェデーレ・大おお網あみもまたネイバーフッドの一人である。

「あと、グスターブさん、その呼び方、いい加減やめろし。ムカつくわー」

　フェデーレはグスターブとの通信を切る。代わりに別のパイロットと通信を繋つないだ。

「おいアンディ。あのジジイうるさいから早くしろし」

『黙れ。僕の優先順位に口を挟むな。君ごときに言われなくても最高点を出す』

「さいですか。ならとっとと動けし」

　フェデーレは面白くなさそうに通信を切った。







　同時刻──黄龍フアンロン陸軍基地。

　この駐屯基地には、数時間前より中国空軍から援軍が送り込まれていた。主には、戦闘機や飛行可能な戦せん騎き装そう、その他対空砲などの重火器である。

　通常のマリス戦はそのほとんどが陸上戦となる。しかし、今回サクラノツルギの襲来に備え、飛行戦力も導入される運びとなった。

　滑走路に戦騎装が並ぶ。その背中にはハングライダーを思わせる飛行ユニットが取り付けられていた。全部で一四機だ。彼らはメルキセデクの撃墜命令を受けた部隊である。

　先行の四機が滑走路を滑りだす。巨大タイヤロードホイールが煙をあげ、グライダーの噴出孔から火が噴き出した。

　地面から足が離れた、まさにその時……一機の背中を一直線に光が貫く。

　半秒と待たず、その戦騎装が爆発を起こす。周りにいた三機が爆炎に巻き込まれた。

『狙そ撃げき！』『いったいどこから!?』

　地上に残った、出撃前の一〇機から声が上がる。その間も謎なぞの狙撃は続いた。

　斜めに魔弾が降り注いでいく。弾だん痕こんを刻まれた戦騎装が次々と爆砕していく。飛行滑走場は戦騎装の爆発により、炎上していった。

　さらに謎の狙撃は、黄龍基地の格納庫の一つ──爆薬指定保管庫──を撃ち貫いた。

　先ほどとは比べ物にならない大爆発が起こる────

　その様子をスコープ越しに眺めていたのは一機の人型汎用機だ。

　森の茂みに身を潜める。カウボーイハットと一体化したような頭部デザインが特徴的だ。機体カラーはナイトブルー。アイカメラが一度光った。

　ネイバー６番機【ＡＧＦ31】である。

　一八メートルの狙撃手は、しゃがんだ格好で長距離狙撃銃の砲身レバーを引いた。

『戦車六機・６ポイント。戦騎装一四機・42ポイント。対空砲三基・９ポイント、爆薬保管庫一・20ポイント。基地の無力化で50ポイント。よし、全標的ステージクリアだ。あぁ、今日も僕は完かん璧ぺきじゃないか。すべてが思い通りに進んでいる』

　砲身からドラム缶ほどの薬やつ莢きようが飛び出した。ＡＧＦは狙撃銃を全く別の方角へ向ける。

『……こんなに僕は完璧なのに、僕の価値を知らない奴やつが多すぎる。そんな奴ら、存在する意味なんてないじゃん。グスターブやフェデーレとか特に。どうしてジンは粗悪品なんて、傍そばに置いてるんだろう。居ても邪魔なだけなのに──ぶつぶつ』

　その照準は、山の上へと飛び出ている巨竜の首に合わせられる。

『ムシャクシャするなぁ。よし、アレは２００ポイントに設定しよう』







　座談会が続く中、大和やまとが一人中座をする。入口の方に移動すると通信端末を開いた。

（緊急のホットライン？）

　それは明ミンからの通信だった。

　大和はすぐに店から出て、男子トイレの個室に籠こもる。

　通信に出ると光学画面に、『陰帝インデイ！』と、血相を変えた中華美人が映った。

「おい国家元首。これは秘匿の、ちょー大事な回線だから電話感覚で使うなと、アレほど」

『だから掛けたんですって！　大変です！　サクラノツルギと中国軍が大規模な戦闘をしていると、北京ペキン方面隊から連絡が入りました！』

　大和は目を据わらせる。「詳しく話せ」と表情を険しくした。






Ⅱ　両雄とアニメ









　全高八四メートル。尻尾を含めた全長は二六七メートルになる。総重量は八万トン。

　史上最大といわれる【大和型戦艦】が竜に形を変えて陸上を闊かつ歩ぽしている──とでも表現すればいいのか。ネイバーフッドを除いた、総乗組員数は二七〇名となる。

　３番機【大太龍ダータイロン】はネイバー規格中、最大のサイズを誇る。その操縦・システム管理・火器管制を行うのに、多くの人の手を要する。

　この大太龍ダータイロンの手にかかれば、グスターブの猿えん王おうなど足一本で踏み潰つぶされる。

　バレーナの悠ゆう陽ひ拾じゆう型がたでも、トラックと三輪車ほどの体長差があるだろう。

　それでも二機のネイバーは、巨竜に向けて突撃を続けていた。

　悠陽拾型は損傷を受けながらも、大太龍ダータイロンに向かっていく。山の傾斜を六本の足がめくって進む。貝殻に木が潰され、吹き飛ばされる。

　その背中には猿面の人機、猿王が立つ。

『悪くない乗り心地だった！　いっそジンから俺に乗り替えるか！　部屋に来れば、貴様の乗り心地も確かめてやるぞ！　乗るのは俺だがな！』

『誰があんたみたいなオッサンっ……ホラ行きな！　首が見えたよ！』

　多足貝殻が山の崖がけから飛び出す。眼下にある山脈の峰には、大太龍ダータイロンの巨大な胸部装甲があった。その遥はるか真上に竜の首がある。

『イキってるじゃないかぁあ！　３番機ぃい！』

　グスターブの絶叫にも似た叫び声が上がる。同時に猿えん王おうが飛び出した。剛弾のような跳躍で一本の首に向かう。その首は口内に赤い光を溜ため、今にも破壊の雨を降らせようとしていた。その狙ねらいは悠ゆう陽ひ拾じゆう型がたである。

　口内の光が臨界に達する瞬間、猿王が棍を真下から上に振り上げた。

『貴様が食っとけぇ!!』

　竜のアギトがかち上げられた。大太龍ダータイロンの口が爆発する。口内で、吐き出されるはずだったエネルギーが暴発したのだ。

　一方で反対の首が猿王に向かう。落下し始めた猿人を食いちぎろうとした。

『ほ──あっちゃああぁああ！』

　怪鳥音と共に、竜の眉間に踵かかとが落とされる。大太龍ダータイロンが大きくよろめいた。

　片や、悠陽拾型は崖がけを垂直に下っていた。貝殻状の装甲に幾つも穴が現れる。その全すべてが砲口だ。貝殻から黄色の光線が一斉に放はなたれた。

　光線は曲がり、大太龍ダータイロンの足元に直撃する。

『火力がそっちだけの売りとは思わないことね！』

　大太龍ダータイロンの足元で大爆発が起こる。大太龍ダータイロンが大きく重心を右にずらした。悠陽が同時に飛ぶ。貝殻の周りにある噴出孔からジェットが吹いた。

『あーもうっ……なんで私が！』

　悠陽は高速で滑空……大太龍ダータイロンに体当たりをぶちかます。胸部に巨大な貝殻がめり込んだ。

　猿王が巨竜の背中に取り付き、その懐に悠陽が潜り込むのに成功する。




『サタン・コンフェス』──アトメントが両拳こぶしをぶつける。




　大轟ごう音おんと共に、衝撃が全方位を走り抜ける。

　──地面と一緒に戦車部隊が浮かぶ。──飛ひ翔しようする戦せん騎き装そうがバラバラに分解された。──戦闘機が三機、光に呑のみ込こまれる。

　光が止やむと、浮かんでいたのはアトメント一機だけ。

　この辺り一帯にいた機甲兵団・一二〇機以上が鉄の破片に分解された。アトメントの周囲にある山脈は、文字通り削られていた。ここまでの撃墜数は六五〇。

　ジンは単機で、既に中国軍の増援部隊を壊滅寸前まで追いやっていた。

「あらかた掃除は終わったか。で、総督。自慢の大太龍ダータイロンは今、どんな状況かな？」

　コックピットのジンは、分かっていてその質問をした。

　画面の向こう側では猿王が大太龍ダータイロンの背中に棍を叩たたきつける。ネイバー付きの護衛部隊は悠陽拾型が踏み潰つぶしていた。

　ジンは腕を組んだまま、王ワン総督の言葉を待つ。

　王ワン総督は顔中に油汗を浮かべていた。その表情は獣面のように歪ゆがんでいる。憎しみや苛いら立だち、怒りの感情すべてが王の顔には広がっていた。

『ジン＝ナガトっ……これがなにか分かるか？』

　王総督がカメラの角度を変える。自分の手元を映した。映し出されたのはガラス盤に覆われた赤いスイッチである。王の怒声がアトメントのコックピットに飛んできた。

『いますぐ軍を引かせろ！　さもないと、延えん慶けい保管領ごとヘキサどもを吹き飛ばす！』

　王総督が見せたのは遠隔の自爆スイッチだった。カメラの位置が元に戻る。王総督は額に青筋を浮かべ、狂ったような笑いを浮かべていた。

『ハッタリとは思うな。私は押すぞ。一四万ものヘキサを見殺しにするか？　ん？』

「程度が知れたな、三文役者」

　ジンはあからさまなため息をつく。そして「押せよ」と言い捨てた。

『はぁああああああぁ!?!?』

「押せと言ったんだ。二度も言わせるな」

　愕がく然ぜんの雄お叫たけびを上げた王総督を、ジンは忌々しげに指で差す。

「貴様、先ほどからくどいぞ。耳が悪いのか？　悪いのなら補聴器を付けてこの場に臨め。この俺を誰だと思っている」

　画面の王総督はあまりのことに呆ぼう然ぜんとしていた。すぐに、わなわなと震えだす。

『貴様は！　貴様はどれだけ……私を愚ぐ弄ろうすれば気が済むのだぁぁああ！』

　王は怒り心頭に机のボタンを押す。途端──

　大太龍ダータイロンの真下で大爆発が起こる。左後脚が取れ、下半身の半分が爆炎に呑のみ込こまれた。

　片や、湖上に浮かぶ延慶保管領では何も起こっていない。王総督は何が起こったか理解していない様子だった。ジンは口の端を広げる。アギトから通信が入った。

『親父おやじ。朱雀すざく・白びやつ虎こ区画に設置されていた爆弾は、３番機の腹の下に移しておいたぞ。しかし女帝エンプレスがデカくて助かった。転移しても頭をぶつけずに済んだ』

　すぐさまグスターブとバレーナからも通信が入る。

『ジン！　おまえはいつも……っ、決定的な一言が足りなすぎる！』

『危うく一緒に吹き飛ばされるところだったよ！』

　グスターブは禿とく頭とうにナイフ傷を刻んだ中年の白人。バレーナは褐色肌のラテン系美女だ。

　ジンは含み笑いを浮かべ、王総督に聞く。

「それで総督……………………ごめんなさいと言う気にはなったか？」

　映像の向こう側で王総督は顔を伏せていた。両肩は怒りに震えている。やがて王は面を上げる。その顔は真っ赤で、目は完全に血走っていた。

『大太龍ダータイロンに打診！　これは大総督命令である！』

　ジンは一瞬で王総督の考えを察知する。「アトメント！」と鋭い声を上げた。

　アトメントが両拳こぶしを叩たたきつける。激突の火花が上がり、背後の空間がガラス片のように割れた。アトメントは次元跳躍の体勢に入る。

『延慶保管領を撃て！　全砲門を以もつて、ヘキサどもを消し炭に変えろ！』

　窮きゆう鼠そ猫ねこを噛かむ……ジンは、力を持った愚者を完全に怒らせてしまっていた。







　同時刻・アカツキ──艦内・コーヒースタンド。

　Ａ２サイズに拡大された光学画面。それをエイルンコードの面々が見守る。全員が手に汗を握り、映像を注視していた。オルソンと山やま武たけが声援を送る。

「この王ワンってやつ、ゴミよ、最低よ！」「がんばれサクラノツルギ！」

　映像に映っているのはサクラノツルギと中国軍の戦い──そのリアルタイム映像だった。

（エイルン……いったいどういうつもりだ）

　大和やまとは懊おう悩のうを隠せない。いつの間にかコーヒースタンドは大上映会になっていた。

　ホットラインで大和は明ミン国代表・明ミン恋華レンフアから連絡を受ける。大和が兼ねてより出していた、斥候部隊がサクラノツルギと中国軍の戦闘を発見したのだ。

　大和はすぐにその映像を自分の端末に繋つながせる。それから席に戻り、エイルンに耳打ちをした。そうしたらエイルンは意外なことを口にする。

《それは丁度いい。七なな扇おうぎ、その映像をこの場でみんなに見せられるか？　俺の口からどうこう説明するより、直にアイツを見てもらった方が早いと思うんだ》と。

　片やエイルンは、コーヒーのお代わりを取りに行く始末だ。

（国連内の戦争推進派である、大国・中国とサクラノツルギの戦闘映像だそ？　安保理連中が知れば緊急会議になりかねない機密情報を……不用意にも見せびらかすなんて）

「どうなった？」

　エイルンがトレイをもって戻ってくる。トレイにはクリームの乗ったビスケットの皿と、コーヒーのカップを乗せていた。緊張感などまるでない。映画を楽しむような感覚だ。

　葵あおいが弁を熱くしてエイルンに言う。

「隊長！　あの団子っ鼻、大太龍ダータイロンに保管領を撃てって言ったんです！　逆切れしてヘキサを人質に！　これ私たちも行った方が良くない!?」

　葵が言うや、セレンはうんうんと頷うなずいた。

　他の隊員たちも息を呑のんで事態を見守っている。

「あージンのやつ、また挑発したな。人の心理は読み切るのに、人の心は慮おもんぱかろうとしない……悪い癖だよ、まったく」

　対してエイルンは、まるで心配する素振りを見せなかった。

「おい、エイルン！　ちょっと不謹慎すぎやしないか！」

　堪たまりかねて大和は声を大きくする。エイルンは一瞬、キョトンとなった。それから眉まゆをハの字にする。

「そうだな、すまん。君の言う通り不謹慎だった。じゃあ少しヒントを出そうか。みんなも一緒に考えてみてくれ」

　ハラハラと映像を見ていた隊員たちがエイルンの方を向く。

「どうして、総督とジンの通話内容を俺たちが聞けているのかな？」

　大だい地ちとオルソンが顔を見合わせる。月げつ下かは少し考えてから言った。

「これ、たぶん現地付近からの盗撮画像だろ？　その音まで、こうして拾えてるってことは……ジンやつこさんが大音量で通話内容を外に流しているってことか」

　エイルンは嬉うれしそうに「そうだ」と言った。

「万に一つも心配はないよ。俺が保証する」

　そう言ってエイルンはミルクビスケットにフォークとナイフを入れる。




「あそこで戦っているのは、ジン＝ナガトなんだから」




　同時刻──中国・北京ペキン市【北京城】

　そこは絢けん爛らん豪ごう華かな大作戦会議場だ。部屋の中央には戦場である延えん慶けいが映っていた。

　数十メートルはある長テーブルの上座に王ワン総督。両サイドに大臣たちが座っている。

　王黄竜ワン・フアンロンの命令に沿い、大太龍ダータイロンは延慶保管領に火の雨を降らせた。一発が面制圧に相当する威力だ。

　マリスを百匹単位で駆逐する、大太龍ダータイロンの蹂じゆう躪りん砲である。

　それを大出力で大太龍ダータイロンは撃ち放はなっていた。

　延慶保管領のあった湖には白い霧が立ち込めている。大太龍ダータイロンの砲撃で湖が完全に干上がっていた。延慶保管領は消失したかに思えたが……。

「フハ……ハハハ」

　笑みをこぼしたのは王総督だ。興奮のあまり、椅い子すから立ち上がったことに気付いていない。画面に映っていたのはアトメントだ。背後にある保管領は無傷である。

　魔人が砲雷に身を投げ出し、延慶保管領を守ったのだ。

「そうだ……そう！　それがおまえの限界だよ！　お優しいことだな正義の味方！」

　王は、してやったりと言わんばかりにアトメントを指差す。

「ジン＝ナガト！　貴様を殺すのは私ではない！　貴様が酔いしれる、はた迷惑な英雄願望に殺されるのだ！」

　王はここぞどばかりにジンを糾弾した。

「世界中のヘキサを救い、マリスを根絶する？　貴様はいったい、どこのスーパーヒーローだ！　地球上にどれだけの国があり、どれだけの民族がいて、どれだけの国土面積があると思ってるんだ！　それら全すべてをマリスの牙きばから救うだと？　貴様は神にでもなったつもりか！　驕おごるのも大概にしろよ、この小僧！」

　王総督は息を上げ、「はー、はー」と肩で息をする。

　しばらくすると、アトメントからジンの声が届けられた。

『つくづく救いようのないアンポンタンだな、貴様』

「なん、だと？」

　王ワン総督はここにきて我が耳を疑う。ジンは続けた。

『ポストが手紙を拒むか？　水車が疲れたからと回るのを止めるか？　俺がこの場に立つのは絶対的な強者だからだ』

　アトメントは肩から魔法陣を再展開する。魔法陣は大きくなり、保管領を包み込んだ。

『救いを求めるものがいるのなら、ただ救う。本来は神の仕事なんだろうが、不在なので俺がしている、それだけの話だ』

「ここにきてこの減らず口。おい……大太龍ダータイロンに、繋つなげ。もう許さん！」

　王総督は片かた眉まゆをヒクつかせる。口の端に涎よだれを溜ため、また息を荒らげ始めた。

『だがいかんせん、バカな権力者が多くて、最近では仕事量が三倍だ。はた迷惑な話だよ……アンタもそう思わないか、王黄龍ワン・フアンロン』

「撃てぇえええええええええええええええええええええ！」

　王総督の激げき昂こうと共に、赤い砲雷雨が降り注ぐ。ジンのアトメントが身を挺して、保管領を守る。黒い魔人が赤い雨に晒さらされた。

「爪の一枚！　髪一本残すことは許さん！　貴様は塵ちりになれ！　ジン＝ナガト！　私の人生に貴様という糞くそはいらん！」

　王総督は「撃て！　撃て！　撃て！　撃て！」と砲撃命令を繰り返す。

　大太龍ダータイロンは自機が攻撃されているのにもかかわらず、ジンのいる延えん慶けい保管領にむけ長距離砲撃を敢行し続けた。

　画面のアトメントは天を支えるように踏ん張っている。降り続ける破壊の雨から、延慶保管領を死守していた。そんなアトメントに王総督が言う。

「天上に立つものが虫や草を気にするのか!?　貴様の目にはそんなものが映るのか!?　マリスにどれだけ人が食われようと知らん、いくらでも死ねばいい！　愚民など勝手に生えてくる！　それよりも、この私！　王黄龍ワン・フアンロンが君臨することが、大国の未来に繋がるとなぜ分からん！　このっ……タワケぇえぇえええぇ！」

　大太龍ダータイロンの口内に、かつてない光量が溜められる。一つ首は、一点集中で極太の砲雷を吐きだした。一直線に飛び出した破壊の光は土も木もえぐり、なぎ倒す。

　アトメントは両手を前に突き出し……大太龍ダータイロンの砲撃を受け止める。

『ぐぅうううぅ！』

「山すら砕く、この大太龍ダータイロンの前には！　どんな兵器だろうがブリキのオモチャと同じだ！　頭を垂れて謝るのは貴様の方だったな！　ジン＝ナガトぉ！」

　モニター内でアトメントが光を押おし留とどめる。

『俺の雷鳥育て親がよく言っていた。バカに持たせちゃいけないのは金と権力だとな』

「ああぁあん!?」

『力の大きさとは責任の大きさだ。しかし自分が見えていない畜生ほど、課された責任を権利と履き違える』

　砲雷を吐き続ける大太龍ダータイロンと、それを受け止めるアトメント──

　両者の意地とプライドが激突しているような光景だった。

『だいたい貴様、さっきから誰にものを言っている……俺は誰だ？　俺がなんのためにここにいると思う』

　赤しやつ光こうを受け止めるアトメント──その剛腕が膨れ上がった。魔法陣の色が強くなる。

『性別・文化・人種。そんな小さなものに囚とらわれているのが貴様らの限界だ。もれなく救いを渡すから俺なんだよ。地球上で俺しかできないから、俺が来た』

　アトメントは両腕を一気に広げた。そして……受け止める砲雷を抱くように締め始める。王ワン総督は「まさか」と、声を小さくした。

『聞け。そして見ろ──』




『俺が……ジン＝ナガトだ！』──アトメントが大太龍ダータイロンの砲雷を抱き潰つぶす。




　大作戦会議場に無言が訪れる。会議テーブル上に浮かぶ光学モニターで、アトメントが再び腕を組む。その首が王総督を睨にらむように、こちら側を向いた。

「ひぃい!!」

　王総督は腰を抜かして、総督席にもたれかかる。すると。

『はーい、カット！』

　大作戦会議場に、場違いな声が響き渡った。

　モニターの横に映ったのは浅黒い肌に金髪の少年・フェデーレだ。

『ジンさん、すっげ！　この絵、マジ、グーっしょ！　グー！　アンタ、本当になんでも出来過ぎっしょ!?』

　フェデーレは興奮した様子でジンにサムズアップを送る。そのやり取りに、王を始め、大臣たちが混乱の表情になった。それからフェデーレは指差して王総督を笑う。

『てーか！　オッサン、悪役ハマりすぎ！　「髪の毛一本残すな！」とか、フツー言うっ!?　俺、生まれて初めて聞いたし！　ふひゃひゃひゃ！　めっちゃ笑った！』

　画面の中でフェデーレは、足をふみ鳴らして笑った。

『こーなると分かってわざわざ六時間後に行きますぅ、なんて言いにくるバカ、本当にいると思うんすか？　茶番に付き合ってもらってアザっした！　中国軍の皆さん！』

　そう言ってフェデーレが見せたのはビデオカメラだ。

『民衆なんて屁へとも思わない、最低な大国トップと、世界を救いに現れた謎なぞの救世主メシア！　その、いかにもな熱い一面が撮れました。良いＰＶが作れそうで何よりっす！』

　片やジンはサングラスを上げる。

『と、いうことだ。貴様らは俺たちの栄えある踏み台に選ばれたのさ』

　そして────この茶番を終わらせるべく、号令を出す。

『ネイバー全機に通達。機体の出力制限を解除しろ……もう本気を出していいぞ』

　延えん慶けい一帯で、戦闘中のネイバーが一斉に動きだす。

『三分で終わらせろ』

　ネイバーたちは今……隠していたその真価を示す。







　同時刻・アカツキ──艦内・コーヒースタンド。

「ひーえー。三番機、フルボッコ。これリミットブレイクのとき、凄すごかったやつだろ」

　山やま武たけが若干引き気味に漏らす。

　エイルンコードにもまた、サクラノツルギの目もく論ろ見みが伝わっていた。

「機体性能を制限して、わざと苦戦を演出してたのか……いやらしいことしますね」

　日向ひなたも顔を青くしていた。大和やまとは憎らしげに唇をひん曲げる。

「世論操作のコマーシャルに、中国をダシに使ったということか。どういう神経してやがる、こいつら」

　対し、茜あかねや田た中なか・紫し貴きなどの生途会メンバーは感心していた。茜は興奮して言う。

「今のやり取りを編集して流したら、すっごいＰＲ効果があると思います！　正義の軍隊サクラノツルギって！　こんなの思い付いてもやろうなんて思いませんよ！」

「国連は極端に彼らの情報を封鎖し、その正体は未いまだヴェールに包まれている。言わば、世界中がジン＝ナガトのことを知りたがっている。だから、今なのか」

「サクラノツルギは強引な手段でヘキサを救出しているから、多方面で悪感情を持たれているだろうけど……これを見せられれば考えも変わるわ。協力する人も激増するでしょう」

　田中は眼鏡を拭ふきながら。紫貴はどこかうずうずした様子でジンを褒める。

　月げつ下かは面白くなさそうに、椅い子すにもたれかかった。

「みんな大好き正義の味方……こういうの見せられると、戦争も政治の一環なんだって痛感させられるね」

「でもこの演出、どっかで見たことあると思うんだにゃぁ。大昔のロボットアニメで似たようなものがあったような気がしなくなくなくない？」

　飛鳥あすかはそう言うや、ネットで検索を始める。そんな飛鳥にエイルンは言った。

「そうかもな。アイツはああ見えて、古今東西、さまざまなロボットアニメに精通していると豪語していたから。しかし、この王黄龍ワン・フアンロンという人には少し同情してしまう……どう考えても相手が悪いよ」

　エイルンは画面のアトメントを見る。どこか自慢げに零こぼした。

「ジンに勝てる奴やつなんていないからさ」

　そう言ったエイルンにセレンは微笑ほほえみかける。

「夏なつ樹き。なんか嬉うれしそう」

　エイルンは否定も肯定もせず、戦友の終幕を見届ける。







　同時刻──中国・北京ペキン市【北京城】

　北京城の上空がガラス片のように割れた。空間の壁をこじ開けてアトメントが現出する。

　途端、一〇〇を超える砲火がアトメントを襲う。アトメントの周りで着弾の爆発が起こり続ける。北京城の周辺に予あらかじめ展開していた、中国軍の戦車部隊だ。しかし、砲弾はアトメントの魔法陣に弾はじかれる。アトメントは砲弾の雨を浴びたまま、手を上げた。

　一瞬、周囲の空気が揺れる。戦車隊の足元を衝撃が通り抜けた。

　刹せつ那な、戦車隊が足元から吹き飛ぶ。一〇〇両の戦車が横転した。

　それからアトメントは北京城の天守閣を覗のぞき込こむ。大窓を通し、王ワン総督はアトメントの凶きよう貌ぼうを目の当たりにする。

「ひぃいいいいいいいいいい！」

『愉快・痛快・選択の時間だ、大総督。どうする？　俺の出した条件を呑のむか』

　ジンが『それとも──』と言い、アトメントが両拳こぶしを叩たたきつける体勢に入る。

『北京市に住まう、アンタを含めた特権階級の人間すべて……この場で皆殺しにするか？』

　アトメントのコックピットでは、ジンがこめかみを人差し指で叩いていた。

「貴様にとって都合の良い、佳よき隣人しかいないんだろう？　この街は。住民の総入れ替えをするというのも、悪い話ではないよな」

　腰を抜かした王総督がモニターに拡大表示される。

『分かった！　鉄と石油！　輸出制限リストに書かれている、指定品は今後、大幅に輸出することを約束する！　今月以内にだ！』

　ジンは無言で頷うなずく。「他には？」と質問した。

『今後、我々はあなたがたサクラノツルギに干渉しない。ヘキサについてはっ…………っく！　段取りさえ踏まえてくれるのなら、そちらに引き渡してもいい！』

　ジンは最後、三本指を立てて王に見せる。それから嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべた。

「よし、では締めだ。三番目の要求にこの場で応こたえてもらおうか」

　王総督は「へ？」と間の抜けた声を上げる。

「『ご迷惑をかけてすみませんでした。もうしません、許して下さい』、これを、心を込めて言うんだろ？」

『っ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！』

　王総督は顔を真っ赤にする。怒りを必死に噛かみ殺ころすような顔だった。アトメントがそんな王のいる、天守閣目がけ右の拳を引き絞る。王総督の顔色が青に変わった。

「………………………ご迷惑をかけてすみませんでした。もうしません、許して下さい」

　こうしてサクラノツルギは世界中にその存在を知らしめていった。

　だがしかし……それを快く思わない人間たちも存在する。

　ジンに問題があったとしたら、彼らを完全に軽視していることにあったのかもしれない。




【ドール・ワルツ・レクイエム】

　一期が二〇六六年から二〇六八年、二期が二〇七〇年から二〇七一年まで放映された大人気ロボットアニメである。その出自は謎なぞな部分が多い。

　アニメの原作者は不明。

　二〇六四年に著者不明の脚本データが送ってこられ、内容があまりに面白かったため、制作されたという経緯を持つ。更にもう一つ。アニメの脚本には、過去にマリスが引き起こした大事件と、劇中の話が一致する部分が幾つもあった。

　時系列で言えば、脚本が送られてきてから世界のどこかで事件が起こっている。

　放映当時、巷ちまたを騒がせていた社会問題とオーバーラップする内容については大きく修正が入れられていた。つまり、このアニメ脚本には、マリスに関する重要事件が、物語に準なぞらえて書かれていることになる。その事実に気付いた研究者が一人いた。

　かつて氷ひ室むろ義塾でヘキサ研究に従事していた研究者の一人。名を富ふ士じ光こう三ぞうと言った。

　秘匿されているが、兵器の四アームズ・フオー・伏ふし見み飛鳥あすかの実父である。

　しかし、光三博士はエイルン＝バザットの登場と入れ替わるように失踪した。

　彼が直前まで研究していたデータは全すべて持ちだされ、件くだんの【アニメ脚本】もどこかへと消えてしまう。この後、光三博士を様々な人・組織が追った。

　光三博士が直前まで進めていた研究の名は【富士ファイル】と呼ばれるようになる。

　研究データと共に、オリジナルのアニメ脚本は闇へと消えた。原作者と連絡が付かなかったアニメ会社は、一六話から一九話を別のシナリオライターに外注した。

　よってコアなアニメ視聴者は失われたこの四話分を【幻の四話】と呼んでいる。




　翌日──静岡県・某所。

　同じサングラスが幾つもコタツの天板に並べられている。

　コタツに入るのは件の研究者・富士光三博士である。そして、傍そばの椅い子すに座って足を組んでいるのは、黒衣の青年・ジン＝ナガトだった。

　ジンは愛用のサングラスをクロスクリーナーで丁寧に磨いていた。

　彼の本名は氷室夏なつ樹き──氷室雷らい鳥ちようの孫に当たる。

　中国での戦闘を終えたジンたちは、久方ぶりの休みをとっていた。ただ、自室にいると誰かが来てしまうので、こうして光三の部屋に避難していた。

「あー、飛鳥のヤツ。勝手にここを出て行ってしまって。心配だ心配だ。どうして睦むつ見みくんと一緒に戻ってこなかったんだ」

　ジンは内心ため息をつく。光三はオペレーション・リミットブレイクからずっとこんな調子だった。雷鳥が失脚してから飛鳥はサクラノツルギに身を寄せていた。グランシリーズを完成させるため、ジンたちから技術供与を受けていたのだ。しかし、お目当てのものができるや氷室義塾エイルンコードへとまた戻っていった。

　ジンは磨いたサングラスをまた一つ、コタツの上に置いた。

「子はいずれ親元を去るもの。子離れは早いほうがいいぞ、博士」

　光こう三ぞうは、規格外十番テンナンバー・睦むつ見みアギトによって半ば連れ去られるようにサクラノツルギへと来た。しかし、ジンに会ってからは自らの意思で協力するようになる。

　アギトのネイバー・アモンも、光三博士の協力で完成したものだ。

「あの……ジンさん。あなた方は未来から来たとおっしゃった」

「？　唐突だな。それが？」

「飛鳥あすかはいったい誰と結婚するんですか!?」

　二列に並べられたサングラス──その一つを取ろうとしたジンの手が止まる。

「あの子はですね。いろいろと隙すきだらけなんですよ。目標ができたらこう、視野が極端に狭くなる。そんなあの子の欠点を、悪い男に付けこまれでもしたら……あぁ～」

　光三は頭を抱えてコタツに突っ伏す。ジンは鼻でため息をついた。

「バツ四、種違いの子供を二人抱えたシングルマザーになる」

「どこのどいつだ！　飛鳥に会う前に去勢してやる！」

　光三が唾を飛ばして青筋を浮かべた。ジンは「冗談だ」とニヒルに笑う。

「……あなたの冗談は、ときどき冗談に聞こえないんです」

「あんなクソッタレな世界でも、飛鳥嬢は好きに生きて天寿をまっとうした。ネイバーの開発も彼女がいなければ為し得なかったしな」

　ジンは気を取り直して、サングラス磨きを再開する。

「……何度、聞いても信じられません。まさかあの飛鳥が『ネイバー開発の基盤を作る』開発者になるなんて」

　光三は素直に喜べない。一部だけだが、未来の話をジンから聞いていた。

「ネイバーのオーバーテクノロジーは『未来の科学技術』……あの、未来の出来事が書かれている脚本も、あなた方が作ってアニメ会社へと送りつけていた」

　ジンは自分の正体を、各国の首脳たちにも明かしている。

　自分が『未来人』であり、ネイバーが『未来の世界で作られた兵器』であると。

　光三は「いやはや」と愛想笑いを浮かべた。

「あんなレポートを書いたあまり、世界の中心に立つことになってしまいました」

　光三が視線を自分の机に向ける。机棚に赤いラベルの貼はられたファイルが差し込まれていた。世界中の軍・機関が今も追い続けている【富ふ士じファイル】である。

「アニメあれを作ったのはあくまでこの時代の人間だ。俺たちがやったのは潤沢な制作資金の提供と、天気予報紛まがいのシナリオを提供しただけ」

　ジンは含み笑いをする。

「もっとも……原作者は気難しく、職人気質かたぎなやつだ。二期最後の方は、俺も宥なだめるのに手を焼いた。クリエイターとは難しい」

　一方で光三は、かねてより疑問に思っていたことがあった。

「ジンさん。何な故ぜ、一六話から一九話を放映させなかったのですか？」

　光こう三ぞうの言う、一六話から一九話とは、幻の四話を指す。光三はオリジナルの脚本を読んでいたので、内容について知っていた。




「人類のバーダイム化……あの四話には『トゥーレイト発現への示唆』が描かれていた」




　バーダイムとはドール・ワルツ・レクイエム内に出てくる敵の名称だ。

　ジンはサングラスにフッと息を吹きかける。埃ほこりを払ってから質問に応こたえた。

「アレを流したら【第三次世界大戦】が勃発してしまったからさ」

　光三は目を見開き、息を止める。

　ことも無く放はなたれたのは、とんでもない未来絵図だった。

「なん、ですって？」

「なりふり構わずにネイバーをぶん奪りにいく奴やつらが現れたのさ……自国の安全と安心を盤石にしたいがためにな。アメリカなんかはあのアニメのカラクリに気付いていた。一人が理性の仮面を捨てれば、俺も俺もと、後追いが生まれ、あとは泥沼の戦争に一直線だ」

　ジンは磨いたサングラスを下から眺める。指紋が残ってないかチェックした。

「今はそこら中でマリスが溢あふれているから、そういう暴挙に出る阿あ呆ほうはいない。強大な敵の存在が国家間の結束を強めている。落ち着いて考えればマヌケな話だ」

　ジンは納得したように、そのサングラスもコタツの上に置いた。

「あなたが氷ひ室むろ総帥と、ネイバーフッド・結ゆう城き武蔵むさしの孫で、未来からやってきた人間だというのは分かりました」

　光三はやや身を乗り出してジンに聞いた。

「でも、なぜアニメなんですか？」

　光三が疑問に思ったのは情報の拡散手段についてだ。

『大人気』という枕まくら詞ことばが付いたとはいえ、所しよ詮せんは深夜枠に放送されたアニメの一つにすぎない。人類に警鐘を鳴らすのが目的なら、もっと適した手段があったはずだ。

　謎なぞの原作者を立て、事情も知らないアニメ会社が『なんとなく作ってみようか』という経緯で制作軌道に乗せたのである。

　ジンたちが掲げる【地球を救うための作戦】──それに組み込むには大きな無理があった。まどろっこしく、意味があるとは思えないのだ。そう思う光三にジンは言った。

「ああ。どうしてもアニメでなければならなかったのさ」







　同日・一九時──氷室義塾・特別棟。

　エイルンが木製の引き戸扉を開ける。執務室に入ると雷らい鳥ちようだけでなく、明みよう星じようの初代ネイバーフッド・結城武蔵もいた。

　十分な上背。筋肉がシャツを内側から盛り上げている。赤いバンダナとサングラス、切きり揃そろえられた髭ひげが印象的だ。
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「英雄将。アリヤケの艦内、しかと拝見させていただきました。良い船ですね、アレは」

「勇者殿からＯＫが出れば、儂わしも設計に口をだした甲か斐いがあったかの」

　エイルンと武蔵むさしが握手する。武蔵は大和やまとが明みよう星じようのネイバーフッドになった時点で、左手の刻印を失っている。また、登録の証あかしである『Ⅶ』のローマ数字も失われていた。

　ただのヘキサに戻ったことでネイバーフッドの任から解かれる。

　以降、晴れて日本人として本土への帰還が許されたのだ。現在は雷らい鳥ちようを支えつつ、ネイバー輸送艦【アリヤケ】の艦長職に就任していた。またネイバーフッドとしての歴戦のノウハウを買われ、アリヤケには武蔵の意見が随所に反映されていた。

「あと英雄将というのは止やめておくれ。既に刀は渡った。ここにいるのは第二の人生を楽しむ、キレッキレのナイスジジイじゃ」

　武蔵がおどけてサングラスをかける。その姿を見てエイルンは本当に良かったと思った。

「君が私の孫じゃなかったというのは、未いまだに残念だがね」

　小さな声で耳打ちする。エイルンは小声で「すみません」と笑った。

「ほら、武蔵さん。坊やは忙しいんだ。老人の喋しやべり相手で事足りるなら介護ヘルパーをよんでいたよ」

　武蔵は肩をすくめる。雷鳥の隣に立つと、その胸に手を伸ばした。雷鳥は見もせずに、パシンとその手を叩たたく。それからエイルンに話しかけた。

「もう知っていると思うが、中国最大のヘキサ保管領、延えん慶けいがサクラノツルギによって落とされた。戦闘開始からたった三時間でだ」

「そうですか。ジンあいつらしいですね。さすがと言うしかありません」

　エイルンは苦笑いを浮かべた。それを見て雷らい鳥ちようは失笑する。

「まったく……こんな大騒動になってるのに、そんな態度を取られちまうと、慌てふためくのが馬鹿らしくなるね」

「あいつはあいつ、俺は俺と考えるようにしていますので。コツコツ、地道にやるしかないかなと思ってます」

「若い奴やつの言葉にしてはちと物足りないが……まぁいいか。アンタはそれで。でだ、エイルン。ちょっとこれを見て欲しい」

　雷鳥は表情を険しくする。予あらかじめ開いておいた別の光学画面を指で弾はじく。Ａ４版の画面が消えた。エイルンは「拝見します」と、雷鳥がよこした書面データを開く。

「スイスから極秘の護衛依頼？　塾長。このスイスという国は？」

　雷鳥の机には紙ゴミが幾つも散らばっていた。それらは噛かみ終えたガムである。

「ヨーロッパの内陸にある、小さな国だよ。永世中立を掲げ、国連から脱退して五〇年以上経たつ。優れた医薬品と電子技術、そして精強な傭よう兵へいを毎年輩出している。有事の際は国民全員が銃を持って戦っちまう、血気盛んな平和主義者どもの国さ」

　そう言って古いマニュアル本を机に放ほうった。

「これは？」

「国民一人一人に配られるサバイバルマニュアルだ。テロリストが街に攻めてきたときの対処から、占領下において国民意識をどう保つかまで網羅されてる」

「ハー、すごいのねスイス」

　武蔵むさしは舌を巻いてマニュアル本を手に取る。エイルンは素晴らしい国だと思った。ちなみにエイルンは軍国主義の国の生まれである。

「このマリスで溢あふれた世界情勢の中、いかなる武力の介入も許さず、また介入をしない姿勢を貫き続ける骨太の国家といえる」

「しかし中立を謳うたう国が……われわれに武力支援を要請ですか？」

　エイルンが顔を曇らせる。武蔵は本をペラペラとめくった。

「そこなの。他国の武装集団にはいかなる理由を以もつてしても領土を踏ませないって決めてる国が、国家のイデオロギーを崩しかねない申し出をしてきた。そんな奇妙なお話じゃよ」

「……そうせざるを得ないほど状況が逼ひつ迫ぱくしている、とかでしょうか？」と、エイルン。

「私もそう考えたが、スイスはもともと立地条件に恵まれた国だからね。激戦区のヨーロッパ内において、マリスの襲撃はほとんどないんだよ。大陸防衛を任されているイギリスの働きもあって平和そのものだ。まして今はヨーロッパのマリス問題は沈静化に向かっている。私らが出張るような脅威があるとは思えない」

　妙な話だとエイルンは思った。同じく危険の臭においも感じ取る。

「当局に問い合わせても、詳しい話は国境を跨またいでからお聞かせしますの一点張りさ……ったく。明ミンにやっと着いたと思ったらまた厄介事の催促状かね」

　エイルンは改めて、依頼状を読み直す。気になる一文を見かけたのだ。

「『これは、あなたの悲願が叶かなうことにもなります。ウォープロダクター』……文面にはそう記載されていますが、何か心当たりは？」

　雷らい鳥ちようは顔をしかめた。間を置いてから応こたえる。

「まぁ、あるといえばある……スイスは世界に一〇とない、ヘキサの人権を許した国でもあるんだ」

「っ、……そういえば、確かスイスの名も」

　エイルンは言われて思い出す。ヘキサの人権擁立国のリストにはスイスの名もあった。

「第弐富士を作る際、スイスのやり方は大いに勉強させてもらった。考えられるとしたらヘキサ絡みだろう。そしてスイスは、昔からある研究を続けていると噂うわさがあるんだ」

　エイルンは「うわさ？」と眉まゆを顰ひそめた。




「ヘキサを…………人間に戻す研究さ」






Ⅲ　夢の島









　雷鳥と協議の結果、エイルンはスイスの依頼を受けることにした。

　傷ついた第弐富士は陽よう江こうにある明の属領に預ける。大規模な補給と、各エリアの修理が必要だった。そこでエイルンはメンバーを選抜し、アリヤケ・アカツキの両艦で新たな航路へ進路を執る。出航した……………………その夜のこと。

　アリヤケ艦内──船内倉庫の一室。

　大和やまとはひくひくと目くじらを立てる。

「どういうことか説明してもらおうか、このバカ姫さま」

　そこは弾薬ケースが積まれた武器庫の一つだ。棚と棚の間にある細い通路に、中華系の美人が正座をさせられていた。明国・国家代表を務める明ミン恋華レンフアだった。

　長い髪は左右でお団子にしている。女スパイが着るようなレザータイツ姿で、大きな胸と腰のくびれが、より強調されていた。

「ぷい」

「ぷいじゃねーよ！　なんで国家元首が、作戦下にある戦艦に潜入してるかって話ですよ！　今、ぜったい明で大騒ぎになってるよきっと！」

「七なな扇おうぎ！　そんなに声を荒らげなくても！　来てしまったものは仕方ないじゃないかっ」
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　暴れようとした大和やまとをエイルンが羽交い締めにする。時間は真夜中の二時を回っていた。

　艦内の侵入者警報が鳴って、船員たちが急行すると恋華レンフアが潜り込んでいたのだ。

　恋華は不服そうに唇を尖とがらせる。

「やっと帰ってきたと思ったら、また国を空あける。政務も外交も人に押しつけて……自分だけ羽を伸ばずなんてずるいです！　きっと私に内緒で美お味いしいモノ食べて、綺き麗れいな女の人のお尻しりを追うつもりなんでしょ！」

「なにその新妻みたいな言い分!?」

「それに！　エイルンコードが、こんな美人の巣そう窟くつだったなんて聞いてませんでしたよ？　このバカ！　むっつり！　変な髪型のオッパイ星人！」

「人を巨乳好きみたいな言い方するの止やめてくれる!?　あと、なんでさっきから逆ギレしてるの君!?」

　恋華の隣にはパジャマ姿の紫し貴きとセレンもいた。女子二人は半眼で大和のことを睨にらみつける。

「シャチホコ、デリカシーない。がっかり」

「あなた、どこのラノベ主人公？　ちょっとぶっ殺したいんだけど」

　二人は恋華を弁護するように大和を非難した。

「だいたいこの船、最新鋭の軍艦だぞ？　どうやって入艦チェックを──」

「クロにかかれば寝起きの歯ブラシ」

「手引きしたのオメーかい！」

　大和やまとがプロ芸人のようなタイミングで突っ込みを入れる。

　セレンは引き続き、大和をチクチクと責めた。

「恋華レンフア、シャチホコいなくて寂しかった。心細く一人で帰りを待つ怖さ……男にはぜったい分からない」

　言葉の刃やいばが大和（とエイルン）にグサリと刺さる。真に迫るような重みがあった。

（い、いつの間に仲良くなったんだ、こいつら）

　たじろぐ大和に恋華が聞く。

「陰帝インデイはスイスに行くのでしょ？　なら、後学のために私が見聞するのは、有意義なことではないでしょうか？　明ミンもまた、ヘキサの人権を国是としているのですから」

　どこか言い訳がましい。大和は「だから俺が来たんだ」と頭をかく。

「言いたいことは分かる……が、戦いになるかもしれないんだ。巻き込んで、おまえを死なせたら、俺はどう責任をとればいい？」

　エイルンは人差し指で頬ほおをかく。詰まるところ、男衆の心配はそこにあった。恋華が言葉に窮すと、大和の背後から声がする。

「うわ。七先輩かっこわる」

　倉庫の入り口に立っていたのは葵あおいだ。下着のようなトレーニングウェア一丁の姿で。

　エイルンと大和は目を逸そらす。葵は目のやり場に困る格好のまま腰に手を当てた。

「『何があっても俺が守ってやる』くらい、言えないの？　だっさ。隊長と大違い」

「いや。そこ、別にこいつを引き合いに出さなくてもいいよね？」

　大和はぐぬぬと拳こぶしを握る。それから恋華の方へ視線を寄せた。その、捨てられた子犬のような目を見て……がっくりと肩を落とす。

「すまん。完全に俺の監督不行き届きだ。任務中は俺が責任もって面倒を見る……乗艦の許可がもらえるよう、オマエからも婆ばあさんに言ってくれるか？」

　エイルンは苦笑いをして言った。

「ああ。お安いご用だ」







　三日後・一〇時──インドネシア・スマトラ島。

　此こ度たびの作戦に選抜されたのは規格外十番テンナンバーの大半と、最小の護衛要員だ。

　メンバーはエイルン・セレン・葵・紫し貴き・スター小隊・月げつ下か・日向ひなた・飛鳥あすか・武蔵むさし・雷らい鳥ちようの十二人だ。それに明の大使として国主の恋華、お守もりの大和である。

　柔じゆう呉ごは機兵部の戦せん騎き装そう修理で手が離せない。茜あかねと田た中なかは生途会の運営で居残り。

　また大和がいなくなる代わりに水す久く那なが明へと残った。マリーナを含む機兵部も今回はお休みである。

　アカツキ・アリヤケの両艦は、南シナ海を渡ってシンガポール付近まで達していた。

　目指すはインドネシアの属島・スマトラ島である。

「うっひょー！　宝石みてー!!」

　アカツキの甲板から葵あおいが身を乗り出す。黒いタンクトップの巨乳が威勢よく揺れた。甲板にやってきた生徒たちは、大はしゃぎの様子だった。

　延々と続く海原はサファイアの光彩を放はなっていた。

「輝く蒼そう海かい！　黄金の砂浜！　照りつける太陽！　くぅうう！　俺、今回の任務、蹴けらなくて良かったーっ！　明ミンで旨うまいモノ巡りしたかったけど！」

「ここがスイス？　なんか、ネットで見たバリ島みたいよ」

　山やま武たけがガッツポーズをし、オルソンはイメージとのギャップに疑問を漏らす。隣では大だい地ちがタブレットを操作していた。

　三人とも迷彩ズボンにブーツ、黒タンクトップという出いで立たちである。

「いや。インドネシアのスマトラ近くみたいだな……総隊長。目的地は本当にここであってるんですか？」

　大地に聞かれてエイルンも困ってしまう。エイルンもまた大地たちと同じ格好だ。いつもの西洋軍服だと、ここは暑すぎた。

「う～ん。俺もてっきり北極海を通って、ヨーロッパへ行くとばかり思ってたんだが……指定された場所が、このスマトラの近海だったんだ」

　スマトラ島──マレー半島の南側にあるインドネシアの島だ。

　スマトラ島の西海岸沖はサーファーの聖地メツカと呼ばれるほど。ちなみにバリ島もインドネシアの一島になる。マリスが出現するまではリゾート地として賑にぎわっていた場所だ。ここからだと、スイス本国のあるヨーロッパは遥はるか遠くになる。

　エイルンは辺りを見渡す。スマトラ島以外では、遠くに小さな島がぽつぽつと点在するくらい。すると紫し貴きがやってきた。紫色のビキニ姿だ。背後では同じく、白いビキニを着たセレンもやってくる。

「目指しているのは、地図には載っていない秘匿された島よ。属領地のようだから、インド洋に浮かぶ、小さなスイスってところかしら……ん！」

　エイルンの隣で紫貴が背筋を伸ばす。セレンもはしゃいでピョンピョン跳ねた。

　突き出された紫貴の巨乳と、重そうに揺れるセレンの爆乳──

　山武・オルソン・大地は横目でしっかりと夢の爆弾を盗み見た。

「もともとはイギリスの持ちものだったらしいけど、二〇年くらい前にスイス政府が買い取ったそうよ。良かったわ、氷を割って北極海を渡るとかじゃなくて。北極海航路はロシアが目を光らせてるはずだから。黙って私たちを通してくれるとも思えなかったし」

「あ、二人ともずりー！　隊長！　私も水着に着替えてきていいですか！」

「待て待て、今は任務ちゅ──」「行ってきます！」

　葵は話も聞かずにデッキの階段を下りていく。紫貴たちとやってきた恋華レンフアは、チャイナ服姿だった。山武は上質なハムを鑑識するような目付きになる。恋華の胸元から腰、スリットから覗のぞく太ももを眺め……大きく頷うなずいた。すると背後から月げつ下かの拳げん骨こつが飛んだ。

「こんなリゾート地みたいな場所で、まさかヘキサの研究が行われてるなんて、夢にも思いませんよね」

　恋華レンフアの言葉に大和やまとは頷く。ちなみにビーチパラソルなり飲みものなりを持たされていた。

「どうやって入国するか気になってはいたが……それなら、俺たちが入国しても多少の誤ご魔ま化かしはできるということか」

　エイルンたちはこうして第二のスイスを目指す。







　小さな島の前にアカツキとアリヤケが停泊している。

　エイルンたちは街に入るや、棒立ちになる。旗を振ったり、拍手をしたり──現地の外国人たちは大歓迎といった様子でエイルンコードを迎え入れていた。

　なお、エイルンたちは皆、旅行者の装いに変装済みである。

「あの……とても、歓迎されているみたいですが？」

　ジーンズにへそ出しファッション。サングラスを頭にかけて恋華が言う。

「エイルンコードは、リミッドブレイクを成功に導いた立役者だからな。それに『ＭＩ02目標を攻略した英雄たちをスイスが歓待した』とポーズだけでも取っておけば、後でこの密会がバレても言い訳はできる」

　アロハシャツにビーチサンダル姿の大和が返す。一方、露天商姿の大だい地ちが言った。

「万一ドンパチが起こって、エイルンコードとスイスが共闘しても、自衛の一環だと一応の理屈は立つ、か……いろいろ考えてんな」

　大地の見立てに大和は感心する。ホントにキャラ変わっちゃったのね、と少し寂しい気持ちにもなった。同じく旅行者の装いの武蔵むさしと雷らい鳥ちようが子供たちの前に立つ。

「皆、小遣いはもらったね？　ここでは現金でしかものは買えないから注意しな。今から八時間は自由時間とする。今からあんたたちは南の島にバカンスにきた、バカな学生だ。明ミンで羽根を伸ばせなかった分、うんと遊んでおいで」

　海パンにアロハシャツ。浮き輪を担いだ山やま武たけとオルソンが「うおお！」と興奮する。

「船でも説明したけど、トゥーレイトが現れてからここの人たち、銃の携帯が義務付けられてるからね！　間違っても通行人の胸なんて揉もまないように！　本当に撃たれるよ！　みんな分かった!?」

　言いながら武蔵は、隣の雷鳥の胸を下から撫なでるように揉む。すぐ雷鳥のストレートが飛んだ。月下は心の中で、アンタだけだよと思った。

「一応、ドイツ語が主流らしいけど翻訳装置は肌身離さず持ち歩くこと。集合場所は追って指示します。一八時には全員集合できているように」

　麦わら帽子に、キャミソール姿の紫し貴きが言う。胸元からは谷間がばっちり覗いていた。

　すると雷鳥の前に迎えのリムジンが来る。他にも二台のハリアーが来た。

　エイルンは葵あおいを肩に担いで言う。

「船旅で疲れたものは、先に現地入りして休んでてもいいぞ。一いちノの瀬せ以外にも来るものはいるか？」

「隊長……ごめんなさい」

　葵はＴシャツにハーフパンツと、ラフな格好だ。見るからに辛つらそうな様子だった。

　エイルンはこの後、撮影が控えているのでラインハルトの軍服に着替えている。現地メディアからインタビューを申し込まれていた。

「ご飯、六杯も食べれば誰だってそうなるわよ」

　顔を青くした葵をエイルンと紫し貴きが車に乗せる。葵は船酔いではなく、食べ過ぎでお腹なかを壊していた。

「むこうにいったらお米食べれないかもって、紫貴が言ったんじゃん！」

　雷らい鳥ちよう・エイルンたちが先に現地へと向かう。

　大和やまとと恋華レンフア、スター小隊と月げつ下かはさっそく街の観光に出かけた。







　気温は三〇度を超える。湿度も高く、汗が服にベタ付くのを月下は感じた。

「真冬でもこんなかい」

　月下はシャツの胸元を摘つまんで扇あおぐ。仰ぐ度に生温かい風が顎あごを通り抜けた。

　ブラジャーの線がチラチラと覗のぞく。義手も熱が籠こもってしまい、自室だったら間違いなく外しているところだ。

　月下は長い脚を組んで首を横に向ける。ここはテント付きのテーブルが密集して立っている広場だ。道端には数え切れないほどの露店が並んでいる。

　東洋人である月下はかなり目立つ。つい先ほど、見るからに兵隊上がりの青年にナンパをされたばかりだ。日本人の女性がモテるというのは本当だった。

「ボスいってきたよ！　マルタバってやつが旨うまそうだったのと、ソーセージがあったね！」

　オルソンがピザのような紙箱を持ってやってくる。左手には発泡スチロールの皿に乗ったぐるぐる巻きのソーセージだ。

　紙箱をあけると、切り分けられた揚げたてのクレープが入っていた。

「こっちはラクレットってやつがありました。スイスの有名な家庭料理だそうです」

「げっ、こんな暑いのに、溶けたチーズ、芋にかけて食うのかい」

　大だい地ちが持ってきたのはプレート皿に乗った、チーズまみれのジャガイモやハムである。

　月下は大地からコーラのボトルを受け取る。キャップを捻ひねってぐいっと呷あおった。

　喉のどを焼くような刺激と、きんきんに冷えた水分が汗だくの身体からだに染み渡っていく。

　大地はその間、月下の前にナシゴレンの箱を積んでいく。ナシゴレンとはインドネシア風焼き飯のことだ。ご飯の上に乗った目玉焼きに月下は食欲を刺激された。

「もぐ。もぐもぐもぐ……あ、これ旨いな。葵にもお土産で持ってってやろう」

　一ひと台詞せりふのうちに、ナシゴレン一箱を空あけてしまう。それを余よ所そに、オルソンは揚げクレープをハフハフと食べていた。

「このマルタバってやつ、めっちゃ旨うまいよ！　あつあつで、さくさく。あとでもう一枚買ってくるよ」

「寒いならいざしらず。暑いのにこんだけ乳脂肪とるとか」

　そう言って大だい地ちは、チーズまみれのバゲットを齧かじる。「あ、うめぇわ」と感想が出た。

「さしずめ、インドネシアとスイスグルメの見本市ってとこだね」

　月げつ下かは二皿目のナシゴレンを平らげる。海の方を見た。

「右を向きゃ、青く輝く海。左を向きゃ石作りの童話みたいな旧市街……この湿度さえなければ最高だね。ソーセージもうまいし」

　月下はオルソンが切り分けた肉棒をパリっと齧る。

「普通にヘキサも混じって生活してるんすね」

　大地が揚げクレープを取りながら言う。すぐ横のテーブルにはヘキサと普通の人が相席で楽しそうにランチをしていた。オルソンがマルタバの入っていた紙箱を指差す。

「これ大声で売ってたオッチャンの手にも刻印がついてたよ」

　月下もそれには気付いていた。この国はヘキサと人の壁を全く感じさせない。二つが溶け込んで一つの街になっている、という印象を受けていた。

「第弐富士よりもずっと自然な感じがする……こんな場所が世界にはあったんだね」

　月下はどこか遠い目をする。脳裏をかすめたのはかつて自分が未来を預けた友人だった。

「緑みどりにも見せてやりたかったな」

　月下は亡き初代機兵部部長・神かん無な木ぎ緑に想おもいを馳はせた。オルソンと大地は口を閉じる。自分たちのボスの追想の邪魔はしなかった。

「そーいや山やま武たけは？　まだ戻ってこないのかい」

　しばらくして月下は、もう一人の部下のことを思い出す。

　辺りを見渡すとすぐに見つかる。山武は露店の売り子と楽しそうにおしゃべりをしていた。月下はそれを見て舌打ちをする。

「ボス、ヤキモチやかないよ。アレ、たぶん仕事してるよ」

「オルソン。あんた目を開けて寝られるんだね。その冗談、全くおもしろくないよ」

　山武が、魚のムニエルと山盛りのポテトを乗せた大皿を持ってやってくる。

「わりわり。遅れた……あ、これ。フィレ・なんとか、ペルシャ？　だっけ。魚のムニエルにマヨネーズやらレモンやらかけてどーぞ、って料理らしいっす。付け合わせのポテトフライ、山盛りにしてくれ──はぶ！」

　大皿が置かれるや、山武の股間を月下が義手で掴つかみ上あげていた。

　月下は声にドスを利かせて言う。

「飯の調達に、女を口説く必要があるのかい？」

「姐あねさん待って！　力加減！　ソレ、あとちょっとで潰つぶれるやつ！」

　スター小隊はセブンス・リベリオンの際、なし崩しで月げつ下かに愛の告白をしている。

　よって、三人の想おもいは月下の知るところのものとなっているが……月下は今のところ答えを保留にしていた。しかし、女心として面白くないものは面白くない。

「飼い主の顔を忘れたバカ犬の躾しつけもボスの大事な仕事だ」

　義手の握力が一段階上がる。山やま武たけが奥歯を噛かみ締しめたあたりでオルソンが助け舟を入れた。

「まーまーまー。山武、ボス一筋だから大丈夫よ」

　月下は舌打ちをして山武を解放する。山武は股間を揉もみながら月下の隣に座った。

　一方で大だい地ちは山武の持ってきた魚に手を伸ばす。マヨネーズを付けて口に運んだ。

「お、こっちは日本人好みの味してるな。で……首尾はどうだった」

「いちち。話した感じ、ここの人たち、ヘキサへの差別感情そのものがないって感じだったな。『え？　どうしてヘキサを差別するの？』って、首傾かしげられたよ……お、うまそう！　いただきまーす」

　山武は余っていたナシゴレンに手を伸ばす。

「この島に暮らしてるの、ほとんどスイス人。ヨーロッパの方のスイスと同じで、徴兵制が導入されてて民間人がゲリラ戦をこなしちゃう感じ。さっきの子も屋台の屋根裏に重機関銃ブローニング、隠してたの見て、変な汗かいた」

「あんた、街の情報を集めてたのかい？」

　月下は右目を大きく見開いた。オルソンと大地は驚きもせずに食事を続ける。

「山武、知らないところに来ると必ずコレするよ。僕らもけっこう助けられてるね」

「こんな綺き麗れいな街なのに、トーチカが置いてあったしな。この分だと橋の下とか、要所には爆薬を仕掛けてるかもしんねぇぞ」

「有事の際は、避難等で軍隊が出張ることはあまりせず、国民が兵士となって防衛に回るってさ。スイスやべーわ。ヘキサも普通に皆と混じって戦うってよ」

　山武は食べながら、スプーンで建物の一つを差した。

「で、住宅一棟につき、必ず地下に核シェルターの併設が義務づけられてるんだって。マリスがもし来た場合は、そこに潜る。ヘキサだけは決められたシェルターへと避難する。で、あっちの丘の方にある建物みえます？　ドーム状の屋根のやつ」

　月下たちはスプーンの差した先を見る。

　崖がけの上には雷らい鳥ちようたちの向かった建物が聳そびえ立たっていた。

「あれが例の研究機関。でも話を聞いた感じ、国立の養老院みたいだったけどな。志願制で随時、ヘキサの協力者を呼びかけてるみたい。施設に籠こもりきりになるらしいんだけど、週に二回は外出が許されているし給料も出る。よく週末になるとあそこから、わんさか街の方にヘキサが降りてくるらしいよ」

　山武はソーセージにフォークを刺す。

「働くのが難しくなった年寄りや、施設関係者のヘキサが行くことが多いって。さっきの彼女も、なんで自分には刻印がないんだろうって、残念がってた……なんかカルチャーショックだわ。俺なんてこの右手、何度切り落とそうと考えたか分かんないのによ」

　山やま武たけは複雑な表情で右手を見る。月げつ下かもまた同じ気持ちだった。

「まさにヘキサにとっては夢の国だな」

　大だい地ちはどこか、他ひ人と事ごとのような口調でそう言った。







　一方、その頃。

　エイルンたちは街から離れ、件くだんの研究施設へと案内をされていた。

　正門まで行くと目隠しをさせられる。すると道路が裂けてゆき、リムジンとハリアーはリフトで地下へと運ばれていった────

　エイルンは雷らい鳥ちよう・武蔵むさしと一緒に迎賓館へと通される。葵あおいは医務室に運ばれていた。

　ソファに雷鳥と武蔵が座る。ソファの後ろに紫し貴きとエイルンが控えるように立った。

　正面には今の時代には珍しい、液晶型のモニターが掲げられている。画面には依頼人の顔が映っていた。

『ずいぶんと老けたな、ウォープロダクター。かつての【死を売る女神】が今や見る影もない』

　鷲わし鼻ばなが特徴的な老軍人だ。この通信はスイス連邦局とのホットラインが繋つながっていた。

「あんた、バッシュ少佐？　【血ち舐なめのバッシュ・ストンシュタイン】かい？　はー、驚いた。アンタが連邦議会の議員をやってるとは」

　老軍人改め、バッシュは面白くなさそうに鷲鼻を鳴らす。

『ふん、体ていの良い左遷人事だ。【サムライブレイド】……あんたも。貴様に折られた右奥歯の話は、今や伝説となって我が軍で語り継がれてるよ』

　言ってバッシュは口に指を入れる。無くなった奥歯を見せつけた。

「ん[image: ][image: ]？　……あー！　ミュンヘン奪還のときにいた将校か！　アンタ、スイスの軍人だったんだな。互いに年とったのぉ」

　武蔵が人懐っこい笑みを浮かべる。バッシュも釣られて笑いを返した。片や雷鳥はタバコに火を付ける。二三回目の禁煙は失敗していた。

「昔話に花を咲かせるために呼び出したってわけじゃないんだろ？　早く用件を聞かせたらどうだい」

『……ああ。そうだったな』

　バッシュは『結論から言おう』と、今回のあらましを話し始める。




『スイス連邦は三〇年以上「ヘキサの刻印除去」の研究を極秘裏に行ってきた』




　紫貴は目をまん丸に広げた。

「噂うわさは……本当だったんだ」

『その研究がついに最終の調整段階に入った。近々、刻印除去の実験を行うつもりだ』

　指に挟まれたタバコの灰が床に落ちるも、雷らい鳥ちようは気付かない。それほどまでにバッシュの話は衝撃的だった。

『期間中、エイルンコードは島に滞在し、外敵を認めた場合は速やかにその排除に当たる。また、実験が成功したら明ミンと交渉し、選抜した研究者を明へと亡命させる。それが諸君らへの依頼内容だ』

「なるほど。だから要望者リストの中に、セブンス・リベリオンの中核犯である、大和やまとの名前が入ってたんだね」

　雷鳥はタバコを灰皿に押しつける。

『スイス当局は長年にわたり、国連にヘキサの扱いについて是正要求を続けてきた……禍根が残るこの体制を敷き続ければ、マリスという共通敵を前に、人は人同士でつぶし合うことになる。現にジン＝ナガトという解放者が現れてしまった』

　エイルンは聞きながら心中で同意していた。

『ヘキサと人。両者の間に築かれた溝はどうしようもなく深い。弾が飛び交っている間はまだいい。しかし、この緊張下だ。誰かが間違えてボタンに手を伸ばせば均衡は雪崩なだれのように崩れ去るだろう。報復が報復を呼び、核の冬がやってくる……マリスに地球が食い荒らされる前に人は自ら滅びの道を歩む』

　バッシュは腕を組み、大きく息を吐いた。

『……今、世界には消火器が必要だ。どんな猛火さえ消し沈める、特大のやつが。だからエイルンコード、貴様らの力をスイスに貸せ』

　話を聞く雷鳥は、人差し指でこめかみを叩たたいていた。ポーカーフェイスで切り返す。

「まぁ確かに……研究が成功すれば？　両者の火種を消す決定打にもなり得る」

「ま・た」と、こめかみを叩いていた指を止めた。

「刻印除去の技術を売るとしたら今は絶好の売り時でもあるわけだ」

　一瞬、ほんの僅わずか……バッシュの顔に変化が走った。

「おいおい。まさか、どこかのＮＧＯ団体が言ってそうな、安い題目が理由ってわけじゃないんだろう？　世界平和のために。これは私たちの義務ではあるが、優先順位で言えばケツのほうだ。トイレの用足しよりも下にくるね」

　雷鳥は悪人の笑みを浮かべる。その目はバッシュの腹の中を探りだそうとしていた。

「『輸入交渉を安定させるために新たな収入源』が欲しい。そんなところか……ヨーロッパ中が物不足に陥ってるんだ。いくらスイスが安全だとしても、影響がないわけない」

　一方、紫し貴きはその指摘を呼び水に考える。

「確かスイスの収入源は、医薬品と軍用を含めた電子機器の輸出。そして傭よう兵へいの斡あつ旋せん……食料生産の面については日本と同じかそれ以下」

　バッシュは肩をすくめて皮肉気に笑う。

「まぁそれもある。あるな。だがそれは俺の仕事ではない。俺の仕事はどこかのバカがブルって核の発射ボタンを押さないようにすることだ。連邦議会は今の国連を相当、危険視している」

「それはこっちも同意見だ。しかし、今の世界情勢はヘキサを管理することでギリギリのところで成り立っているとも言える。ヘキサを飼い殺しにしたい連中が嗅かぎつけたら、目の色を変えて攻め込んでくるような話だ」

「まぁ、米軍とかは絶対に黙ってないじゃろね」

　雷らい鳥ちようの見立てに武蔵むさしも賛同を示す。バッシュは続けた。

『仮想敵には国連加盟国の多くが入っている。さまざまな利権が絡んでくる以上、同盟の提携先は限られてくる。だから国ではなく傭兵貴様らなのだ』

「ふん。まぁそういうことにしておこうか……けど、まだ解せないね。永世中立を謳うたってるアンタらが今、私らに頼むのはそれでもリスクが高すぎる」

　確認作業のように、雷鳥は一つ一つの疑問・矛盾を丁寧に指摘する。

「私らはただでさえ世界の注目の的なんだ。内緒で済ませたいのなら私らではなく、まず欧州連合に話を持って行くのが筋ってもんだ」

　エイルンもそうだと思った。今やエイルンコードは、どの国も懇意になりたい魅力がある。極力、敵を作りたくない中立国が話を持っていくには、リスクの高すぎる話だった。

　しかしバッシュは質問を想定していた様子で返す。

『それについてはこの映像を見てもらった方が早い』

　画面の映像が切り替わる。その映像を見てエイルンは肝を潰つぶした。

「こ、れは──」

　映し出されたのは焼かれた研究所──炎の海の中に立つアトメントの姿だった。

「どうしてアリスが？」

『この計画はかつて、ブラックバード……あのジン＝ナガトの手によって頓とん挫ざ寸前まで追い込まれたことがあったんだ』

　バッシュの話は、エイルンたちを謎なぞの入り口へと誘った。







　大和やまとと恋華レンフアは街の観光に足を伸ばしていた。

「きゃー！　陰帝インデイ見てください！　おとぎ話に迷い込んだみたいですよ！」

　石造りの街並みはヨーロッパ調のものだ。路地裏の道は蛇行した上り坂になっている。道を挟んでいる家屋群。壁のところどころに蔓つると花が這はっている。

「私、小さい頃！　こういう街に住むのが夢だったんです！　箒ほうきにのって空を飛ぶ宅配業を営んで！　あと家に二五〇センチくらいの巨大デブリスを飼って！　それでそれでっ」

　恋華はキャーキャー騒ぎながら写真を撮る。通行人の親子連れが笑いながら通りすぎた。

「恥ずかしいから止やめて!?　お馬鹿な観光客に見えちゃうから勘弁してつかぁさい！」

　大はしゃぎする恋華レンフアに、大和やまとはお願いをした。しかし、恋華はまるで耳に入らないのか、ぴゅーと坂道をかけ上がって、塀で寝ていた猫の写真を撮る。

　大和は半眼になって諦あきらめた。

（この女が、日本の某有名アニメのファンだったの忘れてたわー。魔女が出るアレ、百回は見たって言ってたな。あと、あのモフ精霊のモデルはリスじゃなく、ミミズクだ）

　ちなみ大和は、巨大狼おおかみに育てられた姫を頑張って助けるお話が好きだ。

（しかし何な故ぜ、双そう条じようを明ミンに置いてきてまで俺の同行が許された？）

　今回、自分の同行が許されたことに大和は疑念を抱いていた。

（しかも明みよう星じようを待ちだしてまでだ。スイスを見て回りたい気持ちはあったが、こんなにもあっさり要望が通るとは）

　石畳の並び方と構造を頭に入れながら自分も坂道を上がる。

（明に恩を売る？　婆ばあさんに対する俺の悪感情を取り除くため……いや。あの婆さんにとっては喉のどに引っかかった魚の小骨ほどにもならない些さ事じだろ。じゃあ、なんだ）

　考えごとをしているうちに大和は恋華の隣まで来ていた。

「こちらの建物ってどうしてこう、女心をくすぐるのでしょうね！」

「ヨーロッパ地方の建築様式をそのままこっちでやった感じだな。大昔のスウェーデンの街並みにどことなく似てる」

「へー。陰帝インデイは物知りなんですね」

　隣で可か憐れんな笑顔が弾はじけるように咲いた。

《ヤマえもん、無駄に博学ぅ》

　そのとき、神かん無な木ぎ緑みどりの笑顔が大和の脳裏に想起される。

　二人の少女の笑い顔が一瞬ダブった。大和はまずいと思ってそっぽを向く。

　そんな大和の心中には気付かず、恋華は撮影を再開した。

　大和は自らを律している。恋華と緑を重ねて見ないようにしていた。それは独りよがりな想おもいの押しつけで、恋華の気持ちを踏みにじる行為だと……ちゃんと理解していた。

　大和は頭の熱を冷ましてから恋華の横顔を見る。

（考えてみればこの一年、心の安まる暇なんてなかったからな……こいつも俺も）

　大和は自分の目的のために恋華に近付いた。恋華はクーデターにあった前・国家元首の血を引く娘で、更にヘキサだったのだ。ヘキサの国を作りたい大和にとって、明恋華という女性のプロフィールは全すべての条件を兼ね備えていた。

（俺と年の変わらないお嬢さまが、寝ても覚めてもマリスやテロリストとドンパチ……改めて考えれば、異常過ぎる話だ）

　しかしその人柄を知ってしまうと、簡単に割りきれなくなった。良心という不純物が暴れるのだ。明恋華は利用するに易やすく、利用し続けるに良心の痛む少女だった。

　平たく言えば困った性格をしているのだ。お人よしで騙だまされ易い。でも心根は気高く、芯しんが強い─────大和に想定外があったとすれば、取り入る対象に自分が感情移入し過ぎてしまったこと。大和やまとはふとした瞬間、どうしても緑みどりと恋華レンフアを重ねてしまっていた。

（印の有る無しでどうしてこうも違う）

　自分の右手の甲──ヘキサの刻印──を辟へき易えきとした目で見る。

（神かん無な木ぎもこいつも……ヘキサでなければ、絶対にもっと違う人生があった。そう思わずにはいられない）

　遠くの方で恋華が能天気に手招きをする。

「陰帝インデイ[image: ][image: ]！　置いていっちゃいますよー！」

　大和は目を据わらせて歩き出す。小さな声で零こぼした。

「神無木の二の舞だけは……二度とごめんだ」

　大和と恋華は、このあとも穏やかな時間を過ごした。







　炎の海と化した夜の街に立つ、魔人の背中。

『これは二三年前、スイス本国が襲撃を受けたときの写真だ。わざわざインドネシアの島を買い取り、隠れて研究を進めたのも彼の襲撃に備えてのことだった』

　エイルンはアトメントの写真を凝視する。

「どうしてヘキサの味方をするジンが、ヘキサを救うための研究の邪魔を？」

『われわれにも分からない。サクラノツルギの行動には不可解な点も多く見受けられる』

　あのジンが意味のないことをするようには思えない。理由があると考えるべきだ。しかし同時にエイルンは思う。もし、完かん璧ぺき主義の彼がこの話を聞きつけたら──

（おそらく……今度は確実に潰つぶしにかかる）

『彼がこの研究の続行を聞きつけた場合、再び現れる可能性は高い。しかも今回はサクラノツルギという、国連軍と互角以上に渡り合える軍隊を引き連れてだ』

　バッシュは小さなため息をついた。

『いくら我が軍が精強といっても、突然、頭上から六個師団分の戦力が降ってきたら対処できるはずもない。それは先日の中国軍が身を以もつて、世界中に教えてくれた』

　バッシュの視線はエイルンへと向く。その視線こそ、スイス連邦の真意のように雷らい鳥ちようには感じ取れた。

『彼にとって数は脅威にならない。もし対抗できるとしたら同じ力を持つ、エイルンコードのネイバー。そしてＭＩ02目標のキングを倒し、あのジン＝ナガトと同じ力を持った、エイルン＝バザットくん……君だけだ』

　エイルンは思わず何かを言いかけた。でもすぐに口を噤つぐむ。

『私の方からは以上だ。あとの詳しい話は彼に引き継ぐ』

　バッシュの言葉と入れ替えで、痩そう身しんの科学者がドアを開けて入ってきた。

『ハンニバル・バーンズ。その研究所の最高責任者だ。バーンズ、ちゃんと猫はかぶれよ？』

「分かってるよバッシュ」

　痩そう身しんだが声は若々しい。鼈べつ甲こうの眼鏡をかけた五〇代の男性研究者だった。

　バッシュは『そうそう』と、エイルンにまた話しかける。今度の顔は連邦局の職員ではない。どこか友人に語りかけるような顔だった。

『見たよ。君が出ているというアニメ。君の世界では、本当にあの話で描かれていたような文明があるのかい？』

　エイルンは一瞬、バッシュの狙ねらいを計ろうとした。でもその顔を見て、疑いを持ったことを逆に恥じる。エイルンは朗らかに笑い返した。

「はい。私としては非常に不愉快ですが……アニメアレに描かれていた通りですね」

　それを聞いてバッシュは『そうか！』と笑った。

『あとでサインをもらえるかい？　すっかり君のファンになってしまったんだ。私は小さい頃、宇宙飛行士になりたかったんだが……宇宙を股にかけて旅をする君が羨うらやましくて仕方ないよ』

　それはこの会談で初めて見せたバッシュの笑顔だった。エイルンは微苦笑で返す。

「署名用のものでよろしければ。何枚でも」

　そんなエイルンの横顔を、蕩とろけるような視線で紫し貴きが見詰めていた。

　発情するように自分の小指を噛かんで。







　同時刻──秘匿研究施設・医務室。

「私、なにやってんだろ……」

　葵あおいは布団の中でおなかを抱える。自己嫌悪に浸っていた。

「せっかく南の島まできたのに。隊長の力になるつもりだったのに」

《アカツキの食事は旨うまいから仕方ない。しかし……一いちノの瀬せは大食漢だな》

　葵は「にゃあ！」と頭から布団を被かぶった。

「大食漢って、調べたら大食いって意味だったじゃん！　私のバカ！　遠慮しとけよぉ！　せめてドンブリ飯、三杯にしておくんだった！」

　涙目で葵は落ち込む。すると白人の中年女性が入ってきた。

「あら。先客がいると思ったら知らない顔ね」

　病院着から覗のぞく腕は細い。痩やせ気味の体型だ。緑色の瞳ひとみが印象的だった。葵は枕元に置いていた端末の翻訳装置をオンにする。

「オバサン、誰？」

「オバサンじゃないわ。マーサよ。おなかを抱えた大きな猫ちゃん」

　青い顔で起き上がった葵に、マーサは優しく微笑ほほえみかけた。







　バッシュとの通信が切れるや、バーンズ博士はいたく興奮していた。

「本当にお会いできて光栄です！　ライチョー・ヒムロ！　ムサシ・ユーキ！　実年齢よりずっと若く見える！　はー！　アジアのレジェンドがまさかこの島に！　私、いたく感動しております！」

　プロサッカーの観戦に初めて来た少年のようなはしゃぎぶりだった。

「長期受刑者や死刑囚のみで編成された、外道たちの戦騎装部隊ＢＳアーミー【暁あかつき】を引き連れ、明みよう星じようの征いくところに必ず現れた麗しの武器商！　死を売る女神！　知ってましたか!?　当時、イギリス軍ではあなたのブロマイドが高値で売買されてたんですよ!?」

「昔の話さ。ドクターハンニバル」

　雷らい鳥ちようは聞き流し半分で新しいタバコに火を点つける。

「そしてムサシ・ユーキ！　フランス軍サレンダーモンキーどもは米軍の狗いぬとバカにしていたがとんでもない！　あなたは私のヒーローだ！　新聞で明星が取り上げられるたびに私は胸を熱くしたものです！」

　武蔵むさしは思い出すように視線を上に向ける。

「ってーと、四〇年くらい前？　ドイツやイギリスなんかは持ち上げて、取り上げてくれてたみたいだからの」

「私の家族は内陸へ逃げてきた口ですがね？　欧州連合は連敗続き！　街が踏み荒らされていく中、あなたの登場は劇的だった！　少年の私は、すっかり虜とりこになってしまいましたよ！　新聞を切り取ってスクラップにまとめていた記事が今も残っています！」

　年不相応の様子にエイルンは驚きを隠せない。紫し貴きに小さな声で耳打ちした。

「塾長たちはそんなに有名だったのか？」

「二人がまだ若い頃の話ね。当時は今みたいに国防戦力にネイバーを配置したり、ヘキサの管理ができてなかったから。米軍はいろんなところにネイバーを持っていっては戦闘に介入していたの。塾長のウォープロダクターってあだなも、その頃についたものよ」

「アジア戦線を支えた、ネイバーフッドのプロトサンプル！　クイーン討伐数歴代一位、サムライブレイド！　ミュンヘン奪還もウェールズ攻略も、あなたがいなければ成し遂げられなかった！　あなたが証明してくれたんです、ムサシ・ユーキ」

　ハンニバルは武蔵の手を強く握る。武蔵は少し引き気味になった。しかし、すぐに思い直す。ハンニバルは目に涙をためていた。

「一人でも世界は変えられる……あなたが証明してくれたから私は今日までこれた」

　ハンニバルは「失礼」と、ハンカチで目元を拭ふいた。

「ヘキサを人に戻す……草木のない荒野を当てもなく彷徨さまようような道のりでした。しかし、賛同者が一人増え、二人増え……やがては国さえも私の研究に力を貸してくれるようになったのです。気が付けば三五年、長かったのか短かったのか」

（三五年間も、ひとつのことを）

　エイルンはその時の長さから、ハンニバルの想おもいの丈を測った。

「私にはどうしても叶かなえたい悲願があります」

　ハンニバルは座ったまま雷らい鳥ちようと武蔵むさしに頭を下げる。

「妻を人に戻し……もう一度だけ祖国の大地を踏ませてやりたいんです」







　マーサが薬棚に薬瓶を戻す。

「去年、白内障にかかっちゃってね。手術はしたんだけど左目が少し見えにくくなっちゃったのよ」

「へー」

　葵あおいはベッドの上で胡坐あぐらをかいている。腹痛の薬をもらってすっかり元気になっていた。

　マーサの右手の刻印を見た段階で、葵の警戒心は霧消していた。

「ハンニバルは私の目がこれ以上、悪くなる前にフランスに連れて行くって言ってるんだけど。別にもういいのにね」

「あれ？　オバサン、スイス人じゃないの？」

　マーサはベッドの端に座る。老眼鏡をかけると、紙媒体の調査票に横文字で何か、記入していく。葵は英語かなと思ったが、フランス語だった。

「生まれはフランスよ。フランスは今も昔もヘキサの扱いには厳しくて。私がヘキサになってすぐ家族でスイスに亡命したの。大きくなってからは小さな製薬会社に就職したわ。その薬の卸先の研究所に勤めていたのが夫のハンニバルよ」

　葵はビックリして身を乗り出した。

「え!?　スイスって、ヘキサでも普通に就職とか結婚できるの!?　結婚相手ってどんな人？　ヘキサ？」

「ノン。普通の人。彼は、そうね……会うたびに私の尻しりばかりを見てきたわ」

　マーサは面白がるように笑う。

（それ……うちにも似たようなのがいる）

　脳裏に浮かんだのはサムズアップした武蔵老だった。

「しかもジッと見るだけなの。触ったりとかはせず。今、思い返しても気持ちが悪かったわ。機嫌の悪いときなんかビンタしちゃったこともあったわね」

（いやでも、触らないだけあのタコ入道よりマシ？）

　脳裏でダブルピースした武蔵に、葵はイラついた。

「初めて会ってから二年くらいかしら。いつものように薬を届けて、いつものように帰ろうとしたら、突然大きな声でプロポーズされたの。もービックリ。世間話の一つもまともにしてこなかったのよ？　私たち」

　話を聞くに、葵はハンニバルに対して、そんなに悪い印象を抱かなかった。

「あ、でもそういうの、研究畑の人ならありそう。うちにも、何しでかすか分かんないヤツ、一人いるもん」

　浮かんだのは飛鳥あすかだ。飛鳥ならそういうことをしても違和感がないだろうと葵は思う。

「でも一生懸命な感じがしたの。それと浮気しなそう、って。あとは……私はフランスにいたからかしら？　ヘキサである自分に強い劣等感があったんだと思うわ。だから余計に嬉うれしく感じたんじゃないかしら」

「……うん。分かるなソレ。相手、普通の人でしょ？　絶対嬉しい」

　自分が同じ立場なら、ほだされてしまうかもしれない。葵あおいはそう思った。

　それだけにヘキサが持つコンプレックスというのは根が深く、強いものだ。

「子供には恵まれなかったし、皺しわもいっぱい増えちゃったけど……うん、幸せなのかしらね。今は」

　老眼鏡を取ってマーサは笑う。それは綺き麗れいに年を重ねた大人の微笑だった。







　ネイバー輸送艦アリヤケ──ネイバー第一出撃ハンガー。

　作業卓の前で飛鳥あすかが珍しく仕事をする。モノクル顕微鏡を付けて何かを作っていた。

「ごめんねーセレンっち。塾長がこれ付けとけってうるさかったからさー」

「大丈夫」

　隣の椅い子すにはセレンが座っている。横を向けばデストブルムの魔女帽子があった。

　ここはアリヤケにおけるデストブルムの格納庫だ。デストブルムの胸部を鋼鉄のハンガーが囲って固定している。壁際に作業台が置かれ、そこに二人がいた。

　二〇メートル下にある、空あいたスペースではたくさんのケーブルに繋つながれた一機の戦せん騎き装そうがあった。日向ひなたのグラン二号である。グラン二号からは日向の嘆きが聞こえてくる。

『うえーん。私も観光いきたかったよー』

　作業台に置いてあったマイクを飛鳥が取る。

『日向っちは黙々とやる！　まだサイトの調整が終わってないんだから！　早撃ちのとき照準がブレるってケチつけてきたの日向っちだからね！』

　飛鳥の声がスピーカーを通してハンガー内に響いた。

「ったく。よっし、こんなもんか。そのアザラシ貸して。で、こっちはデストンに」

　飛鳥はセレンからぬいぐるみを受け取る。代わりに直径三〇センチ大の『巨大鈴』をセレンに渡した。

「？　クロ」

　セレンは鈴を高々と持ち上げる。するとデストブルムがハンガーの隙すき間まから触手を伸ばしてくる。鈴をセレンから受けとった。

「接触盤に電磁磁石が着いてるからどこにでも貼はり付くよん。でも暴れて落とさないところがいいね」

　飛鳥の注釈にセレンは閃ひらめく。その閃きを受信したデストブルムは、鈴を魔女帽子の内側──自機の首元──につけた。セレンは手すりまでいき、デストブルムを見る。

「クロ可愛かわいい」

「セレンっち。アザラシありがと」

　飛鳥あすかがぬいぐるみを返す。それを見てセレンに衝撃が走った。

「か、カッコイイ！」

　白いアザラシのぬいぐるみには一角獣のような角のオブジェが付けられていた。

　飛鳥はデストブルムを見上げる。

「デストンの脳波の受信距離って八キロが限界なの。デストンはこのままアリヤケに置いていくから、むこうで何かあったとき呼べないじゃん？」

「お[image: ][image: ]」

　セレンはぬいぐるみに目を輝かせる。抱っこするとぬいぐるみの頭に大きすぎる乳房が乗った。飛鳥はその様子を見て、デケェなと思う。

「それ、持ってれば、最大一〇〇キロ圏内ならデストンと交信ができるよん」

　セレンはぬいぐるみを片手で高々と持ち上げた。

「デュワ!!」

　ぬいぐるみの角がおもちゃの光線銃みたいに光る。デストブルムのアイカメラもパールに光った。飛鳥の背筋に悪寒が走る。

　デストブルムがハンガーをブチ壊して、マシンアームを展開した。固定ハンガーの一本が倒壊し、下の方で日向ひなたが『キャ──っ！』と悲鳴を上げる。

「セレンっちストップ！　ここで試しても意味ない！」

　飛鳥は抱きついてセレンを制止した。セレンは「どーどー」とデストブルムを鎮める。

　飛鳥は顎あごの冷や汗を拭ぬぐった。

「ふー、死ぬかと思ったぜ」

　こうしてセレンは、アリヤケから離れてもデストブルムを呼べるようになった。







　同日・一九時──スイス領孤島・秘匿研究施設。

　集合時間になり、他の隊員たちも続々と入所していた。

　外見は、ドーム状の屋根をした白い建物。ハイテク設備を盛り込んだ医療施設……というよりも、養老院となっていた。しかし、それはカムフラージュにすぎない。

　研究施設は、病院の地下六〇メートルに建造されていた。

　会議室の一室にエイルンコードが集合する。現在、明ミンにいる茜あかね・水す久く那なとも映像通信が繋つながっていた。

　ホワイトボードの前でエイルンが話をしている。他の隊員たちが対面上に座り、話を傍聴していた。エイルンが話し終えると隊員たちは言葉を失う。

「本当、なのか？　それは」

　大和やまとが声を震わせてエイルンに聞き返す。隣では恋華レンフアが唇を震わせていた。日向や葵あおいは未いまだに信じられないといった顔だ。

「じゃ、てーと、何？　刻印が消えるってってことは──」

「俺たち……人間に戻れるのか？」

　山やま武たけが顔を引きつらせて大だい地ちに聞く。大地は自分の刻印を見ながら唖あ然ぜんとしていた。

　紫し貴きがパンと手を叩たたく。

「早とちりしないで。今はまだ可能性の話よ。心に保険はかけておくように」

　紫貴が皆に言った言葉は、そのまま自分に向けた言葉でもあった。

「だがハンニバル所長は、可能性は極めて高いと仰おつしやってくれた。治療法が確立したら、エイルンコードのヘキサは一番に治療が受けられるようにすると約束もしてくれた。君たちは晴れて人間に戻れるんだ」

　エイルンが力強く言う。するとオルソンが急に泣き出した……やがて、他にも泣き出すものが出てくる────

　ここにいるものは全員、ヘキサになったことで人生を狂わされてしまった。マリスと闘うことを義務付けられてしまった子供たちだ。

　ヘキサを迫害する社会世相が、彼らを追い詰めたのは言うまでもない。将来への不安。ヘキサであることへのコンプレックス。マリスに狙ねらわれる恐怖──

　普通ではないことに、どれほどこの子たちは苦しんできたのだろう。

　エイルンは心中で彼らの苦しみの丈を察した。

　そんなエイルンと同じく雷らい鳥ちようもまた、子供たちを眺めていた。それは愛いとおしい娘や孫を見るような親の顔だ。しかし雷鳥は、再び司令官の顔になる。

「だが、依頼を受ければ大きなリスクも背負うことになるよ」

「ジン、ナガト」

　恐怖を滲にじませて月げつ下かが呟つぶやく。大地も固唾かたずを呑のんだ。

「あのグラサンとことを構えることになる……か」

　ここにいるものは全員、ドール・ワルツ・レクイエムを視聴している。

　目の前のエイルンに、劇中のアニメそのままの力を見せつけられてきたのだ。主人公のジン＝ナガトもアニメ通りの力を持っているのは想像に難くない。

　またつい最近も、中国最大の保管領をサクラノツルギは簡単に陥落させて見せたのだ。

「あの黒い奴やつだけでなく、ネイバー軍団もか」

　山武が沈んだ声を漏らす。その言葉に無言で同意する者は何人もいた。

「やろうと思えば宇宙を支配できるような化物なんだろ……そんなのに勝てんのかい？」

　月下は腕を組んでエイルンに聞いた。対してエイルンは沈黙で応こたえる。月下の質問が聞こえなかったかのように、作戦の詳細を説明した。

「滞在期間は二週間。俺たちの到着が遅れたこともあり、予定よりも期間が短くなったそうだ。滞在中、外敵を認めた場合はスイス軍と共闘し、それを撃退する」

　話し始めたエイルンに、月下はそれ以上言及しなかった。

「実験が成功した場合、ここのプロジェクトチームだけを連れ、明ミンへと護送する。到着後は彼らの身柄を匿かくまってもらいたいという話です。どうでしょうか、明ミン代表」

「ぐす、大丈夫です。こちらとしては、断る理由がありません。いいですよね？　陰帝インデイ」

　大和やまとは首肯して見せる。

「この実験が成功すれば世界中のヘキサを救う道が開ける。反面、ヘキサとの共存を望まないものが躍起になって俺たちを邪魔してくるだろう。話がこじれた場合、俺たちはマリスだけでなく国家とも敵対することになる」

　この場にいる全員に寒気が走る。

　マリスが蔓延はびこる今の世界情勢において、ヘキサの存在は多くの人々の生死に直結する。それによって不利益を被るものがエイルンコードを『悪』と断じるのは当然の話だった。

「下手すりゃ軍が出張ってくる、ヤバい山ってわけか」

「アメリカあたりが聞いたら絶対に許さないでしょうからね」

　月げつ下かが零こぼし、大だい地ちが相あい槌づちを打つ。エイルンは厳しい声音で再び全員に問う。

「スイスに力を貸すとはそういうことだ。ここで皆に確認しておく……君たちにそれだけの覚悟はあるか？」

　エイルンの質問は『世界と敵対する覚悟』があるかという話だった。

　でも、すぐに「やる」と言うものが出た。紫し貴きは驚いて彼女を見る。

「セレン」

「……今までと同じ。私たちずっと命がけだった。楽なんて一つもない」

　セレンはライトブルーの瞳ひとみに強い光を乗せ、エイルンを正視した。

「だから……私やる。絶対負けない」

　エイルンはセレンに対し、本当に強くなったなと思った。セレンに賛同するかのように葵あおいもまた獰どう猛もうな笑いを浮かべる。

「私も賛成。これまでたらふく泥水すすってきたんだ。今更、幸せがタダで手に入るなんて思えない……いいよ隊長。私、誰とだって戦うよ」

　天井を見上げ、黙考していた月下もやがて決断を下す。

「虎こ穴けつに入らずんばってやつか。いいよ。私も乗った」

「えー。これもう泣き言、言ったらダメな流れじゃーん」と、山やま武たけ。

「何言ってるよ山武！　来たらみんなぶっ殺してやればいいよ！」

　オルソンがいきり立って立ち上がる。隣では大地が腕を組んでいた。

「どんな決定でも自分ら、総隊長の旗で戦うって決めてますから」

　一方、少し挙動不審気味になっていたのは日向ひなただ。

「わ、私は主人と話し合ってから考えたいなーって。さすがに今回のは話のスケールが大きすぎますので」

『おー。俺は別にいいぞー』

　するとエイルンの右側に新しい光学画面が浮かぶ。糸目の整備部長、橘たちばな柔じゆう呉ごが映った。

「あなた!?」

『ヘキサじゃなくなったら本土に行けるようになるんだべ？　北陸の旅館とか横浜の中華街とか行ってみてぇし。いーじゃん。新婚旅行の選択肢が増えると思えば』

「もう、簡単に言って……はい、分かりました。旦那さまの言うことには従っておきます」

　日向ひなたは諦あきらめ半分といった表情で肩を落とす。次に映像通信の水す久く那なが言った。

『僕も大丈夫です。この話を受けなくとも、エイルンコードがこの先、戦いの火中に巻き込まれていくのは変わらないと思いますので』

　画面の中で水久那が宿儺すくなと入れ替わる。

『どのみち、ＭＩ01目標がまだ残ってんだ。キングを倒しにいくことに比べれば可愛かわいいもんだ。だろ？　隊長』

　エイルンは強したたかな笑みを浮かべ「そうだな」と返す。それから振り返り、皆の顔を見た。エイルンは彼らの真剣さ、覚悟を肌で感じ取る。最後は大和やまとに聞いた。

「七なな扇おうぎ。君の意見を聞きたい」

　大和はドクンと心臓が跳ねたのが分かった。逸はやる鼓動を押さえるように胸元を掴つかむ。

「……今日、この国を回って思ったことがある」

　異国の地で食べ歩きをした。いいなと思った服や土産物を両手に下げて。

　そのどれもが、ヘキサになってから初めての経験だった。

　そして……どれもが今生において、もう出来ないと諦めていたことだった。

「生前、神かん無な木ぎが豪語していた『ヘキサが安心して暮らせる世界』、その一つの完成形がこの国だと俺は思った。アイツが夢を語るたび、現実を見ろって言いたかった奴やつは多かったと思う。バカだなって聞き流してたヤツもいるだろう」

　大和は内心で止やめろと自分に言う。こんな恥ずかしいことを言うなと。しかし、思いに反して口は勝手に動いてしまう。

「でもそれは夢でも幻でもなく……実現可能性を孕はらんだビジョンだったと今なら言える」

　大和は膝ひざの上で拳こぶしを握る。強い眼まな差ざしでエイルンに応こたえた。

「だから証明したい。あの女の夢が妄想じゃなかったと。あいつの死は決して無駄なものではなかったと」

　大和は目頭の奥が熱くなるのを感じた。こんなに恥ずかしいことを言って、明日、絶対に自分は後悔するだろう。

「アイツの差し出した命が、俺たちを今日まで導いた。ならば俺は……成し遂げることで、アイツの無念を晴らしてやりたい」

　図らずとも葵あおいが、月げつ下かが、日向が、紫し貴きが、水久那が──規格外十番テンナンバーたちの胸に、真っ赤な熱の棒が差し込まれる。言葉にせずとも皆、想おもいは同じだった。

「たとえここにいる奴らが全員反対したとしても……俺はやるぞ」

　大和は力強く宣言する。そんな大和の隣で、恋華レンフアはどこか寂しそうな顔で俯うつむく。

　神無木緑みどりという故人がいたことは、大和の口から聞いていた。そして詳しい話を旅の道中で紫貴に教えてもらったのだ。彼女がどういう人物で、どのように亡くなったか。

　そして今の口ぶりから……大和やまとが緑みどりをどう想おもっていたか、恋華レンフアは気付いてしまう。

　一方で、話を聞いていたエイルンは「分かった」と頷うなずく。方針をまとめようとすると、

『待ってください！』

　一人だけ、この場で異を唱えるものがいた。

『私は……私は反対です！　どうか考え直してください、エイルンさん』

「陽ひ葉よう？」

　妖精の三フエアリー・スリー・陽葉茜あかねはこの話に乗り気ではなかった。

『ジン＝ナガトが邪魔してくる理由……考えられるとしたらヘキサの減少による、マリス戦の変移でしょう。対マリス戦術のためのヘキサ、ネイバー運用のためのネイバーフッドの確保に支障が出てくるからだと思います』

　茜は『けど』と言葉を溜ためる。

『いま国連軍に敵認定をされるのはマズイです。いくらエイルンコードが強くなったとはいえ、国連軍が束になってかかってきたら勝ち目はありません。それにおかしくないですか？』

　茜は思案顔になった。

『いくら国連が内部混乱を招いているとしても、そんな大それた研究が最終段階に入ったのなら……スイスの動向を察知していないというのは出来過ぎに思います』

　エイルンだけでなく、何人もが眉まゆを曇らせる。

『たしかに今、国連は軍の編成に追われています。サクラノツルギを迅速に鎮圧・殲せん滅めつするために。もし仮にその研究が成功したとしますよ？　そうすると参加国はヘキサ＝敵という概念を共有できなくなっちゃいます。今、加盟国間を辛うじてつなぎ止めているのはヘキサへの恐怖感情だけなんですから。理事会内の戦争推進派がこの事態を黙って見過ごすはずがありません』

　茜は固唾かたずを呑のむ。頭の中で何かを確認するように一人で何度も頷いた。

『私が仮に敵性国家の司令官なら、エイルンコードが到着する前にその島を吹き飛ばしていました』

　エイルンも確かにと思ってしまう。話の筋は通っていた。

『でもそれがない。今の段階で何もしてこないのが、逆に不気味なんです』

　しかし、そんな茜に意見をしたのは意外にも飛鳥あすかだった。

「ん[image: ][image: ]。茜っち、ちょっと考えすぎじゃね？」

　飛鳥はハンニバルの研究レポートを読みながら手を上げる。

「こういう情報戦ってイタチごっこみたいなところあるからにー。察知しているにしても全部が漏れてるとも思えないかな。ブラフの情報も海のように流れているはずだし。スイス連邦もそりゃ命がけっしょ？　下手すりゃ国が吹き飛ぶ事案なんだから」

『それは……』

　飛鳥の意見に茜は言葉を失う。飛鳥の意見もまた、事実だった。

　自然と沈黙が訪れる。意見は出で揃そろい、全員の視線はエイルンへと集まった。

　エイルンは黙考する。やがて意を決したように面を上げた。

「俺は……君たちを一日も早く、ヘキサの呪縛から解き放はなってやりたい」

　エイルンは振り返り、映像通信の茜あかねに笑いかけた。

「何かあったときは俺も全力で対処する。だから力を貸してもらえないだろうか？　陽ひ葉よう」

　一方、茜は何かを言いかけてぐっと言葉を飲み込む。不安を拭ぬぐえないまま苦笑で返した。

『……もう。ずるい聞き方するんですから』

　茜は画面の向こうで下を向く。『分かりました』と最後は同意した。

　エイルンは全員に向き直る。声を張り上げて決定を下す。

「現時点を以もつてエイルンコードはスイス連邦の依頼を受諾するものとする！」

　大だい地ちたちを筆頭に、全員が気合を入れ直す。

「この作戦が成功すれば世界中のヘキサを救う未来が開けるだろう！　だが、ここで誰かのためにやれとは言わない！　自分たちの未来のために……絶対になし遂げろ！」

「「「「「ハイ!!」」」」」

　こうしてエイルンコードとスイス連邦の共同作戦が始動する。ここで事実だけを見たとしたら……世界中の人々にとって、殊更に不運だったのは──




　ジン＝ナガトがまだ、この事態に気付いていなかったことにある。






Ⅳ　平穏と目標









　翌日・八時半──国立養老院・病理棟。

　ここは地上にある研究所の表の顔、養老院の多目的トイレだ。

　白づくめの三人組が清掃に勤いそしむ。大地・オルソン・山やま武たけの三人だ。マスクにゴム手袋と重装備である。便器を磨きながら山武は愚痴を零こぼす。

「……俺、昨日の晩、スゲーいろいろ考えたのよ？　覚悟とか、今後のこととか。人間に戻れたら何しよーとか。で、今朝めっちゃ気合入れて早起きしたわけ」

「おう。なんか四時半くらいに起きてランニング行ってたね」

　アルコールスプレーを洗面台にかけながらオルソン。

「黙ってやれ」

　大地隊長は汗が出るほど強くモップを掛けていた。床にあった染みが気になるのだ。

「ねぇ！　これ、ただのトイレ掃除じゃん！　俺たちスター小隊だよ!?　ミリオタ掲示板じゃ今、【音速の死神部隊】とか騒がれてる、スーパーエース三人組だよ!?」

「潜伏任務の一環ね。文句言わないよ。臭っ！」

　オルソンがポリバケツを逆さにすると、汚物を包んだ紙オムツが出てきた。

「風神もここの地下に移したことだし。こうやって職員に紛れていれば、いざというときいつでも飛び出せるだろ」

　大だい地ちは染みに酸性洗剤を撒まく。今度はタワシで落とせないか試してみた。隊長が黙々とやる以上、山やま武たけもやらないわけにはいかない。便器磨きを再開した。

　しばらく掃除をしているとオルソンが話題を振る。

「ねぇ、知ってる？　本土の高校って近くの職場に混ぜてもらって、一緒に働ける授業があるんだって。これ、それみたいで、なんか楽しいよ」

　山武が便器ブラシでオルソンを指した。

「あ、知ってる。職場体験ってやつだろ？　俺、聞いたんだけど安全な学校じゃ、修学旅行っていうのがあるんだって。学年単位で京都に旅行、行けるの。俺、都内住みだったから、その話聞いたときはめっちゃ羨うらやましがったの覚えてるわー」

　三人はヘキサになる前の頃の話をする。片や大地は再びモップを手に取った。

「中坊の頃、何考えてたっけ……。受験だりーから公立のバカ高入るつもりだったな。それで、時期が来たら女つくって。あと両親と反りが合わなかったから、とにかく家を出たたかったのは覚えてる。近所に塗装の会社があったから、そこで雇ってくんねーかな、とか……多分、そんくらいしか考えてなかったか」

　大地は汗を流す。今度こそ黒い染みを落とそうとした。

「それがヘキサになって。第弐富士に連れてこられて、おまえらとつるみ出して。銃担いで、月げつ下かさんに憧れて戦せん騎き装そうのって、マリスに尻しりを追い回されて」

　ゴシゴシとモップが床を擦こすっていく。黒い染みが段々落ちてきた。

「世界中も回ったよ。知らない国の連中に後ろから撃たれたし。昨日、一緒にご飯食べてた友達が……次の日に死んだこともあったね」

「ポパイみたいな軍人どもにタコ殴りにされたこともあったなー。去年のアレは、一生忘れられねーよ。みんなで残飯くって、三人で土下座して包帯や薬を恵んでもらったやつ。ホント……塾長や総隊長が来てくれなかったら、今頃、俺らどうなってたんだろ」

　オルソンがしみじみ言うと、山武も思い出すように零こぼす。山武はグスと鼻をすすった。

「なんだよ……やってみれば楽しいじゃんか、トイレ掃除っ」

　山武が泣くのを堪こらえていると、大地は黙ってその背中を叩たたいた。床にあった黒い染みは綺き麗れいに消えていた。







　同日・同時刻──国立養老院・託児所。

　そこには施設着に着替えた月下と日向ひなたの姿があった。ここは職員たちの託児所である。二人は臨時職員という体で朝から勤務していた。

　ベビーベッドが幾つも並んでいる。赤ん坊の一人が大声で泣いていた。

「あらあらあら！　どうしましょ!?　どうしましょ!?　オムツかな？　それともお腹なかがすいたのかなー？」

　全自動車イスに乗って日向ひなたが右往左往する。

　ほ乳瓶を取りに行ったり、紙おむつを取りに行ったりで大忙しだ。他の職員たちはそれを見て笑ってる。日向は泣いている赤ん坊の紙オムツを取った。

「あ、分かりました！　濡ぬれて気持ち悪かったんでちゅねー。すぐに取り替えてあげまちゅ……！」

　喋しやべっている途中、日向は顔におしっこをかけられる。

　日向のいるベビールームの外には、この施設の内庭が広がっていた。

　外にはエプロン姿の月げつ下かがいた。幼稚園くらいの子供二人に手を引かれている。

「月下先生のこの手、カッコイイ！」

「アイア●マンみたい！」

　月下は「あん？」と、自分の左手の義手を持ち上げる。

（ガキにゃ、そういう風に映るもんなんかね）

　機械音を鳴らして義手の指を開け閉めする。気持ちとしては複雑だ。

　右手で頭をかこうとしたが、ふとヘキサの刻印が目に入る。

「どうせ無くなるんだったら、右腕が良かったなって思ったこともあったっけ」

　月下がそう言いながら右手の甲を見る。

　するとヘキサではない、二人の子供が「「えー！」」と驚いた。

「ヘキサ、かっこいいのにもったいないよー！」
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「お兄ちゃん、いつも僕にマークをみせて自慢してくるんだよ？」

　月げつ下かは片目で何度も瞬まばたきする。それからクスっと微笑を零こぼした。

「へー。そうなのかい、っと」

　月下は二人を両肩に乗せた。子供たちは大はしゃぎだ。気を良くした月下はそのまま内庭を散歩し始める。子供たちは月下の刻印を見て言う。

「いーなー。僕もヘキサになりたいなー」

「月下先生しってる？　ヘキサになると、いろいろなとくしゅのうりょくに目覚めるんだって。うちのお兄ちゃん、こーんな大きな鉄の重りを持ち上げちゃうよ！」

「へー。そりゃ知らなかった」

　月下は、案外こういう仕事も悪くないと思った。唐突に、これが自分の子供だったらどんな気持ちになるんだろう。フワっと、そんなことを考えたりもした。

「ヘキサになって羨うらやましいなんて言われたの、生まれて初めてだよ。とりあえず礼はしないとね」

　月下は二人のほっぺたにチュ、チュ、とキスをした。

「……俺、大きくなったら月下先生と結婚してやるよ」

「あ、ずるい！　じゃ、僕、愛人！」

　月下は一瞬固まる。笑いながら二人の腹をくすぐった。

「この、マセガキ！」

　こうして日向ひなたと月下は、一日保母さんとして仕事に精を出した。







　同日・同時刻──秘匿研究施設・ブリーフィングルーム。

　研究所ではハンニバル博士の説明が行われていた。

　話を聞くのはエイルンコードからは紫し貴き、明ミンからは大和やまと・恋華レンフアの二人が出席していた。

　授業形式で、研究についての概要をハンニバルが話す。

「ヘキサが危険と認知され始めた頃、多くの国家で国内に発生したヘキサを探しだす動きが活発化しました。非人道的なマンハントが行われたのも少なくないですし、一部の地域では今でもヘキサの通報に賞金をかけたりしています」

　ハンニバルが説明をしながら、光学画面の映像を切り替える。それを見た恋華は思わず目を逸そらした。

　映されたのは、右手首を切り落としたヘキサの写真だった。

「まだヘキサについての知識が乏しかった頃、自ら手首を切り落とすヘキサが後を絶ちませんでした。英語圏でいう右腕落としライトカツトや片腕ワンハンドと呼ばれたヘキサたちです。でも、これがなんの解決にもならないということが浸透するまで、実に一〇年以上かかってしまったんですね」

　映像がまた変わった。今度はヘキサの切り落とした右手首の拡大画像だ。

　切り落とされた右手首に、新たな刻印が発生していた。

「このように、肉体部位を切除しても刻印は再発してしまう。外科手術で皮膜部分を切り取っても同じです。これは本当にあった話ですが、刻印が発生する都度、腕を切り落とし続け、最後は右肩まで刻印が登ってきたという例も実在します。その彼は腕を八回、輪切りにしてもヘキサという運命から逃れられなかったということだね」

「有名な話ですね」

「そ、そうなんですか？　私、初めて聞きました」

　博士の話に紫し貴きが同意する。一方の恋華レンフアは初耳だった。

「君らはネイバーの秘密を聞かされているようだから話すけど……たしかにヘキサの刻印はネイバーが特定の人物を選定して付けたものだ」

　紫貴と大和やまとは固唾かたずをのむ。ハンニバルはネイバーの最高機密を聞かされているようだった。また恋華も、ネイバーの秘密については大和から聞いていた。

「この選定基準は僕の専門外だから省くけど、この刻印をタトゥーの類たぐいと考えているものは非常に多い」

　ハンニバルが画像の刻印を指示棒で指す。

「ネイバーは刻印を植え付けているんじゃない。刻印が発症するように『人体メカニズム』を書き換えているんだ。僕たちは自分の意思で爪や髪が伸びるのを止められないだろう？　それと同じなんだ。手首を切り落としてもまた刻印が現れる理由がそれさ」

　三人の生徒がなるほどと頷うなずく。

　対するハンニバルは、子供たちの反応が嬉うれしかったのか弁に熱を込める。

　また画像が切り替わった。今度は人型のシルエットの写真が光学画面に映り込んだ。

　右手にあるヘキサの刻印から、青い線が全身を循環している絵だった。

「刻印はこのように、毎秒一ミクロン単位の特殊な微粒子を体内に分泌し続けているんだ。分泌された微粒子は血液に乗って体内を循環する。体内を一周した微粒子は血液中のヘモグロビンと合体し、この合体が起こると、体外へ吐き出される二酸化炭素の中に、これまた目に見えない『胞子菌』を紛れさせるようになるんだ」

　それを聞いて、紫貴と大和が勢いよく面を上げた。恋華だけは置いてけぼりだ。

　恋華は「え？　え？」と左右の二人を見る。

「そういうことだったのね」

「ハンニバル所長。もしかしてその胞子菌というのは」

「君たちは頭が良いんだね。そう。今、巷ちまたを騒がしているトゥーレイト、その発生原因となっているマリスの胞子菌……それと全く同じものだったんだ」

　トゥーレイト──二〇七一年に世界中で確認された、マリス化した人間のことだ。

　原因は、マリスの毛穴から常時、放出される『胞子菌』とされている。

　胞子菌は『適合する人間』の人体に潜伏し、一定期間を経ると一気に人体宿り木を浸食する。

　国際連合ＵＮは、このマリス化した人間を【手遅れトウーレイト】と呼称──

　現在は第一級災害に指定し、加盟国全体に殺害処分を呼び掛けている。

「マリスにとって、ヘキサの吐く息は強烈なフェロモン効果があるというのが僕の仮説だ。そしてこれが君たちヘキサの『被虐体質』の正体でもある」

　紫し貴きと大和やまとは大きく頷うなずいて見せた。紫貴は表情を曇らせる。

「じゃあ、ヘキサの被虐体質を止めるにはネイバーに書き換えられた人体構造を元に戻すしかない……でもそんなこと、本当にできるんですか？」

「いい着眼点だね！　シキ！　それで私が見つけたのはコレだ！」

　ハンニバルは光学映像を消す。火が付いたように、凄すごい勢いでホワイトボードに化学式を書き出した。

「この胞子菌は、刻印の微粒子がヘモグロビンと合体しない限り生まれない！　ならば血液中での微粒子の活動を止めてしまえば胞子菌の外放出を防げる！　まず投薬で血液中の微粒子の活性化を止め──」

　紫貴と大和は真剣な顔で傾聴する。一方、ハンニバルの説明が専門用語だらけになると、恋華レンフアはいよいよ置いてけぼりになった。隣の大和に小声で質問する。

「陰帝インデイ、陰帝、つまりどういうことですか？　あの人、言ってることが難しくて」

　大和はマジかコイツ？　とでも言いたげな顔になった。

「おま……あの男、めちゃくちゃ説明うまいぞ？　あれで理解できないとか本当に人類か？」

「ひどい！」

「もう少しその胸の栄養、頭に回して生きてくれよ五〇〇円あげるから」

　大和は憐れん憫びんの視線を向け恋華に言う。恋華は胸を隠して抗議した。

「む！　むむ！　胸は関係ないじゃないですか！　陰帝のえっち！　バカ！　へんたい！」

　紫貴は「ラブコメかよ」と、面白くなさそうに鼻を鳴らした。







　二日後・一一時──スイス領孤島・市街地。

　本日はエイルン・セレン・葵あおいに休暇が与えられていた。

　三人が紙袋を抱いて坂道を下りていく。ヨーロッパ調の街並みが広がっているが、葵とセレンはとくに感動する素振りをみせない。

「マーサおばさん、子供いないからか、私たちのこと娘みたいに良くしてくれるんです。自分でも餌付けされてるなーって。昨日なんて、仕事終わったら私たちに服買ってくれて！　こーんな胸元はだけたの！　日本じゃ絶対に着れないやつ！　ね！　セレン！」

「マーサ、とっても優しい」

「そうか。嬉うれしいな、それは」

　話を聞きながらエイルンは二人の後を付いていく。ハンニバルの妻・マーサと葵は、すっかり打ち解けたようだった。また今晩、エイルンコードをホームパーティに呼んでくれたのだ。そこで三人は、材料の買い出しに市街地まで足を延ばしていた。

「わたし小さい頃、両親をマリスに殺されてるから。なんか、こう、お母さんって……いたら、あんな感じなのかな？　ってさ。へへ」

　葵あおいの言葉にエイルンは軽い衝撃を受ける。エイルンも情報としては知っていた。

　トリトン号事件──豪華客船がマリスと遭遇し、乗客が喰くい殺されたという大事件だ。

　その惨劇を誘引したと言われているのが、当時八歳の葵だった。その日、葵にヘキサが発症し……葵の家族はマリスに喰い殺されてしまったのだ。

　エイルンはすぐに笑みを作る。

「もしも実験が成功すればハンニバル所長は明ミンに渡る。そうなればマーサさんも一緒に行くことになるんじゃないか」

「え？　ホント!?」

　葵とセレンが振り返ってエイルンの顔を覗のぞき込こむ。エイルンは「ああ」と応こたえた。

「そか……はは。セレン、あっち！　なんか岩みたいなチーズある！」

「おみやげ。チーズマスター、マーサ」

　ショーウィンドウにあった円形チーズに向けて二人が走り出す。エイルンは彼女たちの後ろ姿を少し寂しそうな目で追った。

「親の温ぬくもりも知らず、迫害され……戦場に立たねば今日を生きられない」

　エイルンは辟へき易えきする。

「なんて酷ひどい話だ」

「ああ。本当に酷い話だ」

　突然の日本語による相あい槌づちだった。エイルンは「おわ！」と驚く。

「あなたは、たしか」

　エイルンはその人物を見て声を失う。隣に立っていたのは元総理大臣の濱はま田だ優ゆうだった。

「お久しぶりだね、エイルン＝バザットくん。その節は本当に迷惑をかけた」

　濱田元総理は茶ちや目めっ気けを出して笑う。以前に見たときよりも恰かつ幅ぷくがよくなっていた。アロハシャツにハーフズボンと、観光に来た日本人中年にしか見えない。

「少し話でもどうかな？　奢おごらせてもらうよ」

　そう言って濱田は近くの喫茶店を指した。エイルンは少し考え、遠くのセレンたちに声をかける。

「セレンー！　一いちノの瀬せー！　すこし買い物をしててくれ。あとで連絡をいれるー！」

「分かったー！」

　葵が大きく手を振ってこたえる。エイルンは思わぬ人物とお茶をすることになった。

　店内は賑にぎわっていた。木製の丸テーブルに案内された二人はコーヒーを二つ注文する。

「君との一件……セブンス・リベリオンから私も悪い人たちに嵌はめられてね。すぐに総理職を辞任することになった。それからは田舎に帰って早い隠居を決めこんでいたんだ」

　エイルンもそのことについては聞かされていた。濱田内閣の不祥事が何者かによって暴露されたのだ。その後、深ふか川がわ正まさ臣おみに総理の席は渡った。

「ナスやトマトを栽培していたときに声をかけてくれたのが氷ひ室むろさんさ」

「塾長が？」

「ああ。海の上で料理を作らないかって。料理はもともとずっと趣味でやってたんだがね。あの人が来たとき、簡単なものを作ったらもうべた褒めで……本当に人を乗せるのが上手な人ですよ。趣味が高じて今では軍艦食堂の料理長だ」

「では……総理がアカツキの料理を」

　エイルンは驚きつつも、すぐに席から立つ。改めて総理に御お辞じ儀ぎをした。

「その節は本当にご迷惑をおかけしました」

　濱はま田だ元総理は少し驚く。バツが悪そうに苦笑した。

「私が謝るはずが、これじゃまるで逆じゃないか。かけてくれたまえよ」

　元総理が両肘ひじをテーブルにつけて笑いかける。エイルンは恐縮した様子で対面に座り直した。すると二人の前にコーヒーカップが運ばれてくる。

「しかし、話してて思う。やっぱり君は不思議な子だね」

「え？」

「今まで話してきた誰とも違う……異国の風、とでもいうのかな？　人を包み込んでしまうような温かさもそう。年不相応な立ち振る舞い。でも、ふと垣かい間ま見みえる少年の青さ……君は、私とは違う世界で、全く違う人生を歩いてきた。そういう風に思っちゃうんだ」

「そんな、自分など」

　エイルンは俯うつむく。そして思わず……本音が零こぼれた。

「俺よりも凄すごいヤツなんて、いくらでもいます」

　エイルンが思い出したのはジン＝ナガトだ。

　ドール・ワルツ・レクイエムで描かれていた通り、エイルン＝バザットは究極、彼の引き立て役のような存在であった。エイルン自身、どこかでその自覚は持ってしまっていたし、だからこそ彼に劣等感を抱いてしまう。

　総理はそんなエイルンの顔を眺める。やさしく諭すように言った。

「……人の持つ概念は、必ず言葉や仕草に影響を与える」

　エイルンは呼ばれるように面を上げる。濱田は外のテーブルでエイルンを待っているセレンたちに視線を向けた。

「この世界の悲しい常識を知らない君だからこそ、彼女たちもまた、今日まで君を信じてついてきてくれた。私はそう思うよ。食堂でも君の部下が君の話をしてるのをよく耳にするけど、本当に感心させられる」

「そうなのですか？」

「人と人が出会えばイヤでも繋つながりができてしまう。不思議なもので、だいたい自分が、相手に抱いてるような感情を、相手もまた自分に抱いているものだ。君の長所は、相手の良いところを見つけようするところかな。そして相手を大事にするだろ？　だから他の人も君のことを大事にしてくれる……単純な理屈だが、やるのはけっこう難しい」

　濱はま田だは伝票をもって立ち上がった。エイルンが慌てて財布をだそうとすると手を振って見せる。

「だから自信をもって。君は、今の君のままでいいんだから」

　エイルンは胸が温かくなるのを感じる。濱田の言葉はエイルンが心のどこかで欲しがっていたものだった。

「ありがとうございます」

　エイルンは直立し、敬礼する。それから外で待たせているセレンたちの下へと向かう。

　そんな異世界の英雄の背中を見て、総理は困ったように呟つぶやいた。

「若者が死にもの狂いで戦っているのに……好きなことだけをただやるというのは」

　会計を済ませると、ポケットからメモの紙を取り出す。今晩、アカツキの艦内食堂で出す、夕食の材料リストだった。

「私もそろそろ、身の振り方を考えないといけないのかも」

　スーツの袖に腕を通す日がまた来るかもしれない。

　濱田優ゆうは漠然と、そんな予感を感じ取っていた。







　同日・二〇時──ハンニバル邸。

　研究施設から二〇キロほど車で行ったところにハンニバルの邸宅がある。

　エイルンコードは本日、バーンズ夫妻のホームパーティにお呼ばれしていた。

　庭のバーベキューキットでオルソンと月げつ下かが分厚いステーキ肉を焼いている。

　山やま武たけと大だい地ちが焼けた肉を切り分け、庭のテーブルやリビングへおすそ分けをした。

　ソファでは武蔵むさしがワインをラッパ飲みする。ハンニバルは慣れない酒に顔を真っ赤にしていた。武蔵のバカ笑いが家中に響き渡る。

　ハンニバル邸にはアイルランド式のキッチンが二つある。一つをマーサとセレンが朗らかに使っている。二人を知らないものが見れば本物の親子に見えるかもしれない。

　そして、もう一つのキッチンでは──

「大和やまとちゃーん！　おつまみまーだー？」

　大和が一心不乱に中華鍋を振っていた。

（何な故ぜ！　何故！　何故だぁ！）

「陰帝インデイ！　五番隊の皆さんから焼飯、もう五人前追加です！　あとそれとは別にカツドン？　それに飛鳥あすかさんが酢豚！　あと武蔵さんがカツオのたたきなるものを食べたいと！」

　大和の作った料理を提供し続けるのは、チャイナドレスの恋華レンフアだ。

　むっちりとした太ももがスリットから覗のぞく。皿の上げ下げをする度、大きな胸元がプルンと揺れていた。

「あの爺じいさんはバカか!?　そうだバカでした！　インドネシアの地図に載ってない島でカツオが買えるわけ──っ！」

「冷蔵庫に丸々一匹ありましたよ」「カツオって、インド洋でも捕れたのね！」

　冷蔵庫からカツオの尾を引っ張りだした恋華レンフアに、大和やまとは叫びを堪こらえられなかった。

「上等だやってやりますよ！　刺身でもカツ丼でも満漢全席でも作ってやろうじゃないですか！」

　カツオをまな板の上に叩たたき置く。自前の和包丁で三枚下ろしを披露した。

　恋華は恋華で、酢豚の調味料を混ぜ合わせながら、

「皆さんいつもこんなに食べるんですか！　私たちの厨ちゆう房ぼう、戦争のようですよ！」

「爺じじいと五番が別格なんだ！　あの女、どこに入るんだってくらい食うんだよ！　『日本で食べれるもの食いたいな。よし作れ』……じゃねぇよ！」

　大和が切った豚肉を小麦粉で包み、素早く油の中に入れていく。隣のシンクでは恋華が山のような洗いものに取りかかっていた。

「あっちのテーブルではアットホームな雰囲気でチーズフォンデュの準備をしてますよ！」

「えらい違いだな！　あっちのキッチン番が良かったなーもう！」

　カブで菊の花を作りながら大和は情けない声を上げる。するとエプロン姿のセレンがやってきた。

「恋華いた。フォンデュやるからくる」

「あ、じゃあ、お呼ばれしたので行ってきますね」

　恋華はケロっと調理場を放棄する。

「どーせそうなると思ってましたよいってらっしゃい！」

　大和の孤独な戦いは続く。







　マーサのいるダイニングテーブルでは、紫し貴き・葵あおい・恋華・エイルンがチーズ鍋を囲んでいた。大皿には串に刺した野菜なりパンなりが置かれている。

　女性陣は串をグツグツ、トローリとした鍋の中に入れては、口に運ぶ。

「あの人、何一人で叫んでるの？　ふー。ふー」

「七先輩って、ときどきキモいよね。はい隊長！」

　紫貴と葵が辛辣なコメントをする。エイルンは葵が差し出した串を受け取った。

「あ、ああ、すまん」

　エイルンはキッチンの方を見る。可哀かわいそうにと思った。

「はふ、チーズが濃厚～、とっても美お味いしいですね！」

　本場のチーズフォンデュは初めてらしく、恋華も溶け落ちるチーズと格闘する。するとセレンとマーサが大皿を持ってやってきた。

「はいはい。レシュティとコレラが焼けたわよ」

　葵が席から立ってマーサの皿を覗のぞく。

「コレラ？　おばさん、そのパイみたいのなーに？」

「リンゴやジャガイモ、ネギやチーズの入ったパイよ。生地がぱりぱりで美お味いしいんだから」

「げー。私、リンゴサラダと酢豚のパイナップルは許せない派なんだけど」

　葵あおいは露骨にイヤそうな顔をする。マーサはパイを切り分けて一つを葵の皿に乗せた。

「好き嫌いしないの。ブスになるわよ」

「なるわけないじゃん。あむ……うまっ！」

　パイを一口齧かじるや、葵は手の平を返す。片やエイルンはセレンの皿に目を引かれた。

「セレン。これは？」

「レシュティ。ジャガイモとタマネギを細く切ってカリカリになるまで焼く。昔、ママが作ってくれた」

　一見すると玉ねぎとジャガイモのホットケーキだ。セレンにとってそれは郷土料理だった。セレンとマーサも席に着く。

「セレンは私と同じフランス生まれなのよね。作り方を知ってたから驚いちゃったわ」

　セレンは甘えるようにマーサの腕に抱きつく。

「はいはい。あまえんぼさん」

「ねーオバサン、オレンジジュースのみたい」

　もくもく食べている葵が催促する。紫し貴きはさすがに注意した。

「あなた、ちょっとは遠慮しなさいよ」

「いいのよ紫貴。娘ができたみたいで嬉うれしいの。私たちには子供ができなかったから。今日は泊まっていくんでしょ？　明日も来てくれると嬉しいわ」

　マーサが席を立つと、セレンもまたついていく。

　その一方で紫貴は、マーサがいなくなるとつい本音が出た。

「……私も緑みどりも孤児院育ちだったし、葵も早くに両親を亡くしてるから。家庭の食卓ってよく分からないの。だから、こういうのはちょっと落ち着かないわ」

　ナイフとフォークを置く。紫貴はどう振る舞っていいか分からなそうな顔だった。

　エイルンは「そうか」と言って微笑ほほえみかける。二人が目で会話をしていると、恋華レンフアが声をかけた。

「ずっと聞きたかったんですけど。紫貴さんとエイルン隊長は、その……お付き合いされてるの？」

　エイルンはブッと吐き出す。紫貴は思い切り身を乗り出した。

「見える!?　やっぱりそう見える!?」

「その……分かり合ってるって感じがして。勘違いだったらごめんなさい」

　エイルンは咳せきが止やまない。

「み、明ミン代表っ、俺たちはあくまで部下と上官の身の上で、決してそういう」

　片や、紫貴は妄想が走り回っていた。

　エイルン＝バザットの婚約者として、メディアに取り上げられる　→　ネットで叩たたかれ大炎上、世界中の嫉妬を浴びて高笑いする自分　→　結婚・初夜・同どう棲せい　→　生まれた赤ん坊を病室で抱き、泣いているエイルンが頑張ったと褒めてくれる。

　ここまでの妄想を二秒でした。一方、話を聞いていた葵あおいが爆笑する。

「あははー！　ないない！　紫し貴きなんて隊長が相手するわけないじゃん！　恋華レンフアさん、おかしなこと言うなー！　ね！　たいちょ！」

　葵がゴロニャンとエイルンに擦り寄った。紫貴の顔に影が差す。

「おい、その辺にしとけよ腹筋」

　紫貴がテーブルナイフを葵の首元に近づける。

「あーん隊長ー、私、こーわーいー」

　葵はエイルンの首に手を回して密着する。

「むー！」

　するとセレンが見ていたのか、キッチンから走ってくる。ヤキモチをやいて葵の反対側からエイルンに抱きついた。エイルンは現在、ワイシャツ姿なので、生々しい感触が両腕に走る。葵の巨乳とセレンの爆乳がぐいぐいと押し付けられた。

「二人とも！　いいかげんにしろ！　はしたない！」

　エイルンが注意しても二人は腕を放はなそうとしない。冷蔵庫からオレンジジュースの入ったソーサーをマーサが持ってきた。

「あらあら。モテモテね、隊長さん。葵、あんまり攻めすぎても男の人は逃げちゃうわよ」

　それを聞いて葵はしぶしぶ離れる。セレンも離れてエイルンの隣に座りなおした。

　エイルンはげっそりと項垂うなだれ、マーサに言う。

「からかわれているだけです──ごほ！」

　すぐさま葵の肘ひじがエイルンのわき腹に刺さった。

「鈍感っ」

　葵が憤然と足を組む。悶もん絶ぜつしたエイルンにセレンが追い討ちをかける。エイルンの頭や肩やほっぺをボコスカと殴り始めた。

「むー！　むー！」

「ぶほ！　セレン！　力つよ！　おとなしく！　せめて平手！」

「エイルン隊長、たいへん」

　恋華はエイルンを可哀かわいそうに思う。片や紫貴は「で」と、恋華レンフアに話しかけた。

「七なな扇おうぎくんのどこが良かったの？」

「ぶ！　もぁ！　熱っ！」

　恋華はビックリして、持っていたフォンデュの串を落とす。膝ひざに溶けたチーズが零こぼれて声を上げた。串を拾い上げ、動転しながら紫貴に聞き返す。

「ど、どうして分かったんですか!?」

「好きじゃなかったら、こんなところまで来ないっしょ？」

「恋華レンフア、シャチホコ好き」

　暴れていたセレンと葵あおいも話に加わってくる。それを見てエイルンは、やはり女の子は恋愛話が好きなんだなと思った。

「あらあらあら。私も聞きたいわ、シャチホコちゃんって外で腕立てをやってる子？　あのパンツ一丁の。それとも逆立ちスクワットの方？」

　マーサもガールズトークに混ざる。エイルンにとっては苦手分野な話題だ。静かにその場から退散することにした。

　エイルンは束つかの間まの平穏を目で見て、肌で味わう。

　庭では飛鳥あすかと五番隊が笑いながらバーベキューをしている。廊下ではこっそり日向ひなたが電話をしていた。柔じゆう呉ごだろうとエイルンは思った。ソファではハンニバルと武蔵むさしが酒盛りをしている。平和な光景に胸が膨らむ想おもいだった。

　エイルンはテーブルの上にある何皿かから、料理を小皿に分ける。それを持って大和やまとのいるキッチンに向かった。

「七なな扇おうぎ、一息いれられそうか？」

　厨ちゆう房ぼうには、精魂尽き果てた大和が椅い子すに座っていた。一〇ラウンド、休みなしで戦ったボクサーのように灰になっている。

　呼ばれて大和は、虚うつろな視線をエイルンへと向けた。

「エイルンか。この空間で俺の味方はもしかしたらおまえだけかもしれないと思ってしまった」
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「君もときどき大げさな物言いをするよな」

　エイルンは小皿を渡す。大和やまとは「もらう」と受け取った。

「いいのか、テーブルを離れて？　オマエがいなくなると荒れるんじゃないか」

　リビングからエイルンが椅い子すを一脚持ってくる。キッチンの端に置いた。

「むこうは女性ばかりで落ち着かないんだ。あと、色恋沙ざ汰たの話になってきたので逃げてきた」

　エイルンも椅子に座って一息つく。大和はフォーク片手に、しばし黙った。

「イヤなら無視してくれて構わん」

　突然の問いかけにエイルンはなんだろうと思う。

「おまえも、その、なんだ……向こうで恋人を失ったくちか？」

　エイルンは特に気にした素振りを見せず、応こたえた。

「……恋人、というよりは片かた想おもいのようなものだったと自分では思ってる」

「そ、そうか。まぁアレだ。オマエも若いのにいろいろ苦労してたんだなと、あのアニメを見て思ったんだ。ま、飲め、ほら」

　大和は冷蔵庫を勝手にあける。オレンジジュースを取り出すとエイルンのグラスに注ついだ。エイルンもまた大和に聞きたいことがあった。

「君がこの一年、あの子の補佐をして中国に国を作ったという話は聞いたよ。好きなのか？　彼女のこと」

　予想だにしなかった質問に、大和は激しく咳せき込こんだ。

「止やめろよ、そう恋愛に話くっつけるの。俺の目的にあの女が使えた、それだけの話だ」

　その物言いをエイルンは窘たしなめる。

「君のその、自分を悪く見せようとする姿勢、あんまり感心しないぞ」

「説教ならオマエの言葉をありがたく聞くヤツのところへいけ。俺には間に合ってる」

　大和は子供みたいにへそを曲げる。事実を指摘されたので無性に腹が立ったのだ。

「違うよ。軽い老婆心だ」

　片やエイルンはコップに視線を落とす。オレンジの液体に自分の顔が映り込んだ。

「俺は、それで失敗してるからさ」

　料理を食べていた大和は咀そ嚼しやくをとめる。「俺だって」と言いかけ、口を噤つぐんだ。

「後悔って字のごとく、後からやってくるんだ。でも悔やむ頃にはだいたい全すべてが遅い。だから今できることは、今した方が良い。こういうご時世なら尚なお更さらにな」

　大和はエイルンの言葉が本音だと分かった。すると自分も本音で返す気になる。

「……ああいう阿あ呆ほうは、どうにも放ほうっておけん。強いて言えばそれが理由だ」

　大和は面白くなさそうに語り出す。

「爺じいさん、神かん無な木ぎ、あとついでにオマエも。おまえらは死ぬほど辛つらい目にあってるくせに、それでも人を、現実を見限っていない。心のどこかでハッピーエンドを願っているし、糞くそまみれの世界にも綺き麗れいなものはあると思ってる」

　大和やまとはキッチンに背を傾ける。むこうのテーブルにいる恋華レンフアを見て「あの女も」と付け加えた。

「もし俺が、八年後に実をつける柿の種と、一個のムスビを出されたら、ムスビをかじって種を捨てる。しかし、おまえらみたいな人種は腹が空いているのを我慢してまで種を育てようとするだろ」

　エイルンは一拍置いて、ムスビ＝おにぎりと連想が立つ。目の前のおにぎりと、八年後になってしまうが、収穫できる果実の種。エイルンは難しい顔になった。

「それは、まさに究極の選択だな」

　大和は閉口する。仕切り直して続けた。

「まぁいいや、おまえは……神かん無な木ぎやあの女の場合、なんなんだろうな？　女だから男と脳の構造が違うからか──」

　大和は脱力して上を向く。

「八年分の労力も、風雪で苗が倒されるリスクも、柿がそもそも実らない可能性すらも考えていない。頭に広がるのは熟した柿がいっぱいに実る光景だけだ。だからこう、口を出したくなる。手を出したくなる」

　できるのにやらない。やりたいのにできない。その二つは似て、全く非なるものだ。

　やりたいのにできない人を、たまたまできる人が見かけてしまった。これはそういう話だと大和は思っている。

（そして他人の夢に、自分の願望を忍び込ませた）

「……理論・正論で切り捨てるのは簡単だ。俺はずっとそうしてきたし、現実ってやつにも見切りをつけてしまっている。でも、だからだとも思ってる」

　夢を持つ人は強い。往々にバカが多いが、そういうバカだからこそ、未開の地平まで踏破してしまう。それを横で支えるのが好きなのだ。一歩下がったところで、でも、どこまでも付いて行ってやる……そういう形があってもいいだろう。少なくとも大和はそう思う。

　そして────だから神無木緑みどりと明ミン恋華は放ほうっておけなかった。

「夢を見れない俺だから……おまえらみたいな、夢を見れるヤツが羨うらやましいんだと思う。惹ひかれるし、見たことのない綺麗な世界があるのなら見てみたい……行ってみたい」

　親の愛も知らず、孤児院から保管領に入れられた神無木緑。

　能天気でポンコツで、一番の役立たずのくせに……誰よりも傷ついた人の心を解きほぐすのに長たけていた。




《ヘキサが安心して暮らせる世界を作りたい。家族が苦しいのは苦しいもん》




　片や、明英栄ミン・インロンの娘にして、現国主・王黄龍ワン・フアンロンのクーデターで全すべてを失った生粋のお姫さま。しかし、その人柄と人望でかつての部下をまとめ上げ、圧政に苦しむ国民たちを救いたいと立ち上がった。自分が一番傷ついているのにもかかわらず。




《ただ人が、人らしく暮らす！　そんな当たり前のことが何な故ぜできない！　私はそれが悔しい！　私はそれが悲しい！》




「描いた夢に殉教する女を見るのは、神かん無な木ぎ一人で十分だ」

　エイルンは「そうか」と言って立ち上がる。大和やまとはエイルンに言った。

「神無木の件に決着をつけたら、あの女のことは真剣に考える。だからオマエは自分の心配だけをしていろ。おまえの肩に乗っている荷物も大概に重すぎるでしょーよ」

　大和の励ましにエイルンは瞼まぶたを開く。大和の肩をポンと叩たたいた。

「保証する、君はいい男だ。きっと上う手まくいくよ」

　エイルンたちはこうしてまた一つ、楽しい思い出を共有した。






Ⅴ　勇者と救世主メシア









　エイルンコードが護衛任務に入って一〇日──

　事件はヨーロッパにあるスイス本国で起こっていた。

　官僚施設から煙が上がる。夜の街を戦闘ヘリが滑空していた。他にも首都防衛の戦せん騎き装そう・戦車が、炎上する官僚施設へと向かう。

　そこは、バッシュが勤めるスイス連邦支部の一つだった。

　開放感のある、ガラス張りのオフィスルームだ。しかし現在は、全すべてのガラスが割られ、床には護衛であるＳＰ五人が倒れていた。窓の外には黒い魔人の凶きよう貌ぼうがあった。

　一九〇近くあるバッシュが片手で釣りあげられる。手を放そうと暴れると、スーツの袖ボタンが飛んだ。バッシュを釣り上げているのはジン＝ナガトだった。

「応こたえろタフガイ。スイス連邦は何を隠している。エイルンコードあいつらに接触し、何をするつもりだ」

　バッシュは口から血を垂らす。不敵に笑って見せた。

「私はあなたのことを、神か何かと考えてたんだが……思ったよりも人だったな。アブソリューター、ゴフ！」

　首が更に絞めあげられ、バッシュは血を吐きだす。

「最後だ。二度はない」

　バッシュはジンの右手首を両手で掴つかむ。ジンは違和感を覚えた。それは離そうとするものではなく、離さないようにするための力の込め方だった。

「そちらこそあまり舐なめてくれるなよ、日本人。スイス軍人は潔くて剛胆。その死に際もスマートなものだ」

　バッシュはそう言って、奥歯を自分で噛かみ折る。ジンは直感的に手を離す。バッシュの腹を蹴けり上げる。バッシュは腹を蹴られて悶もん絶ぜつするも、ジンの手を離さない。

「大昔、奥歯を折られた。何もないのは気持ちが悪くて詰めものをした」

　バッシュの口内──舌の上で転がるのは奥歯ではない。歯の形をした『小型爆弾』だった。バッシュは口角を持ち上げ、笑いを見せた。

「むこうで会ったらアンタのサインもくれ」

　バッシュは小型爆弾を噛みつぶす。同時に、ジンのサングラスに光の線が走った。ジンとバッシュの間にある空間が歪ゆがむ。途端、執務室を爆発の衝撃が駆かけ廻まわった。

　爆風でジンが壁に叩たたきつけられる。壁をぶち破り、隣の部屋に転がった。瓦が礫れきやほこりで黒衣を汚し……ジンは左肩を押さえて立ち上がる。

「埃ほこりまみれだが命は拾った……だが間違いない。アレだ」

　ジンはヒビ割れたサングラスの奥で、瞳ひとみを刃やいばのようにする。鼻に皺しわを寄せた。

「二三年前に済ませた話だと思ってたんだが……俺も結局は、人の子か」

　ジンは耳元に手をやる。サクラノツルギに通信を送った。

「アギト、エマージェンシーだ。向かえるものだけでいい、かき集めて指定のポイントに転送させてくれ……ことは一刻を争う」

　ジンはガラスの外を見る。スイス軍に完全に包囲されていた。しかし、ジンはレストランの壁紙ほどにも情感を抱かない。既に想おもいは一点に注がれていた。

「目標はインドネシア、スマトラ。あのバカを止めにいく」

　ジンが思い浮かべていたのは紅の勇者──エイルン＝バザットのことだった。







　某日・二〇時半──最終実験日・当日。

　任務開始から既に一二日が経たっていた。スイス島近海にエイルンコードの艦が並ぶ。

　アカツキのブリッジは、既に戦闘状態に入っていた。艦長席には雷らい鳥ちよう、指揮スペースには仮面を被かぶった紫し貴きが立っている。

　紫貴の仮面から野太い男性の声が流れた。

『母よ、デストブルムネイバー１との接続解除を申請。私のメモリでは情報を処理しきれない。人間的な表現をすれば、気持ち悪い、吐きそう』

　アポロニアスγ────高性能ＡＩを搭載した思考加速デバイスだ。

　氷の九アイス・ナイン、九重ここのえ紫貴の戦術指揮能力を研究して開発されたＡＩが、この仮面には搭載されている。紫し貴きはアポロニアスに言った。

「我慢なさい、男でしょ」

　そう言って、艦首窓から外の景色を見る。アリヤケとの間を取り持つように、デストブルムが海上に浮かんでいた。

　セレンのデストブルムは両艦の護衛並びに、司令塔の役割を担っている。デストブルムの拾った情報は逐次、アカツキにいる紫貴のアポロニアスγに送信されていた。

「艦長。戦闘準備完了です」

　紫貴が背後の雷らい鳥ちように報告した。揚陸戦艦アカツキの艦長は雷鳥、ネイバー輸送艦アリヤケの艦長は、武蔵むさしが務めている。

　アカツキは既に、サクラノツルギを確認していた。

「……やっぱり来たわね。サクラノツルギ」

　紫貴は敢あえて笑みを作る。気持ちで負けてはダメだと思ったのだ。

　正面モニターに映像が透写される。

　海面に転移してきたのは、全長二五メートルの黒い魔人・アトメントだ。

　その背後には、カタツムリの殻から女性の裸身を伸ばす、巨大兵器が海面に浮かんでいた。紫貴は「あれが」と、確認するように呟つぶやく。

　師団輸送型ネイバー・２番機【バージンエリー】

【ＲＣＣゲート】──カタツムリのような殻は別の場所と繋つながっており、そこから兵団を召喚できるという、特殊機構だ。

　殻が渦状に開放する。内側に緑の湖面が広がった。中から、別のネイバーが次々と飛び出していく。現れたネイバーは三機だ。アトメントの背後に浮かぶ。

「相変わらずのでたらめ……一分で五個師団分の戦力が勢ぞろいか」

　腕を組んだアトメントが正面モニターに映る。その背後には続々と戦せん騎き装そうがこの海域に現れ始めた。

『俺たちは急いでいる。そこをどいてもらおうか、エイルンコード』

　ジンの声がブリッジに響き渡る。紫貴は大きく深呼吸をした。いよいよだと気合を入れる。サクラノツルギの襲撃を想定し、エイルンコードは入念な準備を重ねてきた──
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　ブリーフィングルームでエイルンたちが迎撃作戦を練る。飛鳥あすかが軽い調子で言った。

「僕がサクラノツルギで見たネイバーはこれで全部かにゃー」

　エイルンたちは飛鳥の用意したネイバーの資料データを読んでいた。

「非公式番機、２番機【バージンエリー】、４番機【猿えん王おう】、６番機【ＡＧＦ31】、13番機【ヴェルダンディ】、19番機【悠ゆう陽ひ拾じゆう型がた】の５機」

　紫貴が端末画面をスワイプするごとに、画像が切り替わる。この会議は明ミンとも中継が繋がっていた。映像通信の茜あかねが補足する。

『あと忘れてはいけません。ロイヤルガードから奪取した５番機【スタンダ・ヴァイゾン】18番機【メルキセデク】、あとは睦むつ見み先輩の15番機【アモン】と、ジン＝ナガトの０番機【アトメント】……ネイバーが全部で九体かー』

「絶望的な戦力差ですね」

　日向ひなたの感想は率直なものだった。飛鳥あすかが人差し指を立てて注釈を加える。

「だいたい保管領とかを落とすのにジンが連れて行くのは、悠ゆう陽ひと猿とＡＧＦ。あとは送迎タクシーでバージンとアモン丸。これがだいたいのデフォ編成。ロイヤルガードから奪ったメルキとヴァイゾンは、大規模掃討で使うから、あんまり出したくないんだって」

　飛鳥はサクラノツルギの内情をペラペラと話す。それを聞く大だい地ちは解せない。

「ジンってやつ、伏ふし見み部長をサクラノツルギにスカウトしたと思えば簡単に手放したりして……わけが分からねぇ。ネイバーの情報だって、こうして流れちまってるわけだし」

　大地の意見に飛鳥は「う～ん」と唸うなる。

「話した感じだけど、ジンは最初から僕たちとは戦う気がないって感じなんだよね」

「戦う気がない？」

　エイルンが聞くと、飛鳥は「うん」と応こたえた。

「前、ジンにさ『僕がネイバーの情報を氷ひ室むろ義塾に持ち帰ったらどうするの？』って聞いたことあるの。まぁもともと、もらえるもんもらって、帰ってくるつもりだったし」

　それを聞いて山やま武たけは「すげぇな、この女」と冷や汗をかいた。

「そしたらね──」

《そうしてやるといい。力のないものが吠ほえる大義ほど見るに堪たえないものはない》

「だってさ。心が広いよねー」

「いや。もうそれ、完全に舐なめられてるだろ」

　飛鳥が笑うと月げつ下かは片かた眉まゆをひくひくとさせた。話を聞いていた茜は暗い顔で考える。

『飛鳥さんの話を聞くに、向こうは最低でも六体のネイバーを投入してくる。対してこちらは二体だけ……双そう条じよう先輩もいないし、こんなの絶対に無理ですよ』

　作戦参謀がそう言うと、たちまち皆の表情が暗くなっていく。

　誰もが黙す中、エイルンと幼女型のアンドロイド・チビフィーナだけがネイバーのデータを熟読していた。するとセレンが「夏なつ樹き？」と声をかける。

「エイルン。あんたたちの意見を聞かせてくれるかい？」

　雷らい鳥ちようが聞く。全員が固唾かたずを呑のんでエイルンを見た。エイルンは顎あごに手を添え、しばし考える。もう一度、ネイバーの資料を確認した。

「少し嫌みに聞こえてしまうかもしれないが……多分、問題ないと思う」

　全員がもれなく絶句した。茜は呼吸を詰まらせたかのように変な声を出す。

「君はどう思う？　エルフィーナ」

『アリスを除いた、この五体だけでしたら本機だけで撃墜は可能でしょう』

　チビフィーナはプロジェクターのように瞳ひとみから光学画面を投射している。画面内ではネイバーのデータ解析が行われていた。声を裏返して山やま武たけが叫ぶ。

「マジっっっっすか!?!?　ネイバーが五体ですよ、五体！　最低でも一機・一個師団並の戦力換算なんですよ、総隊長!!」

　ネイバーはどれも一個戦力にして、戦争をやれるだけの火力・性能を内包しているのだ。

　山武の驚きは必然と言えた。大和やまともまた、厳しい口調でエイルンに言う。

「慰めとか、そういう気遣いならやめろ。算数の値が変わってくる」

　大和の輪郭を冷や汗がなぞった。しかしエイルンの見解は変わらない。

「以前の俺たちなら手こずったかも知れないが、今のエルフィーナの脅威になるとは思えない」

　エイルンは断言する。あくまで客観的な事実を述べた。

「悪いが、先月戦ったキングの方がよっぽどの難敵だ。でも……だからこそ分からない。どうしてジンはこんな手の込んだ真ま似ねを──」

『バザット隊長。分からないというのは？』

　映像通信越しで水す久く那なが聞く。エイルンは画像をアトメントに切り替え、拡大した。

「ジンの乗るアヴァンアリスは俺たちの世界の人型兵器、シュプリームドールという規格の原型となった機体だ。ジンはこれを駆り、四つの星の戦争を終結させ、銀河中に散らばったバーダイムを根絶させた……もし彼が本気になれば、わざわざ軍を作らなくても独力でマリス問題を解決できると思うんだ」

「それは……確かに。四つの星の軍事力と一機で渡り合うくらいだし」

　紫し貴きもまた同意する。彼女はこの中で誰よりもドール・ワルツ・レクイエムに精通している。劇中のジン＝ナガトの活躍をみるに、エイルンの言葉の通りだと思った。

「そんなジンが、サクラノツルギなんて大軍隊まで作って……どうして、俺をまたこの世界に呼び戻したんだろう。一度は自分の手でむこうの世界に送り返しておいて。正直、これなら俺がこの世界にくる必要があったとは思えない」

　それを聞いてセレンの胸がきゅうと苦しくなる。嫌がるようにエイルンの軍服を引いた。

　チビフィーナの見立てもエイルンと同じだった。

『同見解です。アヴァンアリスの戦闘力を加味すれば明らかな過剰戦力です』

　エイルンは考える。

　この世界のジンと自分が知るジン……同じ人物のはずなのに、何かがひっかかった。

　しかしエイルンは思考を中断し、話を元に戻す。

「すまない、話が逸それてしまって……けど、一つ言っておく」

　エイルンはアヴァンアリスこと、アトメントを睨にらむように見た。

「今、俺が言った話はそのままジンにも当てはまる。いくら君たち規格外十番テンナンバーが束でかかっても、アリスは簡単に君たちを砕いてみせるだろう」

　その言葉は質量を持って、この場にいるエースパイロットたちの自信を削そぐ。エイルンは弩ドのつく真面目人間だからこそ、言葉に威力があった。続いてエルフィーナが言う。

『基本方針は一つ。アリスが出てきた場合は私とムッシュで対処いたします。これはいかなる場合でも厳守してください』

　オルソンと山やま武たけは振り子のように首を縦に振る。

『もし相対した場合は全力で逃走を。命いのち乞ごいも効果的かと。アブソリューター・ジンは加虐的性向ではありますが、何よりも無駄を嫌います。興味をなくすと想定されますので』

「よっし！　全力で逃げよ！　マジ泣きしちゃうんだから！」

「山武、プライドなさすぎよ」

　山武がダメな方向で意思を固めると、オルソンは空むなしくなった。チビフィーナが続ける。

『皆さまはその他戦力の掃討に当たってください。また、過去の襲撃事例を見る限り、スイス正規軍ではネイバーの進軍は止められないでしょう。規格外十番テンナンバーの方々は率先して、ネイバーの足止めを。可能ならば撃墜をお願いいたします』

「「だとよ」」

　月げつ下かと葵あおいが大和やまとの肩に手を乗せる。

「うおい、規格外十番テンナンバー（×２）」

　大和は怒りを堪こらえる顔で、震える拳こぶしを持ち上げた。

　そんな彼らをエイルンは頼もしく思う。でもすぐ真剣な顔になって「みんな聞いてくれ」と呼び掛けた。エイルンは軽く深呼吸し、半秒の間を置いてから言った。

「……俺も全力で挑んでみるが期待はしないでくれ」

　全員から顔色が失われていく。エイルンは苦く悶もんの表情で正直な気持ちを言った。

「それほどまで、俺と彼の間には大きな差がある」

　月下は上を向いて、額に手を当てた。

「隊長さんにそんなこと言わせるとか……相手は神か何かかい？」

　セレンがエイルンを心配そうに覗のぞきこむ。しかし、紫し貴きだけはその事実を受け入れられないようだった。

「でもエイルン！　あなたにはウエディングドレスがあるじゃない！　エルフィーナ最強のコスモフィリア搭載型ドレスが！」

　その話を聞き、何人かが面を上げる。

「設定では、あれに着替えれば時間制限つきだけど、エルフィーナでもアリスやグリムと渡り合えるはずでしょ？　第一あなたは、ジンとアスタニアと三人でガイア級バーダイムをやっつけたじゃない！」

　紫貴が指摘したことで、隊員たちは思い出した。

　ここにいるエイルンもまた、アニメ二期では銀河を救った三英雄の一人に数えられる。

　劇中の活躍を見る限り、決してジンに見劣りするようには描かれていなかった。

　エイルンは紅の懐中時計【エンブレムクロック】を親指で操作する。一枚の光学映像が投射された。

　それは白と赤のウエディングドレスを纏まとったエルフィーナ・ルインレーゼだった。

『「……綺き麗れい」』

　茜あかねとセレンの声が重なる。豪ごう奢しやだが可か憐れん、淑しとやかでしかし力強い。映ったのは人間の少女ですら息を呑のむ、美しき鋼鉄の花嫁だった。エルフィーナが説明する。

『最終決戦兵装ウエデイング・オプシヨン。本機に与えられた兵装の中で最高級のドレスにございます。最大稼働時間は六〇分となりますが、これをまとったルインレーゼボディならば、速度・距離・質量と、様々な法則律を無視した事象を発現できます』

「俺たちもリミットブレイクのあと、何回かウエディングの起動を試してみた。しかし、何な故ぜかこの世界に来てから、ウエディングが起動できなくなってしまったんだ」

　エイルンの話に紫し貴きは「そんな」と声を漏らす。

『試行回数・三二回。しかし、ウエディングドレスの動力となるコスモフィリアの燃焼が起こらなかったのです。強制起動ができないわけではないのですが……』

　チビフィーナが珍しく言葉を詰まらせる。葵あおいは「できるの!?」と身を乗り出した。

　エイルンは少し困ったような顔になる。その場を濁すように言った。

「それは……本当に手が無いときの、いわば最終手段のようなものなんだ。俺としても、使うのは極力避けたい」

　紫貴や大和やまとは違和感を覚える。エイルンらしくない、歯切れの悪い返答だった。

　それもそのはず──




　最終手段とは『エイルンの寿命いのちを削ること』を意味していた。




　エイルンはその事実を話さない。左胸に手を当てた。

「俺の身体からだに埋め込まれたコスモフィリアを燃やせば、エルフィーナの機体性能を大幅に上げることができる……それで、どこまで食い下がれるか」

　コスモフィリアとは、ドール・ワルツ・レクイエムに出てくる至高のエネルギー結晶体のことだ。全宇宙に二二個あると言われ、一個に星一つ分の生命エネルギーが集約されているという。

　エイルンとエルフィーナには、このコスモフィリアが一つずつ埋め込まれている。二つを同時に燃焼させれば、エルフィーナの限界値を大幅に上げることができるのだ。

　この力を使ってエイルンはキングの幼生体を撃破した。

「予あらかじめ言っておく。もしも俺がアリスを食い止められなかったら、その時点で戦闘は終了。全員、降伏すること。彼は非情だが、無情ではない……命を奪うまではしないはずだ」

　消沈するエイルンコードの面々たち。しかし、飛鳥あすかだけは喜々とした様子で手を上げた。

「はいはーい！　じゃあもし、エイルンがうまいことジンを食い止められたら、僕たちはどうしたらいい？」

　エイルンは予想外の言葉に目を丸める。口を引き結び、頭を横に振った。

　エイルンは隊員たちを正視し、彼らに命令を下す。

「先ほどエルフィーナが言った通りに！　ネイバーの対処はセレン・七なな扇おうぎ・一いちノの瀬せ・伍いつ橋はし・八や雲くもが担当！　だがネイバーと戦せん騎き装そうの性能差は、俺も身を以もつて知っている……セレンと七扇以外、正面戦闘はできるだけ避けるように！」

　葵あおいを筆頭に、他四名が返事をする。次にエイルンはスター小隊の方を向いた。

「君たちは遊撃部隊として配置する！　九重ここのえの采さい配はいで動いてくれ。従来のマリス戦とは違い、対人戦だ！　臨機応変に対処に当たってくれ！」

「「「うっす!!」」」

　最後にエイルンは託すように隊員たちに言った。

「ジンは俺が死に物狂いで止めにいく！　でもきっと、それで手一杯になるだろう……丸投げになってしまうが、どうかサクラノツルギを止めて欲しい！」

　飛鳥あすかはにんまりと笑って聞き返す。

「じゃあ壊していいんだね？　あのネイバーども」

「ああ！　俺は君たちなら成し遂げられると信じているよ」──
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　紫し貴きはアトメントの背後にいるバージンエリーに焦点を定めていた。

「あのネイバーが伏ふし見みさんの言ってた２番機ね。なるほど……サクラノツルギが突然、軍隊を引き連れて現れるギミックがこれか」

　敵機の反応が秒刻みで増大していく。敵部隊は左右に拡散を始めていた。

「全方位から一斉に上陸するつもりね。どこかに穴が開けばそこから敵が雪な崩だれ込こむ……早く終わらせたいのが見え見えよ」

　仮面のコメカミにあるボタンが押される。後頭部部分がジョイントし、黒髪が流れるように落ちた。

「引導を渡してあげるわ、ジン＝ナガト」







　同時刻──スイス領孤島・秘匿研究施設。

　ストレッチャーでマーサが運ばれていく。最終実験の被験者にマーサも選ばれていた。運ばれるマーサのもとに、防護服姿の葵が駆け寄った。

「おばさん！　頑張ってね。絶対うまくいくよ！」

　そう言ってマーサの手を強く握る。マーサもしっかりと握り返した。

「みんなの前でお薬を飲むだけ。私は大丈夫」

　マーサは、葵の両りよう頬ほおを強く手で包んだ。

「それよりもあなたよ、葵。戦うんでしょ？　いい？　絶対に死んじゃダメ。五体満足で帰ってくるの……また元気な顔を見せてちょうだい」

　葵あおいは鼻で息を吸う。胸が温かい気持ちでいっぱいになった。

「……うん。私も大丈夫。負けるもんか」

「ああ。やっぱりあなたみたいな子供が欲しかった。帰ってきなさい。今度は食べきれないほどのごちそうを作ってあげる」

「またチーズ尽くし？　サイコーじゃん」

　名な残ごり惜しそうに、マーサは葵の手を放す。実験室に入るまでマーサはいつまでも葵に手を振っていた。実験室の扉が閉められると、葵は両りよう頬ほおを強く叩たたいた。

「しゃ！」

　一いちノの瀬せ葵と鬼灯ほおずき・炎一號ごう、エイルンコードの斬り込み隊長もまた出撃する。







　アトメントと対たい峙じするように浮かぶのは、真紅のドレスを纏まとった人形ドール。貴婦人帽子を被かぶる、全長一七メートルの淑女だ。エイルンのエルフィーナ・ルインレーゼである。

『エルフィーナ』

　エイルンの合図にエルフィーナが『かしこまりました』と応こたえた。

　ドレスの薔薇飾りロツクボルトが回転する。花弁のようにボルトパーツが飛び散った。スカートが内側から離散する。

『ティアードアーマーを正常にパージ。儀礼兵装フオーマル・オプシヨンを解除。高機動コンバツトドレスにリバーシブル。高機動コンバツトドレス……完全作動アクテイベイト』

両腰を起点にスラスター群が背面へ向く。翼を広げるようにスラスター群ウイング・パレオが広げられた。上半身に真紅のドレスを残し、下半身は太ももをはだけさせる。

　ロングヘアー状の衝撃排出路ブロンドテクトがアップにまとめられた。

『エルフィーナ・高機動兵装コンバツト・オプシヨンに換装完了ドレスアツプ』

　最後に、エルフィーナは腰にある『Ｖ字の仮面』を装着した。

　一方で、コックピットのエイルンが目を閉じる。静かに意識を集中させた。こめかみをぶん殴られるような感覚がやってくる。

　波紋が広がるように、エイルンの髪と瞳ひとみが『紅』に染まった──

　エイルン＝バザットは新人類である。

　月の天才科学者・ドクターツルギに、改造人体を与えられた超人戦士。

『鋼鉄よりも堅い進しん化か鎧がい骨こつ格かく』『絶対に破裂しない蛮弾力内臓』『爆発増加する強化人工筋肉』『通常の何百倍もの伝達速度を誇る超敏化神経系』

　エイルンは、自分の信念を貫くとき、迷うことなくこの力を行使する。

『ムッシュ。アブソリューター・ジンより、極秘のプライベート回線で通信がきております。受信しますか？』

　エイルンは嫌な予感を感じ取った。

「いや、蹴けってくれ。戦闘は既に始まっている。電文等、俺個人にコンタクトを取ろうとするものは全すべて無視しよう……アイツのことだ。どこに罠わなが仕掛けられているか分からない」

　エルフィーナは『かしこまりました』と、アトメントからの通信を拒否した。それからアトメントのことを指差す。エイルンは毅き然ぜんとジンに言い放はなった。

『君との会話は全てオープンチャンネルでさせてもらう！　心理戦は君の十八番オハコだからな！　君の発言は自慢の部下たちも聞いていることを忘れるな！』

　するとアトメントから忌々しげな声が漏れる。

『ち……そうだったな。ジン＝ナガトというキャラクターは』

　エイルンはジンの発言に違和感を覚える。コックピットモニターにジンの顔が映った。

『道をあけろ、エイルンコード。今日はおまえらと遊びにきたんじゃない』

「君らしくもない。ずいぶんと余裕がないじゃないか、ジン」

　エイルンが操そう縦じゆう桿かんを握る。エルフィーナのスラスターが青く光った。推進力が生まれ、エルフィーナを前へと押し出す。

　エルフィーナとアトメントが徐々に近付いていく。

『君が来たということはスイスの研究に気付いているんだろう？　どうして邪魔をする。君はヘキサを救いたかったんじゃないのか？』

『察せよ。その俺がわざわざこうして出張ってきた。理由があると何な故ぜ、想像を巡らせない……頼むから俺の話をきけ。オマエ個人に話がある』

　そう言って全長二五メートルの魔人が右手を差し出す。しかしエイルンは拒絶した。

『ダメだ！　話があるのなら、この場で話してくれ！　何故、君たちはあの研究を妨害しようとする！』

　アトメントが差し出した手を引く。両肩に魔法陣を展開した。

『この頭でっかちが……ならば仕方ない。今すぐに道を開けろ、そちらがその気ならこちらも強硬策をとらせてもらう』

　アトメントが両拳こぶしの甲をエルフィーナに見せ……両肘ひじを後ろへ引いた。

『銃を突きつけて言うことを聞け！　それを脅迫と言うんだ！　君が島の住人に危害を加えるつもりなら、俺は黙って見過ごすつもりはない！』

　エイルンの叱しつ声せいが残響音と共に海原に響き渡った。すぐアトメントから、ジンの舌打ちの音が漏れる。

『つくづく救い様のない……大馬鹿が！』

　アトメントが両拳を打ちつけるかに思えた瞬と間き──

『っ!?!?』

　エルフィーナの背後で、四枚の翼が広げられた。

『エイルン＝バザット。アンタも学ばないな』

　アギトのネイバー・アモンの左爪がエルフィーナの細首を襲う。しかし、死角からの一撃を、エルフィーナは片手で止めていた。

　アモンからアギトの驚きの声が漏れる。まず、エルフィーナが言った。

『交渉決裂』「の、ようだ」

　コックピットでエイルンは浅く息を吐く。エイルンの紅の瞳ひとみが、モニター越しに六つ目の悪魔を捉とらえた。

「ジンが正面からきた時点でそう来ると思ってたよ、睦むつ見み」

　エイルンは左胸を強く掴つかむ。「点火コンバツシヨン！」と、コスモフィリアを呼び起こした。アモンを拘束したエルフィーナの胸が内側から赤く光り出す。

『ムーンシェル、臨界点リミツトレベル。ルイン・ウィールをダブルフィリアに再セットアップ』

『いきなり本気とは大人げない！』

　アモンの四枚の翼【ヨンマイコクイ】が再び広げられる。エリマキトカゲの威嚇のような光景だ。翼を羽ばたかせ、アモンは宙の上で更に跳ねる。

『燃焼限界に注意。癒着化が始まった時点で強制的にダブルフィリアを解除いたします』

　アモンが空中でひねりを入れる。エルフィーナを振り払おうとした。しかしエルフィーナはアモンの左手首を掴んだまま全身を預ける。悪魔と踊るように淑女が空中を回転した。

　するとアモンはエルフィーナの正面に立たされていた。

『そういえば、君には借りがあったな』

『あなたの顔は覚えておりますよ。四枚羽』

　装甲の金切り声が鳴った。エルフィーナがアモンの左手首を握り潰つぶす。

　エルフィーナが右の拳こぶしを握り……耳の下まで持ってくる。

『一回は、一回だっ！』

　アモンが片腕を掴まれたままぶん殴られる。左腕を千切られ、アモンは数キロ先まで飛ばされた。海面で弾はじけた水みず飛沫しぶきがエルフィーナの頬ほおを濡ぬらす。

　刹せつ那な、足元の海面が爆発したように盛り上がった。中から猿人のネイバーが飛び出す。

『これがエルフィーナ・ルインレーゼか！』

　４番機【猿えん王おう】──ロシアのテロリスト、グスターブ・ブラトフにジンが貸与したネイバーである。猿王のロッドが波を裂いた。エルフィーナの顎あごめがけて振り上げられる。

『まず！　その可愛かわいい顔を砕いてみようか！』

　エルフィーナはゆっくりと手を払う。猿王の如意棒が豪速で空を切った。

『なぁっ!?』

　グスターブの野太い声が弾けた。体勢を崩した猿王の懐には既にエルフィーナが回り込んでいた。

『遅い！』

　エルフィーナのボディブローが猿王の腹部装甲を貫く。

　鉄の破片が舞った。猿王の腹部は抉えぐられ、エルフィーナの拳はその背中を抜けていた。猿王が吹き飛ぶ。まるで小石のように海面上を何回も跳ね転がった。

　衝撃で海水が舞う。まるで滝のようだ。舞いあがった水柱を突き破り、エルフィーナが上昇した。

『ジン、君の悪い癖だ！　強いくせに策を弄ろうしたがる！』

　エルフィーナが背中のスラスターを更に噴射……空中にいるアトメントに肉薄する。

『そういうおまえはいちいち口上が邪魔だ』

　対するアトメントが肩に魔法陣を描く。魔法陣を描き切る、まさにそのとき、エルフィーナがアトメントの背後に現れた。アトメントのコックピットにエイルンの声が届く。

『今の俺と君……どちらが強いか、興味がないといえば嘘うそになる』

　コックピットのジンは、仁王立ちしてそれを聞いていた。

『君のアリスには、さんざん負けてきたからな』

　ジンは僅わずかに顎あごを下げる。

「エイルンオマエのコンプレックスを考えれば……そうなるか」

　ジンの頬ほおには一筋の汗が流れていた。







　同時刻──秘匿研究施設・所長室。

　ハンニバルが顔に脂汗を浮かべる。大声で叫んでいた。

「最終実験は予定通り決行!?　オーモス副議長！　サクラノツルギが攻め込んできているのですよ！」

　ハンニバルの執務机には光学画面が浮かんでいる。スイス連邦局のナンバー２と通信が繋つながっていた。ちょび髭ひげに七三分けの老人将校、オーモス・ベイトが画面越しに言う。

『議会の決定だ。もしも、そこの実験設備を破壊されたら、再実験を行う目途が一〇年は立たなくなる。研究結果だけでも残してもらわねばならんのだよ』

「ですが！」

『それに、彼らの襲撃に備えてエイルンコードを雇ったんじゃないのかね？　この研究には莫ばく大だいな国費が費やされている。君は一秒でも早く研究を完成させる義務がある。そうだろうハンニバル所長』

　ハンニバルがオーモス副議長と話すのは初めてのことだった。ゆえにハンニバルは疑念を隠せない。連邦局との窓口には必ずバッシュが間に立っていたのだ。

「スイス当局に確認を。バッシュに……バッシュ安全保障担当に確認をさせてください」

『却下する。火急の事態だ。実験の様子はこちらでもモニターする。早急にかかりたまえ』

　画面の向こう側でオーモスが煙草たばこをふかす。ハンニバルは抗弁した。

「私はここの職員たちの命を預かっています！　彼らを危険に晒さらせと言うのですか！」

　オーモスは眼光の質を変える。それは侮ぶ蔑べつするような冷たい視線だった。

『われわれは無駄飯を食らうだけの牛を育ててきたつもりはない』

　ハンニバルは息と共に言葉も呑のみ込こむ。オーモスは続けた。

『君の三五年が無駄ではなかったと証拠を残せと言っているんだ、ハンニバル……。いいか？　殺されても絶対に成功させろ』

　ハンニバルは震える指で眼鏡のブリッジを押し上げた。

「………ハイ………承り、ました」

　画面内でオーモスはほくそ笑んでいた。







　一方──アモンはエイルンたちのいる西海岸から、北海岸まで飛ばされていた。

　海面に叩たたきつけられるアモン。ロケットが入じゆ水すいしたような光景だ。

　大波を立て、しばらくすると海面が盛り上がる。左腕を失ったアモンが夜の海に起き上がった。アモンからアギトの声が流れる。

『バケモノが。さて、どう流れを運ぶ』

　アモンが下を向く。両足には『鋼鉄の蔓つる』が何本も絡みついていた。

『アギト』

　同じく海面を盛り上げて現れたのは太平洋最強の魔女。

【デストブルム・ロマンフェイズハレーション】──セレンの黒い感情を受信し続け、進化を果たした黒き魔獣だった。

　デストブルムの全方位モニターに長髪の美青年・睦むつ見みアギトが映る。

『よぉセレンティーナ。魔術師マジシヤンも。ご機嫌麗しゅう』

　セレンは無表情のままアギトを見る。いつもの調子で話しかけた。

「前は助けてくれてありがと」

　それはオペレーション・リミットブレイクのときのお礼だ。セレンはキングに敗れ、殺されかけた。そのときに助けてくれたのがアギトだった。

『ああ。どういたしまして。けど今は立て込んでいてな。お喋しやべりなら──』「でも」

　セレンはアギトの言葉を遮った。

「私とクロ。あのときのこと、まだ怒ってる……すっごく」

　ライトブルーの瞳ひとみが僅わずかに細くなる。

　セレンが言ったのは、一年半前のこと。

　アギトの奇襲によってエルフィーナは行動不能にまで追い込まれる。更に、救出に向かったセレンをアギトは妨害した。そしてジンにエルフィーナを大破させたのだ。

　そのせいでセレンはエイルンが死んだと思い、地獄の一年半を過ごすことになった。

『オマエは情に厚い。そうだろうなとは思ってたよ』

　軽い調子でアギトが返す。するとデストブルムの出力が自動的に上がった。

　デストブルムが獣けものの嘶いななきのような駆動音を鳴らす。パールのアイカメラが赤に変わった。

　アモンの巨体が放ほうり投げられる。投げられたアモンは空中で回転し、浅瀬に着水した。

『かかってくる』

　セレンがそう言うと、デストブルムは三二本のマシンアームを伸ばし始める。

　片や、隻腕となったアモンから、アギトの観念するような声が上がった。

『今の魔術師マジシヤンを止められるのは俺を抜かせば親父おやじくらいか……仕方ない』

　アモンは翼から剣銃【八や咫た烏がらす】の一本を引き抜く。

『特別レクチャーだ。戦闘経験の差というものを教えてやる』

　アギトの啖たん呵かがゴングとなる。先に動いたのはデストブルムだ。

　マシンアーム六本──先端の鋼鉄の蕾つぼみ──が花開く。小口径ＩＭＥカノンである。

　デストブルムが黒い破壊光を連続発射した。

「う！」

　突とつ如じよ、コックピットにいるセレンに船酔いの感覚が走る。眩暈めまいがして気持ち悪くなった。

　発射した破壊光はあさっての方へと飛んでいってしまう。セレンは直感した。

「これ!?　トカゲのときの」

　セレンが想起したのはキング戦のときのことだ。

　キングにＩＭＥカノンを放はなったら、デストブルムの照準が強制的に狂わされたのだ。そのときにもセレンは、この船酔いにも似た感覚に襲われていた。

『メルキセデクほど効果範囲はないが、このアモンにＩＭＥ兵器は通用しないぞ』

　片や、隻腕の悪魔が動きだす。ダランと右腕を垂らし、一瞬で間合いを詰めた。

『どうするっ、セレンティーナ！』

　浜の砂と波の飛沫しぶきが舞い……アモンが後ろ回し蹴げりを繰り出す。

　デストブルムは蹴りを鋼鉄の蔓つる一〇本でガードした。アモンは流れを殺さず、手に下げた銃剣を無造作に向ける。

　マズルフラッシュ──至近距離で弾丸がばら撒まかれる。

　刹せつ那な、デストブルムの足元の砂が爆発する。

　茨いばらの壁が出来上がり、両者を隔てた。デストブルムのマシンアームに阻まれ、銃弾が弾はじき返かえされる。

『さすがは魔術師マジシヤン！　じゃあこれはどうする！』

　アモンが銃を撃ちながら、何も無い空間を蹴った。ガラス片のように空間が割れる。出来上がったトンネルに悪魔が滑りこむ。忽こつ然ぜんとアモンはその姿を消した。

　デストブルムが怒った猛獣のように辺りを見渡す。苛いら立だつようにマシンアームの一本で地面を叩たたいた。そんなデストブルムにセレンが語りかける。

『クロ、怒ったら悪魔のタコツボ』

　デストブルムのアイカメラが赤からパールに変色する。マシンアームの半分を背中に再収納した。その時だ。

　デストブルムの頭上で稲光が光る。セレンが声を張り上げる。

『上！　頭守る！』

　デストブルムが頭上に向け、一六本の破壊光を打ち上げる。

　一方、空から落ちてきたのは黒と赤の『雷』だ。ＩＭＥカノンが落雷を掻かき消けし、雷の威力を半減させた。一方、下ではデストブルムがマシンアームで『傘』を作る。

　赤と黒の落雷【ベニミカヅチ】は傘にぶつかり四散した。

　デストブルムが編んだマシンアームを解き、上を見る。

　片足を膝ひざの上に乗せ、頬ほお杖づえをつく格好のアモンが上空にいた。

　デストブルムの後頭部ハッチが波のように持ちあがる。デストブルムが間髪いれず、ミサイルを発射した。アモンはその格好のまま四枚の翼を広げる。

『おー危ない』

　全方位にベニミカヅチが放はなたれる。ミサイルはアモンに届く前に全弾爆発した。

『どーだセレンティーナ。おまえの魔術師マジシヤンも凄すごいが、俺の悪魔デビルもなかなかのものだろう』

　空から見下ろす悪魔と、空を見上げる魔獣──デストブルムがアモンに、指を差すようにマシンアームの一本を向ける。セレンがアギトに向け『ずるい！』と言った。

『ずるい？　なにがさ』

『ネイバーの必殺技、一個だけ！　でもソレ、いくつも変なの持ってる！』

　デストブルムの外部スピーカーを通してセレンが抗議する。片や空にいるアモンから、アギトの呆あきれたような笑いが漏れた。

『おまえはいろいろと言葉を端折はしよるから理解に時間がかかる。今のは、悪魔デビルの特殊機構についてクレームをつけている。それで合ってるか？』

『そう！』

　現在のセレンはネイバーについても知識が深まっている。

　ネイバーは機体ごとにその運用形態がガラリと変わる。それというのも、それぞれの機体に備えられた特殊機構やブラックボックス兵器が戦術の根幹に置かれているためだ。

　デストブルムで言えば【ＩＭＥ兵器】。大太龍ダータイロンならば【超級の面制圧力】、バルゴ・ティアーズならば【アームズエナジー】などが該当する。

　ネイバーは一機につき、一つの特異性を持っている。それがセレンの見解だ。

『雷とか、急に出てきたりとか！　クロのマゴノテも変にする！』

　セレンの見解は開示されたネイバーのラインナップを見ても正しいことが分かる。だがしかし────その例から外れるのが、このアモンと言えた。

『仕方ないだろう。それが悪魔デビルの特殊機構スペシヤルなんだから』

　アモンがデストブルムの前に降りてくる。

　対面のデストブルムはセレンに同調して首を傾かしげた。アモンが隻腕を上げる。指の先からプラグの管が何本も生えた。

『俺のアモンは【機構複製型】……平たく言えば「他のネイバーの特殊能力をコピー」するネイバーなんだ』

　解析複製機能【デビルプランク】──他ネイバーの特殊機構を読み取り、コピーする機能だ。しかし、完全複製とまではいかず、性能面ではオリジナルに見劣りする。また容量も定められており、コピーする対象毎ごとに使用容量が異なる。

　しかし容量内に収めるなら、複数個の特殊機構を持たせられる利点もある。

『今はメルキセデクのＩＭＥキャンセラーと、アトメントの時次元破壊ＴＤブレイクを覚えさせている。でもキャンセル領域はせいぜい自機を覆うくらいだし、テレポートは出来ても、タイムトリップまではできない。劣化コピーというやつさ。まぁ、そう都合よく…………？』

　アギトは喋しやべっている最中に気付く。アモンの右足首に鋼鉄の蔓つるが巻き付いていたことに。マシンアームは足元の砂浜から生えていた。

　アモンのコックピットはシート型だ。

　操そう縦じゆう桿かんを握るアギトは笑顔を絶やさない。しかし額には汗が浮かんでいた。

「『復ふく讐しゆうと恋愛において、女は男よりも野蛮である』……ドイツの哲学者が書いた本の中にたしかそんなフレーズがあったな」

　コックピットモニターに映るデストブルムが、獣けものの嘶いななきのような駆動音を鳴らす。

　セレンの平へい坦たんな声が音声通信で、アギトの耳に届けられた。

『覚悟』

　デストブルムはアモンの片足を掴つかみ、砂浜へと叩たたきつけ始めた。







　エイルンとジン。セレンとアギトが戦いを始めた頃、両軍の部隊も展開を始めていた。

　海岸線に展開したスイス軍の機甲部隊が砲撃を始める。バージンエリーに呼び出された戦せん騎き装そう部隊も、飛行スラスターを用いて島への上陸を図っていた。アリヤケ・アカツキ、両艦の艦砲も火を噴き始める────

　サクラノツルギが目指す、秘匿研究施設はスイス島の最奥に建てられている。

　大和やまとは研究所の強襲に備え、単独で待機をしていた。島の裏手となる海の底で、明みよう星じようが片膝ひざをついて待機している。

　コックピットには純白のパイロットスーツを着た大和の姿があった。

「そろそろ上陸部隊が進軍を開始するか」

　大和が正面にある刀の柄つかを掴む。これは明星の起動キーであるフツノミタマだ。

　柄を掴むと、大和の正面に鎧よろい武者のモニュメントが降ってくる。モニュメントの目の部分が光った。大和の意識が吸い込まれる。大和の意識は明星へと移った。

『さて』

　明星のアイカメラが緑に光った。白銀の英雄機が海の中で立ち上がる。

　明星は音を立てないように断だん崖がい絶壁を登り始めた。

【同体人機】──明星独自の操縦システムである。

　言うなれば、身体からだを動かすのと同じ原理だ。搭乗者の代わりに明星が動く。よって明星の操縦は、搭乗者の反射神経や運動能力が機動に直結する。デストブルムと違い、機体の損害が痛覚となってフィードバックされることはない。

　もともと大和やまとは、明みよう星じようの二代目ネイバーフッドとして、武蔵むさしに目を付けられていた。第弐富士に来てからは剣術を始め、様々な技能をその身に叩たたきこまれている。

　明星は七〇メートル以上の崖がけを制覇する。地表にある、養老院の裏側に到着した。

『？　あれは』

　明星のアイカメラが収縮する。大和の視覚映像が拡大された。

　施設の展望台で手を振っているものがいる。恋華レンフアだ。大和は複雑な気持ちになる。阿あ呆ほうと罵ののしりたかったが、仕方ないなとも思ってしまう。

「陰帝インデイー！　気をつけてくださいね！」

　明星が外部スピーカーを通して恋華に言う。

『もうじき島の中でも戦闘が起こる。見送りはいいからとっとと避難してください』

　明星は犬でも追い払うようにシッシッ、と手を振った。

　しかし恋華は健けな気げに手を振り続けている。その姿を見て、大和はエイルンの言葉を思い出した。

《今できることは、今した方が良い。こういうご時世なら尚なお更さらにな》

　明星が自分の兜かぶとを人差し指でかく。明星は展望台に近付き、恋華の前まで来た。

『おい恋華。おまえに一つ、謝っておくことがある』

「え？　なんですか？」

　しゃがんだ巨人を少女が見上げる。コックピットの中で大和は一瞬躊ちゆう躇ちよした。数秒を挟んでから口を開く。

『俺はどこかで……おまえと神かん無な木ぎを重ねていた』

　途端に恋華の顔が哀愁に染められる。恋華は辛つらそうに俯うつむいた。

「……はい。なんとなくですけど感じていました。あなたは私を見ているようで、いつも他の人の影を追っているようでしたから」

　大和もまた、胸が締め付けられる思いだった。

『オマエさ。助けると乙女全開で喜ぶだろ。ああいう風にバカみたいに感謝されたり、仕様もない言い合いをしたりしていると……抉えぐれるような胸の痛みがマシになったんだ。どこかで償いたかったんだと思う。アイツを死なせてしまった自分の罪を』

　およそ三年前──

　デストブルムの初陣で機兵部初代部長・神無木緑みどりは命を落とす。

　傷ついた仲間たちを救うため、自らがマリスの囮おとりとなったのだ。大和はそのときの責任を、今でも強く感じている。『だから』と続けた。

『今はオマエの気持ちに応こたえられない』

　恋華はびっくりして面を上げる。顔が紅潮し出し……すぐ真っ赤になった。

「ど！　どど！　どうしてソレを!?!?」

『オマエ、分かり易やす過ぎるんだよ。あれで分からないの、ラノベ主人公くらいなものだぞ？　そしてそんなものは現実にいない。まぁ、でも……おまえのそういう抜けてるところを利用して、現実から目を逸そらし続けてきた俺も大概にクソだ。だから……その……傷つけてしまったらすまん』

　恋華レンフアはうつむき、涙を溜ためる。すると明みよう星じようが『あー待て待て！』と、両手をバタバタ振った。それだけで突風が起こり、恋華は吹き飛ばされそうになる。

『早とちりするな！　今は、といったろ？　ここでオマエに泣かれたら俺はクズ認定、待ったなしだ』

　恋華は「え？」と目を丸める。明星は片膝ひざを地面につける。右膝の上に腕を置いた。

『今は神かん無な木ぎの宿題、この研究の成功に全力を傾けたい。ヘキサの救われる道が開かれて、俺は初めて次に進んでいいように思えるんだ』

「じゃあ……」

　恋華の表情が喜色に染まっていく。明星は照れ隠しのように横を向いた。

『一応の決着まで見届けたら真剣におまえのことも考える。まぁ、だからなんだ。約束してやるから、もう少し待っていてください』

　恋華はわなわなと震える。全身の力を溜め、ぴょんと飛び上がった。

「やったー！」

『は？　ちょ！　恋華さん？』

「それ！　もうＯＫもらったようなものですよね？　良かった、フラれるかと思ったー。陰帝インデイも私のこと憎からず、想おもってたってことですよね？　ね？」

　恋華が嬉うれしそうににじり寄る。明星は怖おじ気けづくように後ろへと引いた。

『いや！　まぁ！　その！　嫌いではないというか！　むしろ好きの、部類というか』

　明星から大和やまとのしどろもどろな声が漏れる。それを見て恋華は「ふふ」と笑った。手を後ろで組んで深呼吸する。

「……はい。それでいいです。十分です」

　はにかみ、恋華は嬉しそうに笑っていた。

「今はそれで十分です。待っててあげますから……安心して行ってきてください」

　明星のアイカメラの光が弱くなる。コックピットで大和は声を失っていた。自分が刀の柄つかを離していたことに気付かない。満たされた気持ちのまま口を開こうとして──

「ああ。ありが」




『七なな扇おうぎ！　狙ねらわれている！』──エイルンの叱しつ声せいが飛んだ。




　刀の柄が再び握られる。瞬時に明星に大和の意識が宿った。

『恋華ぁ！』

　明星が咄とつ嗟さに、恋華を左手で覆い隠そうとして……手の平に風穴が開いた。

　大和が一瞬、自失する。次の瞬間、施設の展望台が吹き飛ばされた。

（砲撃!?）

　噴煙に紛れ……恋華レンフアの身体からだが人形のように飛ばされる。スローモーション映像のように大和やまとには見えた。恋華の身体はコンクリートの上に転がる。

『……おい、なんだこれ？』

　明みよう星じようが左手を見る。手の平には弾だん痕こんを刻まれ、火花を上げていた。

　明星のアイカメラが噴煙の景色にサーモグラフィをかける。女のシルエットが赤く浮かび、画像処理を重ねていく。

『また……俺の、せいなのか？』

　半壊した展望台には、腹から血を流す恋華が倒れていた。







　スイス領孤島より一八キロ地点──岩がん礁しよう。

　海原に乱立する岩場の一つに一機の人機が潜んでいた。

　岩礁の陰から明星を狙ねらい撃ったのはネイバー６番機【ＡＧＦ31】だった。カウボーイハットと一体化したかのような頭部デザインが特徴的だ。

　ナイトブルーの狙そ撃げき手は、身の丈以上の長距離狙撃銃を寝そべる格好で構えていた。コックピットに座るのは白人の少年兵だ。髪は真っ白。その目元は病的な印象を感じさせる。

　６番機のネイバーフッド、アンディ・ライアンは興奮し、ガッツポーズを取った。

「よし！　明ミン国の代表、明恋華！　１００ポイントゲットだ！」

　ＡＧＦ31──狙撃支援用のネイバーで、射撃戦に長たけた汎用人型機となる。

　専用武装【エンジェルダスト】という戦略規模の超ロングレンジライフルを持つ。

　ＡＧＦの真価は独自の狙撃サポートシステムにある。

　エンジェルダストを使用すれば、最大射程が一四〇〇キロまで伸びる。

　最高、東北から九州ぐらいまで、対象物を狙い撃つことができるのだ。

「でもあれがジンの言ってた理想の特異点プログレスか。一応、２００ポイントに設定してるけど……分からないな。僕の方が断然優秀じゃないか」

　アンディは明星を探すが……それを止やめる。

　明星の装甲は固い。一発で仕留めきれない可能性があった。狙うなら遮しや蔽へい物が無く、かつ胸部をこちらに向けた瞬間だ。

　アンディの淀よどんだ瞳ひとみには、濁った殺意が野生の獣けもののように居座っていた。

「今日も僕の想像通りに世界は回ってる……僕以上のネイバーフッドなんて存在しない。ジンはどうしてそれを認めてくれないんだろう。殺すなって言われてるけど……絶対に殺すね。殺して僕の存在優位を今度こそジンに──ぶつぶつ」

　アンディは、水す久く那なたちと同じ元ＩＡ出身の人造ネイバーフッドである。アンディが再び操そう縦じゆう桿かんを握り直す。

「この一回で射線上に飛び込んでくるかな？　……ないか。予定なら、あと二・三人も殺せば明ア星レは標マ的トに変わる。第二目標は親代わりのムサシ・ユーキだ」

　狙そ撃げき手は、うつ伏せの格好でエンジェルダストの砲身レバーを引く。薬やつ莢きようが勢いよく廃棄された。新しい弾丸が狙撃銃に装そう填てんされる。

『さぁ怒れ……ヤマト・ナナオウギ。そして無様に僕に殺されるんだ』







『どけぇ！』

　エルフィーナがアトメントを蹴けり飛ばす。アトメントが海面に落下した。すぐにエイルンは大和やまとのもとへと向かう────

　エルフィーナが明みよう星じようの隣に着地する。

『七なな扇おうぎ！　明ミン代表は……っ!!』

　エルフィーナのコックピットモニターに、傷ついた恋華レンフアが拡大表示された。

　明星からは大和の動転する声が聞こえてくる。エイルンは即断した。

「エルフィーナ！　自動警戒！　すぐに戻る！」

『かしこまりました』

　エルフィーナの首元のブローチが下方にずれる。エイルンが外へと飛び出した。

『恋華、おいっ、つまらない冗談やめろ……返事しろよ、なぁ！』

　エイルンの背後から大和の声が流れる。エイルンは全速で恋華のもとへ向かった。

「エルフィーナ！　研究所に救護要請を！　一刻を争うぞ！」

　手の甲に装着されたエンブレムクロックに指示を送る。エイルンは彼女の傍そばまで来ると、恋華の首元に指を当てた。続いて口元に耳を近付ける。脈もあり、呼吸もしていた。

　エイルンは恋華を担ぎあげて建物へと避難する。

「陰イン、帝デイ」

　運ばれる恋華は朦もう朧ろうとした意識のまま手を伸ばす。その手は明星へと向けられていた。

「でぇえええい！」

　裂れつ帛ぱくの気合と共に、エイルンがドアを蹴り破る。エイルンは飛び降りるように昇降口の階段を下っていった。血だらけの恋華を床に寝かせる。返り血が付いたパイロットスーツのポケットから、赤いキューブを取りだした。

「腹部裂傷！　出血多量！　緊急オペレーションだ！」

【ホスピタルキューブ】が勢いよくバラバラになる。これはラインハルト軍の上級士官のみに貸与される医療機器である。言わば『持ち運びができる病院』と言えた。

　キューブの中から七本のマニピュレーターが伸びた。また彼女の四方に光の壁が出来上がる。何もない場所から、緊急のオペ室が急設された。

　ホスピタルキューブが恋華の治療に入る。

　エイルンは唇を噛かんで恋華を見る。しかし振り払うように、また階段を駆け上がった。

　一方──外ではエルフィーナが明星に語りかけていた。

『また……俺の、せいか？　俺が……俺があいつを好きなったから』

『落ち着きを、サムライ大和やまと。今、ここで感情を乱せば──』

　エルフィーナの耳飾りが一瞬青く光った。エルフィーナが明みよう星じようを真横へと蹴け飛とばす。

　明星が崖がけ下したへ落下していく。エルフィーナの頭上では空間が歪ゆがんでいた。すぐに空間はガラス細工のように割れる。

『ＴＤブレイク反応を検知！　ムッシュ！　お戻りを！』

　エルフィーナが展望台に向けて掌てのひらを伸ばす、エイルンが建物から飛び出した。エルフィーナの掌に乗る。一方、エルフィーナの頭上にはアトメントが空間をこじ開けていた。

『ぐ！』

　アトメントがエルフィーナの細首を片手で握り締める。

『ここは騒がしい。少し付き合ってもらおうか、スカーレットレディー』

「エルフィーナ！」

　エイルンがエルフィーナの腕を道にして、コックピットハッチへと飛び込んだ。エイルンが中に入るや、ブローチが上がる。エルフィーナが両手でアトメントの手首を掴つかんだ。

『ハッチクローズ。次元跳躍にお備えください』







　アカツキのブリッジにエイルンから通信が入る。ブリッジにはアトメントに捕まったエルフィーナの姿が映っていた。

「エイルン！」

　紫し貴きが青い顔になる。すぐにエイルンから応答がきた。

『九重ここのえ！　総括指揮は君が取れ！　すまないが……あとは頼む』

　紫貴は歯を噛かみ締しめる。すぐに「ええ」と、頷うなずいて見せた。

　エイルンはアカツキだけでなく、エイルンコード全員に一括通信を送る。

　画面の中でエルフィーナが空間の穴へと引きずり込まれていく。

『全軍に通達する！　勝て!!』

　エイルンの命令が隊員たちに届く。研究所から出てきていた葵あおいの鬼灯ほおずき・炎一號ごうは消えゆくエルフィーナの姿を捉とらえていた。

『たい、ちょう』

『未来は……未来は、自分たちの手で掴みとるんだ！』

　そう言い残し、エイルン＝バザットとジン＝ナガトはこの戦域から消失した。






Ⅵ　修羅と火山









　一九時半──秘匿研究施設。

　地下五〇メートルにある仮設スペースで、飛鳥あすかがグラン二号とグラン三号の最終調整を行っていた。月げつ下かと日向ひなたはこの状況でまだ出撃ができない状態だった。

『エイルンさんが』

　グラン二号・フレイムパンチャーから日向の声が漏れる。その足元では飛鳥が光学画面に目を走らせている。光学キーボードを高速で叩たたいていた。

『おい！　まだ出れないのかい！』

　グラン三号・ファイヤーキッカーから月下の苛いら立だち声が上がった。しかし飛鳥は黙々と作業を続ける。心なしか、その表情は不機嫌に見えた。

「もちっとかかるねー。二人とも今のうちにトイレとか、水分補給済ましてきていいよー」

『何言ってるんだよ！　敵が来てるんだぞ！』

　月下が怒鳴るも、飛鳥はキーボードを叩く指を止めない。

「バージンエリー、あのカタツムリみたいなネイバーだけど。殻のハッチの開口幅、そんなに大きくないんだよ。戦せん騎き装そうだと四機ずつが限界じゃない？　そんなに慌てなくても三〇〇機くらいまでならテンス一機で巻き返せるよ」

『むこうにはネイバーもいるんだぞ！』

　飛鳥の反応が気に食わないのか、月下は強く焦じれていた。しかし、そんな月下の乗るグラン三号を飛鳥が見上げる。

「どいつもこいつもネイバー、ネイバー」

　飛鳥の様子を見て、グラン三号から月下のくぐもる声が漏れた。

『伍いつ橋はしさん。もう──』

　グラン二号がグラン三号の肩を押さえる。

「ちょっと調子乗りすぎだよね……あの未来兵器ども」

　飛鳥は一言だけそう言うと再び作業に戻る。月下はもう何も言わなかった。







　明みよう星じようは岩肌に沈むように倒れていた。夜空の下、サムライは眠るように、アイカメラを滅灯させている。真っ暗なコックピットでは、大和やまとが眼球を震わせていた。

「本当に……」




《陰帝インデイ》──自分に信頼を預けてくれていた恋華レンフア。




「殺したくなるぜ、このクソ馬鹿野郎っ」

（どうして一度で学ばなかった。どうして一度で終わらせなかった）

　大和やまとは瞬まばたき一つしない。目はらんらんに光り、血走っていた。

（こんな思いをするのは、アイツ一人だけで十分だったはずだ）




《ヤマえもーん！》──生前に見た、ひまわりのような神かん無な木ぎ緑みどりの笑顔。




　大和は血が出るほど奥場を噛かみ締しめる。憤ふん怒ぬの形相で刀の柄つかを握った。

　滅灯していたアイカメラが緑に光る。光はすぐ、緑から赤に変わった。

　岩肌から巨大な体たい躯くが持ち上がる。泥をつけて白銀のサムライが立ち上がった。

　人機が勢いよく手を水平に向ける。専用装備【曙あけぼの丸まる】が弧を描いてその手に納まった。甲高い金属音が、波は濤とうの波音に混じって木霊こだまする。

　明みよう星じようのカメラレンズが収縮する。既にサクラノツルギの戦せん騎き装そう部隊が海岸の防衛戦力と戦闘を始めていた。明星のアイカメラが人ひと魂だまみたいに揺らめく。

『一人もだ……ただの一人も生かしては帰さん』

　人機の内部からモーター音が鳴る。アクチュエータが回り始めた。大和は実感する。明星の機内をエネルギーが循環し始めたことに。

『貴様ら全員………………皆殺しだ』

　明星は海岸から目を背ける。その首は、先ほど展望台を襲った凶弾の主を探していた。







　岩場の陰に隠れてＡＧＦが第二射のタイミングを計っている。

　アンディはアリヤケの艦橋に、一時は狙ねらいを定めた。しかし、その近くでデストブルムがアモンと闘っている。射角からこちらの位置がバレる危険性があった。

　そこで一いつ旦たん、明星の出方──大和の精神状態──の観察に留とどめていた。

「さぁ。早く出てこい」

　ターゲットサイトは明星が落下した崖がけ下したを映している。サイトの中で、岩がん礁しように勢いよく波がぶつかっては散っていく。そのときだ。

『おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！』

　猿叫のような雄お叫たけびが上がった。明星が天へと舞い上がる。規格外の跳躍力に、アンディは一瞬、気を呑のまれる。しかしすぐに驚きは喜びへと変わった。

「本当に？」

『今、誰が撃ったぁあああああああああぁあ！』

　天で明星が背負い太刀を横に薙なぐ。その姿を、モニターを通してアンディは見る。

「うは！　一発で想像通りだ!?　呆あきれるを通り越して殺したいよ、ヤマト・ナナオウギ！　君はやはり特異点プログレスなんかじゃない！　ＩＡなら間違いなく半デ端ミアイテムに計上されてるよ、このマヌケ！」

　アンディはスコープを覗のぞきこむ。ターゲットサイトはぐんぐん上昇する明みよう星じようを追いかける。狙ねらうは一瞬──高度限界点に達したときだ。

「やっぱり僕は完かん璧ぺきだ。これが終わったら次は魔女の零ウイツチ・ゼロを獲とりにいこう」

　アンディが操そう縦じゆう桿かんのトリガーを引き絞ろうとしたとき。

「な──っ!?!?」

　ターゲットサイトの中の明星がこちらを向いたのだ。スコープ越しにアンディは、明星と目が合う錯覚を覚える。動揺は指先に伝わり、そのままトリガーが引かれた。

　岩陰をマズルフラッシュが一いつ閃せんする。砲声を上げてＡＧＦの狙そ撃げき銃が火を噴いた。

　弾丸は狙い通り、高度一二五メートル地点にいた明星へと向かう。

　片や明星は、咄とつ嗟さに背負い太刀で機体の中軸を守る。正中線を刃やいばで隠したのだ。




　右みぎ眼め被弾────刀身に弾はじかれた弾丸が明星の右目を穿うがつ。




　兜かぶとが勢いよく後方に飛ぶ……しかし、隻眼になったサムライはすぐに下を向いた。

　赤い隻眼は下方──ＡＧＦの方──へと向けられていた。

　一部始終を見ていたアンディは総毛立つ。

（芝居!?）

　たったの一発で、大和やまとはこの狙撃ポイントを割りだしたのだ。

『あいつ！　わざと撃たせてこちらの狙撃ポイントを！』

　ＡＧＦが起き上がる。足元付近に置いてあったコンテナ三つを開放した。これはネイバー用の武装を収納したものだ。コンテナの中には様々なオプション火器が納められていた。







　一方、岩場を壊して明星が着地する。噴煙が白銀のサムライを覆い隠す。濛もう々もうと上がった煙の中を赤い光が揺らめいた。

『……』

　赤い光はＡＧＦの方角をジッと眺めていた。







『怒ったのもフリか！　そうか、それならジンも褒めるかもね！』

　ＡＧＦが肩・腕・膝ひざと各箇所に武器をマウントし始める。

『でも残念、僕はちゃんとこれも想像していた！　近接戦しか出来ないネイバーなんて標マ的トと同じさ！　近づく前に穴だらけにしてやる！　おまえは、もっと苦しんで死ぬことになるんだよ、特異点プログレス！』

　ＡＧＦが左腕にガトリングを下げる。左前腕にグレネードを装着した。膝にはロケットミサイル発射機が取りつけられる。明星が着地した地点に向け、銃器を構えた。

「さぁ来い！」

　コックピットでアンディは再びスコープを覗のぞく。明みよう星じようの反応を割りだし、画像を拡大させた。この場所目がけて飛んでくるとばかり思っていた明星は──

「なんで……走ってこない？　それに、アレ──」

　天高く片足を投げ、何かを投げようとしていた。

「投球の………………フォーム？」

　一瞬、ＡＧＦが構えた銃器を降ろす。しかしすぐ、アンディは大和やまとの思惑に気付いた。

『まさ──ぅつ!!』




　一球発破────ＡＧＦの右肩から先が吹き飛んだ。




　──粉々に舞った装甲破片。──へし折られたエンジェルダストの砲身。──飛ばされたＡＧＦの右腕が黒い海へと落ちていく。

　ＡＧＦはたたらを踏む。尻しり餅もちを付くように地面に倒れた。

『バカなっ！　こんな……こんなこと！』

　右肩の破損箇所から火花が上がる。オイルが血のように垂れ始めた。

『僕はこんな想像していない！　ううん、誰にも想像できるもんか！』

　謎なぞの一撃で、ＡＧＦは戦闘不能に追い込まれてしまう。

　強制通信で大和の声がＡＧＦのコックピットに送られる。

『今、投げたのは一六〇センチ大の鉄の玉だ。戦せん騎き装そうの装甲を粘土みたいにこねて作った。さしずめ、一六〇センチ明星砲と言ったところか』

『ただの投とう擲てきで、ネイバーの六六層特殊研磨装甲が！　こんなのありえない！』

　右肩から先全すべてを折損。左に数十センチずれていたら、コックピットをぶち抜かれていた。ＡＧＦは、機体の神経となる駆動系を大きく損傷していた。

　これだけの損害は全て────『投球』の一発でもたらされた災厄だった。

「なんでどうしてなんで？　どうして、僕の描いた通りに世界が回っていない!?　１００ポイントの次は２００ポイントゲットのはずだろ!?　なんでＡＧＦが壊れかけてるのさ！」

　パニック状態のアンディが機体の操作を試みる。

　右半身の駆動系をカット、自走可能な状態まで持ち直そうとする。この場から一刻も早く、離れなければならないと思った。

「修正修正修正！　アレは本当にいけない！　脳筋にもほどがあるぞ、７番機！」

　コックピットモニターの中で再び明星が投球のフォームに入った。

「……まて、もう動くな。僕にこんな想像をさせるなっ」

　アンディは気付かない。自分の顔が今、泣きそうになっていることに。

『片目でもよぉく見えてるよ。露出した胸部が……コックピットは胸にあるんだろ？　つまり、そこには貴様もいるわけだ』

『特異点プログレス！　分かった！　君が一番でいい！　君の性能をちゃんと認める！　だから……もう止やめて？　僕を、殺したら大きな損失になるよ？　……ねぇってば！』

　尻しり餅もちをついた格好のＡＧＦが左手を前に伸ばす。まるで命いのち乞ごいをするように。

『止め───っ！』

　アンディの願いも空むなしく……ＡＧＦの胸部コックピットに風穴が開けられる────

　白銀の具足が地面に沈む。明みよう星じようは投球の姿勢から上体を元に戻す。

『鉄砲なんていうのは、弾を早く、遠くへぶつけるためだけの装置だ。デストブルムが五〇キロ先まで武装コンテナを投げとばせて、その六倍の機体出力をもつ、明星こいつに出来ない道理はない』

　復ふく讐しゆうをはたしても大和やまとの胸は晴れない。明星は新たな標的を探し始める。







　多足を生やした、巨大貝殻が浅瀬の海を滑っていた。

　ジンの側近、バレーナ・センディノの繰る、ネイバー19番機【悠ゆう陽ひ拾じゆう型がた】だ。

『アンディが……瞬殺』

　悠陽は砂浜に入ってからブレーキをかける。彼女は海際の防衛線を突き崩そうと考えていた。しかしバレーナはすぐ方針を転換する。

　バージンエリーの周囲にいる戦せん騎き装そう部隊に指示を送った。
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『予定変更だよ！　私が７番機を止めに行く！　上陸はグスターブの隊が担当！　街の制圧はあんたらでやりな！　ネイバーさえ止めれば、あとは付け合わせのニンジンだけだ！』

　悠ゆう陽ひが再び海岸を進む。するとどうだ。夜の浜辺には数え切れないほどの残ざん骸がいが転がっていた。それらは全すべてサクラノツルギの先発部隊のものだった。そしてすぐにソレが来る。

『誰が！　付け合わせのニンジンだって!?』

　鬼の戦せん騎き装そう【鬼灯ほおずき・炎一號ごう】が二刀を振りおろして降ってくる。高周波振動刀【鬼】が悠陽の貝殻にぶつかる。電動ノコギリのような刃擦音と共に激しい火花が上がった。

『こいつ……北米戦役のときの！』

『エイルンコード特別作戦班！　一いちノの瀬せ葵あおいと鬼灯・炎一號だ！　覚えておきな！　この貝殻野郎！』

　ぶつかる二刀と外殻……突とつ如じよ、葵に嫌な予感が走った。同時に鬼灯が双肩ブースターを逆噴射する。悠陽から距離を取るや、貝殻が内側から爆発を起こす。

『どけ一ノ瀬！』

　鬼灯と入れ替わるように、ブルーカラーの戦騎装・三機が悠陽を囲む。

　スター小隊の【風神カスタム】三機だ。その頭部には『三』『蒼』『星』の漢字がそれぞれペイントされている。大だい地ち機を筆頭に、オルソン機・山やま武たけ機が、爆発を起こした巨大兵器にマシンガンで集中砲火を食らわせる。

『やったか!?』

　山武機から声が上がった途端、噴煙の中から何かが飛び出す。それは榴りゆう弾だんだった。榴弾は四機の足元に着弾するや爆発する。葵たちは四散し、間一髪で爆風から逃れた。

『漢字ペイントに、氷ひ室むろメーカーの戦騎装ＢＳ……思い出した。アンタたち、ジンが褒めてたヤツらか』

　爆炎の中から現れたのは女性型のフォルム──着物にも見えるドレスを纏まとった、人型の巨大兵器だった。その両隣には巨大貝殻が二つに割れて浮遊している。貝殻は砲撃支援ユニットに姿を変えていた。女性型のこの人機がネイバーの本体となる。

【悠ゆう陽ひ拾じゆう型がた】──多面戦闘型のネイバーだ。

　貝殻状のボディは、本体ではなくバックパックに当たる。貝殻状の特殊装甲の中に人型汎用機が眠っている。強襲制圧・陣地防衛、そして現在のように分離した状態での汎用戦闘も可能にする。バレーナは四人のことを嘲ちよう弄ろうした。

『謝る。さすがに失礼か。ニンジンに』

『……言ってな』

　鬼灯が再び二刀を構える。その鬼面は女性型の人機に狙ねらいを定めていた。

　悠陽の着物──上腕から垂れた長い袖──が尖とがり、堅くなる。

　悠陽が着物の裾すそを剣に変えた。鬼灯の方を向く。一方で、風神カスタムの三機は照準を二機の貝殻シエルユニットに定める。そのとき、四機のレーダーが新たな反応を捉とらえた。

　オルソン機から『この反応!?』と動揺の声が上がる。

『七先輩！』『７番機!?』

　鬼灯ほおずきと悠ゆう陽ひが同時に、同じ方向を向く。対角線上で明みよう星じようが、砂浜を踏み荒らして助走をしていた。明星は地面を蹴けり、一〇〇メートル級の大跳躍を披露する。

　悠陽に乗るバレーナはその様子を見て、悪い予感が走った。

『あの方角……っ、ヨアヒム、気づかれてる！』

　明星の狙ねらいはサクラノツルギの本命────18番機メルキセデクだった。







　高度一五〇メートル地点。

　月明かりによって反射光が見え隠れする。それは音もなく、スイス島の上空から接近していた。

　ネイバー18番機【メルキセデク】

　大きな三日月状の飛行ユニットを背負う。腰部に付く、六枚の翼はボムコンテナだ。

　専用の装備をマウントした状態で、メルキセデクは光学迷彩を使用していた。辺りの景色と同化し、その姿を隠す。

　しかし……メルキセデクが突とつ如じよ、ガトリングの向きを変える。すると下方から猛スピードで黒い影が急接近……轟ごう音おんが響き渡った。衝撃でメルキセデクが上空を何十メートルも滑り落ちる。また光学迷彩も解除された。色を付けるように、メルキセデクの全容が浮かび上がってくる。メルキセデクに取り付いたのは明星だった。

『性能バカの明星コイツの目と耳を舐なめてくれるな。ネイバーのミラクル機能が搭載されてないぶん、素のスペックはアホみたいに高いんだよ』

　明星の隻眼がメルキセデクの顔を睨にらみ降ろす。手首を押さえられ、メルキセデクはガトリング二門を落下させる。しかし、すぐに頭部の機関砲で応戦した。

　銃声と光が両者の合間で激しく起こる。だが、明星の装甲は厚い。銃弾のことごとくが兜かぶと顔に弾はじかれていく。

　明星はメルキセデクの背に腕を回す。がっちりと自機の左手首を掴つかんだ。メルキセデクをホールドすると、月の聖者の装甲から悲鳴が鳴り始める。

『国連の発表しているネイバーの戦術序列……基準がガバガバ過ぎだよなぁ』

　隻眼の赤が強くなる。片やメルキセデクは頭部の角を抜いた。角の装飾は刃やいばとなり、それを明星の肩に突き下ろす。振り下ろした刃は金属音を上げ、折れて空に舞った。

『暫定一位のメルキセデクオマエと、万年最下位の明星コイツで──っ』




『こうなるか！』──メルキセデクが抱き千切られる。




　メルキセデクの上半身と下半身が、それぞれ落下していく。マウントした火器の残ざん骸がいもだ。明星もまた、自由落下で地面へと向かった。残された飛行ユニットだけが、程なく空中で爆発を起こす。

　上半身だけとなったメルキセデクが浜辺を滑るようにして墜落した。同じく隻眼のサムライが地面をめくって着地する。聖者の残ざん骸がいを一いち瞥べつし、明みよう星じようは兜かぶとを上げた。

『これで、二機っ』

　明星が降りて来たのは葵あおいたちと対角に位置する海岸だ。島の外側を迂う回かいしてきた部隊を大和やまとは確認する。

　戦せん騎き装そう部隊、数にしておよそ二〇機。明星はその行く手を阻むように立ち塞ふさがった。

『引けとは言わん。貴様らもまた、自分たちの大義があるんだろう』

　明星が手を横に向ける。曙あけぼの丸まるが磁石に吸い寄せられるように飛んでくる。明星は五〇〇トンもの超重の太刀を楽々と受け取る。背負い太刀は火花を上げて肩に掛けられた。

『──とでも言うと思ったか？』

　大和の声質が変わる。それは冷たく、拒絶を孕はらんだ声だった。

『人のトラウマスイッチに汚いケツでポンピングしたんだよ……貴様らは』

　戦騎装の部隊が海上で左右に展開していく。それぞれが扇状に空中機動を描いた。

　対する明星は四し股こを踏むように足を広げる。

『逃げても追うさ。悲鳴を上げて、小便を漏らして、命いのち乞ごいして、それでもむごたらしく殺されてくれよ』

　コックピットにいる大和は目を血走らせている。左目から一筋の涙が零こぼれた。

「俺をぜったいに許すな……恋華レンフア！」

　大和がフツノミタマの柄つかを握り直す。明星の隻眼──真っ赤に怒る左目──が光の軌跡を作った。明星が曙丸をぶん投げる。右側へ回り込んだ五機に向けて。

　大回転する大太刀──先頭・二機の上半身と下半身が両断された。

　曙丸がそのまま海面にぶつかる。起こった水爆発が飛ひ翔しようしていた他の三機も呑のみ込こんだ。

　明星が単機駆けを始める。闘争に身を任せ、心を委ねる。大和は修羅となった。

（笑いたければ笑え！　好きなだけ笑えばいい！）

　一方、左側に回り込んでいた部隊が明星に接近する。

　明星は右腕を伸ばした。激突の火花と共に一機の頭が後方へ押し出される。明星は潰つぶす勢いで片足も掴つかむ。そのまま両腕を思い切り引いた。戦騎装の胴体が引き千切られる。

（自分の物差しで測り、いくらでも嘲あざ笑わらうがいい。貴様ら凡愚どもに俺の何が分かる！）

　明星の右手首にワイヤーが巻き付く。続いて、左腕、胴体、更に両腿ももにも巻き付いた。太い鉄線が軋きしみの音を上げる。ワイヤーは戦騎装の手首から伸びていた。

　戦騎装が八機掛かりで明星を拘束しようとする。

（見ている世界が違う！　抱えている荷物の大きさが違う！）

　明星の真正面──海面を進むのは巨大な砲撃ユニットだ。

　騎馬戦の要領で三機の戦騎装が運搬している。砲撃ユニットの砲口が赤く光り出す。

（果たさなければならない責任があった！）

　明みよう星じようの力こぶが盛り上がる。隻眼が強く光った。明星は、抱き締めるように腕を交差させる。腕を拘束していた四機がワイヤーに引っ張られる。

　明星はそのまま上体を思い切り反らした。ブリッジだ。そのとき、数キロ先にある砲撃ユニットから主砲が撃ち出される。

　射線上に飛び出した四機が羽虫みたいにバラバラに砕かれる。明星の腹スレスレの箇所を砲弾は通り過ぎた。

　明星の後方で大爆発が起こる。爆発のバックライトが明星を白い光の中へ包み込んだ。

（辿たどりつかねばならぬ場所があった！　神無木おんなを死なせた負い目があった！　声なき期待に応こたえたい侠きよう気きがあった！）

　燃え盛る爆炎の中、『戦せん騎き装そうの生首』が飛び出した。生首は砲撃ユニットの口にすっぽりと納まる。すると砲撃ユニットは内部爆発を引き起こした。砲撃ユニットを担いでいた戦騎装・三機もまた爆発に巻き込まれる。

　両腿ももにワイヤーを巻きつけた戦騎装たちが続々とワイヤーを切り離した。

　炎の中から、白い悪鬼が前傾姿勢で飛び出してくる。

（途方もない大きな荷物をしこたま抱えてもがいているんだ！）

　走る明星が曙あけぼの丸まるを呼ぶ。背負い太刀をキャッチしながら回転……長刀の大旋風が起こる。戦騎装四機が一刀のもと、両断された。後追いの爆発が明星を呑のみ込こんだ。

（俺だって考えたさ！　逃げて、全すべてを忘れてしまおうか！　気ままに生き！　文句を言われても無視して！　十分にやったと、自分を騙だまし続ける生き方を！）

『でもそれができないんだよ！　こっちは！』

　大和やまとの想おもいを明星が雄お叫たけびに変える。明星は秒を重ねることに残ざん骸がいを積み上げていく。

　大和は叫び続ける。声で、心で叫び続けた。

　あの、どこか甘えたがってる視線が……自分に寄りかかりたいのを我慢している仕草が……悩み、困っている自分を本当の意味で救って欲しいと思う、乙女心が。

『分かって、手を差し伸べられないチキンが俺だ！』

　女を乗りものみたいにとっかえひっかえできるナンパ男と一緒にするな。こちらは恋愛経験ゼロの童貞なんだ。

　あの視線、可か憐れんな仕草を……重く感じてしまうときがある。

　無駄に強すぎる責任感が、恋を重荷に変えてしまった。切り分けて考えられなかった。彼女の未来にまで考えが行ってしまう。また新しい荷物が増えてしまうと。

　だから気付かぬふりをした。傷つかないで済む距離を保った。負担にならないところまでしか彼女を近寄らせなかった。でも──しかし──

『ずっと逃げて！　じゃあ、向き合ってみようと思ったらコレか！』

　半端な覚悟しか持たなかった代償がこれだ。

『なんなんだよいったい！　誰か教えてくれよ！　俺は結局、どうすればよかったんだ！』

　守ることは叶かなわず……明ミン恋華レンフアを神かん無な木ぎ緑みどりの二の舞にしてしまった。

『こんなことになるなら！　最初から好きになんてならなかったさぁ！』

　大和やまとの嘆きと共に、明みよう星じようは暴れる。暴れ、暴れ、暴れ続け─────




　気付けば大和は、一人で上陸部隊の片翼を殲せん滅めつしていた。




　巨大な偏平足が浜に沈む。足を撫なでるように波が行き来した。遠巻きで銃・砲声が聞こえてくる。明星がダランと太刀を下げていた。抱えるように兜かぶと顔を手で覆う。

『エイルン、教えてくれ……俺は、間違ってたのか』

　この場にいない戦友に大和は聞く。半ばすがりつくように……。

　そのとき、海面から波なみ飛沫しぶきが上がった。猿人のネイバーが海中から飛び出す。

『イキってるじゃないかぁ！　小僧！』

　ネイバー４番機【猿えん王おう】とそのネイバーフッド、グスターブだ。

　跳躍した猿王が明星を飛び超える。交差の瞬間、明星の後頭部を掴つかんでいた。

　明星が顔面から砂浜に叩たたきつけられる。兜頭が数メートル、砂中に沈んだ。地べたに伏したサムライを猿人が見降ろす。明星は片手をついて起き上がろうとした。

『でも礼儀が少し、なぁ！』

　持ち上がった明星の頭を猿王が踏み付ける。明星の顔面が再度、砂に沈んだ。

『最近の若い奴やつは頭が高いよなー。何も見ていないくせに、全すべてを見てきたようなしたり顔をして。大人がそれを見て何を想おもうか分かるか？　もう、げんなりさ。機嫌の悪いときに、それを見た日なんか頭を割りたくなる』

　明星が、頭を踏みつける猿王の片足を掴んだ。力にものを言わせ『そうかよ！』と猿王を投げ飛ばす。猿王はその図ずう体たいからは想像もつかないほど軽やかに舞う。一回転して海面に着地した。対する明星が面を上げる。大和がどす黒い感情を発露した。

『今、俺はとても気が立ってる。だから──』

　明星が曙あけぼの丸まるを拾う。その隻眼が真っ赤に光った。

『苦しんで死ぬか、とても苦しんで死ぬか……選べよロートル』

　大和がそう言うや、猿王から野太い哄こう笑しようが上がる。猿王の背面装甲が持ちあがった。内部から白兵戦ロッドが飛び出す。

　ロッドは空中で伸びると猿王の手に納まる。猿王は軽妙な動きで棒を振り回した。

『多いんだよ。大きな口を叩いて、最後は泣きながらママの名前を叫ぶヤツ』

　猿人のネイバーが槍やりのようにロッドを構える。その両手からカギ爪が伸びた。

　４番機【猿王】──強制誘導型のネイバーだ。

　人型汎用機の中では最新鋭に分類される。ボディカラーは黒とオレンジ。西さい遊ゆう記きの孫そん悟ご空くうを思わせるデザインをしている。

　明星と同じく、高い機体性能ポテンシヤルを持ちつつ、マリスを強制的に呼び寄せる【ハウリング】という特殊機構を搭載している。

『部下をやられた礼だ。コックピットから引きずり出してお人形さんみたいに手足を引き抜いてやろう』

（こいつ）

　明みよう星じようは背負い太刀を正眼に構える。大和やまとは今のやりとりで体感していた。先ほど倒したＡＧＦ31や、メルキセデクのような機能性重視の機体ではないと。

（同じタイプのネイバーだ）

　大和は気を引き締める。橙だいだいの猿人と白銀のサムライの一騎打ちが始まった。




　サクラノツルギはバージンエリーを介し、部隊を大量投入できる。

　現在は島を包囲する勢いで進軍を開始していた。しかし、紫し貴きの采さい配はいしたエイルンコードの隊員たちが要所を支えることでそれを防いでいる。

　正面玄関となる沿岸部第一防衛戦ライン──ここは現在、スイス正規軍と、葵あおい・スター小隊が全力で食いとめている。

　島上空と、防衛線を敷いてなかった北西海岸──メルキセデクの奇襲及び、島の裏手を回ってきた敵部隊は、大和の機転によって上陸を防がれていた。

　エイルンコードの奮闘によって戦況は比較的優位にある。しかし物量差はサクラノツルギに軍配が上がる。小さな綻ほころび一つで瓦解しかねない状況とも言えた。




　南西部──沿岸部第二防衛ライン。

　スイス島の正規軍に戦せん騎き装そうは配備されていない。機甲部隊の運用形態も一昔前のものだ。

　海際で、自走榴りゆう弾だん砲や戦車が砲撃を続けている。海上では護衛艦が艦砲を撃っていた。

　しかし……また一隻、護衛艦が轟ごう沈ちんする。

　戦騎装たちが浜辺に上陸を果たしていた。戦車部隊は回頭し、しきりに砲塔の向きを変えている。戦騎装の小回りの利く機動に翻ほん弄ろうされ、どんどん数を減らされていく。

　沿岸部第二防衛ラインは陥落まで秒読みの段階に入っていた。

　戦車の砲手から悲鳴が上がる。サクラノツルギの戦騎装【リンカーンＲＦ】が圧のし掛かるようにして戦車を踏み潰つぶした。

『クリア。このまま第三防衛ラインを攻略する』

　リンカーンＲＦはアメリカの民間会社が開発した戦騎装である。

　値は張るが砲戦・格闘戦を問わない。幅広い運用を可能にするのが売りだ。現在、三つの軍から注文が殺到している高性能機であった。

　光沢のないマッドブラックのボディ。痩やせ身のデザインに反して、なかなかの機体出力も備えている。リンカーンの一機が頭の向きを変える。

　一眼カメラが捉とらえたのは、夜の市街地だ。数キロ先に沿岸部と等量の機甲部隊が陣を構えていた。

『強いな。ここの兵は。ＢＳの投入なしでここまで減らされたか』

『残弾六割。かなり消耗させられた』

　戦せん騎き装そうが続々と浜辺に上陸する。当初、二個中隊いた隊が、現在は一五機しか残っていない。実質、半数近くまで減らされていた。

　隊長機のリンカーンに、随伴機が進言する。

『ベイニー。作戦を変えよう。奴やつら、夜目も利く。正面からやるのは危険──っ！』

　瞬間、随伴機の上半身を『赤銅の球』が襲った。他のリンカーンが即座に飛び散って距離を取る。被弾した機体は真っ赤に溶解し、脱出機能が作動した。

　背中からコックピットブロックが射出される。機体が程なくして爆砕した。

『レーニン！　クソ！　新手か!?』

　上陸部隊の対応は早い。シールド装備のリンカーンが五機、前に出た。

　シールドを持たない機体は入れ替わるように、彼らの後ろへと後退する。

『レスト！　マキシミンは俺の後ろに！　早くしろノロマ！』

　パイロットがそう叫び、頭まで隠せるほどの大盾を正面に構える。先ほど仲間を倒した、謎なぞの火球を警戒していた。更なる火球が二発──街とは反対の森林部から飛んできた。

　火球とは炎弾だった。最前のリンカーンが盾で炎弾を防ぐ。

　大衝撃が盾役のリンカーンを襲う。吹き飛ばされる、ギリギリのところで踏みとどまって見せた……しかし。

『た！　盾がバターみたいに溶けた！』

　防御に使った盾がドロドロに溶解していた。一八〇ミリの戦車砲にも耐えられるよう、設計された盾が、だ。

『イスラエル製の耐ＡＰＤＳシールドだぞ！　いった────っ!!』

　今度は続けざまに二発きた。一発目が盾を溶かし、二発目がリンカーンの上半身を燃やす。爆発する前に、そのパイロットはコックピットブロックを射出させた。

　森の奥から駆動音と、木をへし折る音が聞こえてくる。機動兵器のものと思われる、照明ライトが縦横無尽に森の中を走り回っていた。上陸部隊に混乱が渡る。

『この反応！　速い！　速すぎて捉とらえきれない──っ！』

『撃て！　いいから撃て！』

　森林部に向けてリンカーンが一斉射を始める。銃撃の閃せん光こうがマッドブラックの上半身をそれぞれ照らした。しかし走破音は止やまない。それどころかどんどん大きくなっていった。

　マシンランプが木々の合間を行ったり来たり……その間に撃ちだされる炎弾が一機、また一機と焼却していく。二基のコックピットブロックがまた、戦線を離脱する。

　指揮官機から隊長の声が上がった。

『くるぞ！』

　森の木が三本、吹き飛ぶ────現れたのは月げつ下かの操るグラン三号だった。

『出遅れたぶん、仕事するよ！　陰険ウサギ！』

　鋼鉄のモンスターが空中に躍り出た。その背中に生えるのは──

『言われなくても！』

　グラン三号と合体したグラン二号から日向ひなたの声が上がる。

　グラン二号が右腕に装着した可変式炎熱砲塔【カレイドコロナ】を空中で構えた。カレイドコロナが重低音を鳴らして炎弾を吐きだす。新たな二機が、腰部まで溶解・爆発した。

『おまえら、見ろ────！』

　グラン二号が背負う、冷却ユニットから飛鳥あすかの声が上がる。

　重装甲・四足モンスターのグラン三号が下半身を務める。

　単眼の砲戦戦せん騎き装そう・グラン二号が上半身を。そして鬼灯ほおずき・炎一號ごうと同じ動力である【トイズナインス】を積んだグラン一号を背中に担ぐ。

　それは半はん人じん半はん蜘ぐ蛛ものモンスター、アラクネのようなフォルムをしていた。

　単眼の狙そ撃げき手は、最速の下半身を手に入れて乱入する。

『これが僕のテンスの完・全！　最終形態！　弾丸特急のジェノサイドタンク！』

　グランは、脇わきや多足から蒸気を吹き出した。

『その名もグランヴォルカン！　だぁあああああああああぁあぁ！』

　グラン一号・二号・三号改め【グランヴォルカン】には、耐熱装甲であるガンフェイスが被かぶされていた。ガンフェイスの隙すき間まで、単眼が十字を切って光る。

『名乗ってる場合か！』

　月げつ下かが突っ込みを入れる。沿岸部に到着したリンカーンＲＦは、グランヴォルカンを標的へと定めた。一機がグランを取り押さえるべく、右から飛びかかる。

「っち！」

　バイク型のコックピットで月下は舌打ちする。体重を右に傾け、勢いよくサイドレバーを落とした。反動で防護服に包まれた乳房が跳ねる。

　グランヴォルカンがハング音を鳴らす。次の瞬間、機体が消えた。

　飛び掛かったリンカーンの下半身が、バラバラの破片になって舞う。巨大な砲弾が通りすぎたかのようだ。残った上半身が浜辺に激突した。

　同じく、一〇〇メートル先の砂浜が爆発する。こちらは点火による爆発ではない。砂をめくり上げてグランヴォルカンが姿を現す。コックピットでは月下が息を上げていた。

「なんつぅ、堅さと……加速力スピードだよ」

　月下は声に艶を混じらせる。擦こすり付けるように、股をもぞもぞと動かしていた。

「ジェットが爆発したみたいだった。ゴキ、ブリ、かいっ」

　月下の体に痙けい攣れんが走る。余韻に浸ってから顔を上げると……月下の頬ほおは紅潮していた。

「これ、ヤバ……戻れなくなるかも」

　月下は艶あでやかな吐息を漏らす。汗と一緒に前髪をかき上げた。口の端を左右、舐なめて潤す。またサイドモニターには日向・飛鳥との映像通信が常時、繋つながっている。

　日向は画面の向こう側で胃液を逆流させていた。

『日向っち！　月下ちんがワンブー使うときは慣性制御スイッチ、ＯＮにしてね？　ゲボ吐くよ？』

『先に！　言ってください！』

　口を拭ぬぐいながら日向ひなたが飛鳥あすかを非難する。その目め尻じりには涙があった。

「ワンブーって、今の瞬間移動の名前？」

　月げつ下かが聞くと、飛鳥は『月下ちん、顔エロ』と引く。

『その名も一秒全力加速ワンセカンド・フルブースト！　今のテンスは従来のキッカーの多足走行・四足動物機動・車両走行に加え、一秒で最大加速値に到達できるようになってるの！　月下ちんの仕事はとにかく逃げる！　逃げまくること！』

「そりゃ……分かり易やすい！」

　月下が笑って頭を下げる。右手でマシンのギアチャンジをした。

　グランヴォルカンの巨大タイヤロードホイールが急回転──砂煙を上げて急速発進する。上半身が腰を基点に回転する。狙そ撃げき手が右腕の銃を構えた。

『何やってんだ！　撃ちまくれよ！』

『あなたのせいでまだ視界がっ──きゃぁあ！』

　日向が照準を定める前に、グランヴォルカンが再び一秒全力加速ワンセカンド・フルブーストを使った。包囲しようとしたリンカーン三機が目標を失う。

　グランヴォルカンはというと──

『それ使うとき、言って下さい！　お願いしますからっ』

　懇願にも似た日向の声が上がる。グランヴォルカンは大木をへし折り、地面を一直線に掘って止まっていた。まるで、森林に隕いん石せきが落ちたみたいな光景だ。

『これ水平に跳ねてるだけか！　旋回性能はゴミかよ、使いどころが難しいね！』

　月下の声を流し、グランが立ち上がる。その単眼が沿岸部の方を向く。

『陰険ウサギが動けるようになったら行くよ』

『くひ！　やっと実機のデータ収集ができる！　二人とも！　思う存分やっちゃって！』

『もう、最悪っ』

　かつて氷ひ室むろ義塾が誇った、最速のランナーと必中のガンナー。決して交わることのなかった水と油が……不本意ながらも互いに手を取る────

　ヘーベンツ少尉が率いる第一二三戦せん騎き装そう小隊は、沿岸部第二防衛ラインの攻略を命じられていた。小隊長のヘーベンツがまだ若いこともあり、彼らは制圧後に上陸する予定だった。しかし、尻しりを蹴けられるように出撃を命じられる。

　海面を切り裂くように四機のリンカーンが進む。推進のジェットで波が巻き上げられていた。ヘーベンツ機が先頭、残りの三機が後ろにつく。

『各機。あと四分もすれば戦闘エリアに入る。訓練通りにやれば大丈夫だ』

　かくいうヘーベンツの声も震えている。まだ一六になったばかりの少年で、他の隊員たちも似たり寄ったりである。ヘーベンツ隊は今日が二度目の出撃となっていた。

　いつもは減らず口を叩たたく隊員たちも、緊張しているのか大人しい。

　二キロほど前進し……先頭を行くヘーベンツ機から『とまれ！』と声が上がった。

　ジェットを逆噴射させ、急ブレーキをかけるリンカーンたち。急に止まった隊長に文句を言うものが出る。しかしすぐ、全員が言葉を失った。

『ここに浮かんでいるのは……もしかして全部？』

　ヘーベンツ機から訝いぶかしげな声が上がる。周海には、数え切れないほどの四角い塊が浮いているのだ。よく見ると、それは全部、リンカーンのコックピットブロックだった。その一つ一つからＳＯＳ信号が出されている。

『ヘーベンツ！　アレ見てみろ！　海岸に立ってるやつ！』

　後ろの一機から部下の声が上がる。海岸もまた異様な光景が広がっていた。

　ドロドロに溶解した一〇メートルの人型が立つ。外装は溶けて真っ赤に光っている。溶けた鉄が、溶岩のように足元に広がっているではないか。

　溶解した機体が視界に入っただけでも一二……機関部の損壊を免れ、爆砕しなかった残ざん骸がいたちだ。また、浜辺に乱立しているのは奇怪なオブジェだけではない。

　沿岸部にはむせ返る量の炎粉がまき散らされていた。

『おい新兵ども！　驚くのはいいから早く引き上げてくれ！』

　コックピットブロックの一つから音声通信が届けられる。それは中隊長の一人だった。

　この後、ヘーベンツ小隊はコックピットブロックの回収に追われることになる────




──ターゲットサイトが跳ねる。──震動に併せてポニーテールが躍った。──弾丸を咥くわえる少女の口。──モニター上のリンカーンの反応が……また一機、消えた。

「ぷっ！　きゃは！」

　日向ひなたが弾丸を吐きだす。喜びの嬌きよう声せいを上げた。眉まゆは開き、笑みを堪こらえられない。

「飛鳥あすかさん！　この機体、最っ高……最高よ！」

　日向の前に広がる操縦デバイスはかつてと形が違う。多種多様な銃の造形ガンモデルの操そう縦じゆう桿かんが並んでいる。二丁拳銃・狙そ撃げき銃・砲撃関連のサブトリガーなど。

　日向は現在、二丁拳銃の操縦桿を握っていた。サイトを見ながらトリガーを絞り続けている。ご機嫌で、今にも鼻歌を歌いだしそうな様子だ。

　外では、グランヴォルカンがカレイドコロナを取り回す。

　多種弾薬対応・可変式炎熱砲塔【カレイドコロナ】──グランヴォルカン専用の砲筒だ。

　使用目的に合わせて砲塔が変形する。

『モジュールＣ－２！　ガンファイト！　こんな銃、撃ったことない！　戦せん騎き装そうの装甲って、こんなに脆もろかったんですか？　もう笑っちゃいます！』

　木々の合間を走り抜ける。砲筒から炎弾を一発、二発と発射する。グランヴォルカンを追ってきた二機の下半身が溶解した。辺りには炎が燃え移り、火の海となっていた。

『日向っち！　北西五〇メートル！　七機きた！』

『モジュールＧ！　ガトリング！　伍いつ橋はしさん右へ！』

　グランヴォルカンから『ちっ！』と月げつ下かの舌打ちが上がる。グランヴォルカンは木をへし折って方向転換した。その間、カレイドコロナの砲身はガトリングに変形する。

『カレイドコロナ！　ガトリングモードで展開します！』

　空回りする砲頭……秒速二〇〇発の速さで劣化ウラン弾がばら撒まかれる。

　横よこ薙なぎにばら撒かれた弾が戦せん騎き装そうたちの手足を貫く。腕や膝ひざがオモチャみたいに取れ、新たなコックピットブロックが四基、森の外へと撃ちだされた。

『？　照準が勝手にズレた』

　日向ひなたが怪け訝げんそうな声を出す。飛鳥あすかが言った。

『不殺傷ノンキルモードで動かしてるからね！　コロナの熱もかなり落ちてるよ。今の戦騎装は機体熱を感知して、危険があれば脱出装置が働くから。ただし実弾だと当たり所が悪いと殺しちゃうからさ。だから照準を機械の方で調整してるの』

『そりゃ優秀。マリスの要領で陰険ウサギが撃ちまくったら、死体の山が二つはできちまう』

　月下が感心して相あい槌づちを打つ。その間もグランヴォルカンは逃げ回る。

『テンスが完成したのもジンたちのおかげだし、殺したら後味悪いからねー。これで死んじゃったら、まぁ運が無かったということで……ほら！　日向っち、きた！』

『それなら遠慮はいりません！』

　日向の嬉き々きとした声が上がった。グランヴォルカンは再びガトリングの砲身を構える。

　大口径のガトリング弾が、木の幹も、土も、戦騎装の装甲さえも噛かみ千切る。

『さすが四七ミリ口径！　ネイバーって普段、こんな素敵なもの撃ってるの？　これならルークの外皮もズタズタにできるじゃないですか！』

　日向の感動を外に漏らしながらグランヴォルカンは進む。射程内に入った敵は皆、日向の餌食になっていた。しかし不意に月下が声を荒らげた。

『弾着警報！　耐ショック！』

　グランヴォルカンの下半身がゴリラみたいに山道を昇り始める。助走を付けて上空へと跳び上がった。

　間なしに、森の一部が吹き飛ばされる。土と木端と爆風が、空中にいるグランを盛大に揺らした。直撃を避けたグランヴォルカンは、泥だらけになって燃え盛る森に着地した。

『艦砲射撃！　なんで!?』

　飛鳥の驚き声が上がる。日向はすぐにサブコンソールを操作した。砲弾の発射箇所を割りだす。一隻の護衛艦がモニターに映し出された。

「スイス軍の護衛艦？　敵にジャックされたんだわ」

　甲板には二機のリンカーンＲＦが着艦していた。日向は口の端を広げる。ダッシュボードから新しい、火薬抜きの弾丸を取り出した。

「丁度いいね。撃ってみたい銃があったんです♡」

　カレイドコロナの砲身がまた変形する。砲身が二段階に分けて伸びる。右肩の後ろに銃のストックを思わせるパーツが伸びた。グランヴォルカンの右腕は長距離ライフルへと変へん貌ぼうする。併せて下半身の前足二本が変形した。縦に一回転、逆関節に切り替わる。

『モジュールＳ、スナイプ。戦せん騎き装そう規格で一五四ミリって……世界初ですよね』

　グランヴォルカンが砲身のレバーを引く。重い銃口を二七キロ先にいる戦艦に向けた。




　轟ごう音おん──砲撃の衝撃が燃え盛る木々を一直線に貫く。




　二七キロ先にある前部甲板──二門主砲の砲座──に針程の赤い点が付く。続いて後部甲板の砲塔にもだ。次の瞬間、護衛艦の砲座が爆発した。前・後部甲板が激しく炎上する。

　日向ひなたは砲座だけを撃ち抜き、護衛艦の無力化に成功していた。

　グランヴォルカンの単眼が動き……命中を確認する。飛鳥あすかが拍手を贈った。

『おー当てた！　おみごと！』

　長距離砲が変形・縮小する。元の砲筒に形態を戻した。

『照準補正も文句なし。オプションＳ２、グレネード！』

　砲身の中腹にある二部分から突起が出る。外気に顔を出したのは砲弾だった。

『クロケット一番・二番！　発射！』

　ボシュ！　と鈍い音と共に、二発のグレネードが発射される。火の森を抜けてきた一機の両膝ひざと顔面に直撃した。パイロットが脱出し、その戦騎装もまた爆砕する。

　グランヴォルカンは炎弾を吐き出しながら、敵を掃討していく。

　すると真横から炎を潜くぐり抜ぬけてリンカーンが現れた。リンカーンはコンバットナイフをグランの頭部目がけて振り下ろす。

『嘘うそ！』『ヤバ！』

　日向と月げつ下かが不意打ちに声を上げた。すると飛鳥が応こたえる。

『大丈夫よん！』

　グランヴォルカンの二の腕──埋め込まれていたガンマニピュレーター──が自動的に伸びる。支援砲火用の二門砲が勝手に動き出す。

　五秒間のマズルフラッシュ──戦騎装の顔面から両肩を蜂はちの巣にする。

　更に、グランヴォルカンは真上に炸さく裂れつ信管を飛ばす。自機周辺に炸裂弾の雨が降った。

　全方位にまかれた弾が、近・中距離に近付いていた敵を四機破壊する。

　飛鳥はパイロットシートで腕を組んでいた。ドヤ顔で、今にも笑いだしそうな表情だ。

「噎むせ返かえる量の鉛と火薬。地図を塗り替えるだけの大火力があれば、部頭隊数も作戦段取りも必要ないんだにゃー。このテンスが一機あれば、全部、こと足りちゃうザマスよ」

　増えては消えていく敵機の反応を見て、飛鳥は舌舐なめずりをした。

「新時代の兵器ニーズは『オレツエーができる戦術兵器』さ。最小単位で最大効果を生むね。それも核兵器とは違った、デリケートなオーダーにも応えられる、丁寧でお利口な大量殺さつ戮りく兵器……ま、直近でいえばネイバーになるんだけど。でもバージンエリー、オメーはダメだ」

　カタツムリの殻に女の裸身を生やすネイバーが拡大表示された。

『さて。実機データも十分に取れたことだし……大物を狙ねらいに行こうか。二人とも』

　第二防衛ラインを灰かい燼じんに帰した鉛色のアラクネは、ネイバー２番機に狙いを定める。







　どこまでも白氷の大地が広がっている。

　雪の嵐あらしが二機の装甲を叩たたくように降り続いていた。

『聞け！　エイルン＝バザット！　時は一刻の猶予もない！　すぐにあの研究を止めないと──ぐっ！』

　アトメントの魔法陣がエルフィーナのブラスト弾を防ぐ。片やエルフィーナは、氷上を滑りながらブラスト銃剣ルイン・ブレスを撃ち込んでいた。

　青い光弾がアトメントに撃ち込まれる。

『その手には乗らないと言っている！』

　併走する二機……不意にアトメントがブレーキをかけた。それから肩に浮かんでいた魔法陣が解かれる。エルフィーナもまた氷上へと着地した。

『？　……どういうつもりだっ』

　アトメント改め、アヴァンアリスはバリアーを解いていた。それから悠然と腕を組む。

『その茹ゆであがった頭を冷やしてやる。全力でかかってこい』

　対たい峙じするエルフィーナとアヴァンアリス。

　魔人に向け、淑女は非難するように指を差す。コックピットのエイルンは更に怒った。

「ならばすぐにコスモフィリアを開放しろ！　ＴＤシステムもエレメントスクロールも、天目フィールドもだ！　何な故ぜさっきから、そのどれも開放しようとしない！」

　舐なめられている。エイルンは本気でそう思った。

『ジン＝ナガトが憎いんだろう？　妬ねたましいんだろう？　劣等感を拭ぬぐいきれないんだろう？　オマエの心底にこびりつく、心の泥を拭ってやると言ってるんだ』

「バカにするのも大概にしろ！　たしかにウエディングを着ていないが、それでも今、俺はコスモフィリアを燃焼させてるんだぞ！　制限なしに戦えるように、俺たちをここに呼び出したんじゃないのか！」

　エイルンが詰問する。しかしジンは沈黙で返した。エイルンは更に業を煮やす。するとずっと黙っていたエルフィーナが口を開いた。

『……アリス。やかましいあなたが何故、先ほどからずっと黙っているのですか』

　エルフィーナが質問したのは、ジンではない。ジンの乗る、アヴァンアリスへだ。

『それに何故、ポンコツサクラの歌声が聞こえてこないのですか？』

　エイルンはそれを聞いて不審に思う。

　ドール・ワルツ・レクイエム内で、アヴァンアリスがエルフィーナと口論をしているシーンは、半ばお約束みたいに挟まれていた。人間の耳では聞き取れない周波数で、アリスがエルフィーナを年増ババア扱いする──といった内容だ。

　またアリスの心臓部には、ヒロインのサクラが制御ユニットとして取り込まれている。

　アリスが暴走をしないよう常に歌い続ける必要があるのだ。

『……………………本当に』

　ジンの声を介してエイルンは察した。彼の心境に。

『おめでたいよな、オマエ』

　心の底からこみ上げたような落胆──それがジンの声には込められていた。

　紅の瞳ひとみをエイルンは見開く。

『うぉおおおおぉおおおおおおお！』

　エイルンは本気でジンに戦いを挑むのだった。






Ⅶ　最悪のシナリオ









　二〇時半──秘匿研究施設。

　五つの診療台に眠る老人たち。彼らはハンニバルの最終実験に志願してくれた高齢のヘキサたちだ。その中にはハンニバルの妻・マーサの姿もあった。

「三〇年以上も、君を待たせてしまったね」

　術衣に着替えたハンニバルはマーサの前髪を梳すくように撫なでる。それから研究員たちに頷うなずいて見せた。

　研究員たちが予あらかじめ用意してあった輸液ボトルを吊つるす。それから被験者の腕に点滴の針を刺していった。輸液ボトルから緑色の液体が体内へと注入される。

「今、エイルンコードが闘ってくれているよ。だから君も頑張れ」

　ハンニバルはマーサの傍そばで膝ひざをつく。刻印の刻まれた右手を強く……強く、握りこんだ。







　沿岸部第一防衛ライン。

　再編したスイス軍が水際迎撃を再開していた。

　戦車砲が間断なく、海へ向けて放はなたれる。戦闘機が海上を飛ひ翔しようしていた。

　戦車砲の直撃を受け、胸部を陥没させる一機のリンカーン。鉄の残ざん骸がいがまた海へとばら撒まかれる。サクラノツルギの上陸部隊は押し戻されていた。

　浜部では葵あおいたちがネイバーの進軍を押さえている。

　支援機に当たる二基の貝殻シエルユニット──そのうちの一体が煙を上げていた。破壊され、砂浜に転がっている。

　もう一機の支援ユニットと闘うのはスター小隊の三機である。

　貝殻シエルユニットの大きさは一二メートル。闘っている風神カスタムとほぼ同じ大きさだ。頭をなくした山やま武たけ機と、右膝ひざから下を失った大だい地ち機が砂浜に押さえ込んでいた。

　貝殻シエルユニットは接地面に赤い熱光線を放はなち続ける。光線が放たれる度、地面と機体の隙すき間まから砂が噴出した。

　貝殻シエルユニットの背面には大きな亀裂が入っている。

『オルソン！　頼む！』

『決めろぉお！』

　二人の呼び声に応こたえるように、オルソン機が滑走する。既に右腕を無くしていた。砂煙を上げて跳躍し、貝殻シエルユニットに襲いかかる。

　オルソン機は、振り上げた左腕を亀裂の中にねじ込んだ。

『左腕も……くれてやるね！』

　ユニットの内部──機械群にねじ込まれた腕から砲筒が持ち上がった。オルソン機は左腕を突き入れたまま、残りの榴りゆう弾だんを発射する。発射の度に支援ユニットが跳ね上がった。

　三機は激しく揺さぶられるも、貝殻を最大出力で押さえ付ける。

　四発目のグレネードが撃ち込まれた時……貝殻シエルユニットは動かなくなった。スター小隊は悠ゆう陽ひの支援機・二基の破壊に成功する。

　一方。悠陽の本体──女型の人機──は、森を迂う回かいし、単機で研究所に向かっていた。

　その横を併走するように、鬼灯ほおずきが追いかける。

『あんたたち！　人間に戻りたくないのかよ！』

『ジンはあの研究を禁忌と言った！　ならば私はそれを止めるだけよ！』

　滑走しながら激しい剣けん戟げき戦が巻き起こる。着物の袖を弾はじき、鬼灯の二刀が悠陽の首を狙ねらい続ける。刃やいばと刃が激突する度に火花が上がった。

『理由も聞かされないのに盲信とか！　あいつって神か何か!?』

『盲信してなにが悪いの!?　彼はわたしたちに明日をくれた！　今日を生きるための力をくれた！』

　鬼灯と悠陽の背丈はほぼ同じ。ネイバーとの途方もない出力差を、葵はテクニックとスピードで見事に埋めていた。炎鬼と太陽姫が山肌を削り、崖がけを登っていく。

「何もしない神置物と彼を一緒にするな、クソガキ！」

　褐色美女・バレーナの眉間に皺しわが走る。

「そういうの！　思考停止っていうんだよ！　オバサン！」
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　葵あおいもまた、猛獣のように吠ほえた。







　シート型のコックピットにパイロットスーツ姿の少年が座る。

　バージンエリーのネイバーフッド、フェデーレ・大おお網あみだ。

「ちょっとマズイっしょコレ」

　フェデーレは汗を浮かべて笑う。頬ほおをポリポリ掻かき、逃げようか考えていた。

「飛鳥あすかのやつ、ちょっとやり過ぎっしょー」

　メインモニターには、バージンエリーを護衛している戦せん騎き装そう部隊の様子が映る。そのうちの一機がまた被弾し、溶解した。射出されたコックピットブロックが運悪く仲間の戦騎装の顔にぶつかった。

『フェデーレさま！　敵の新型はバージンエリーを狙ねらってます！』

　護衛部隊の女隊長、メアリー・フォード中尉が音声通信で言う。

　そのとき護衛部隊の隙すき間まをすり抜け、炎弾がバージンエリーを襲った。炎弾は見えない障壁とぶつかって消滅する。

「うお！　もうこれ、絶対にそうっしょ！　弱ったなー、ジンさん早く帰ってこいっつの」

　バージンエリーがモニターの一カ所を拡大する。燃える森の中を、高速で動く機影が行き来しているのが見えた。フェデーレは「仕方ね」とあっさり諦あきらめる。

「メアリーちゃん。もう転送止めるっしょ。島に上げた分は、バレーナ姉さんの隊に合流させて、あとはバレーナ姉さんに任せる！　エリーの周りを飛んでると撃たれるから、もうフィールドの中に避難するっしょ」

『フェデーレさま！　それでは先発の上陸部隊が孤立してしまいます！』

「だめ。そっちを守るともっと被害でる。匂におうもん」

　フェデーレは鼻をすんすんと動かす。メアリーは言葉を止めた。

「たぶん手遅れな感じ。俺がジンさんに頼まれてるのは、無駄な損害を出さないこと。だからメアリーちゃんも部下たち戻すっしょ。なんなら、ゲートを通って戻っちゃいな」

【危険臭スメイル】──フェデーレの持つ異能だ。

　フェデーレもまた、葵あおいたちと同じ無変化分類ノンギフトのヘキサに分類される。

　フェデーレは戦況の衰勢を感覚的に察知することができるのだ。具体的には鼻がむずむずしだす。この状態をフェデーレはよく『匂う』と表している。

　バージンエリーはその特性上、何万という兵を預かる。ジンから下っている厳命に『ヤバイと思ったら逃げろ』というのがあった。

『エリーちゃん、闘うの苦手なんだけどね！』

　バージンエリーの周囲でまた障壁が発生する。稲妻のような光彩が上がり、大口径の狙そ撃げき弾頭が阻まれた。

『飛鳥あすか！　もっと手加減しろし！』

　フェデーレは見えないところから撃ってくる敵に向かい、文句を言った。







　バージンエリーを狙ねらい撃っていたのは無論、グランヴォルカンだった。

　日向ひなたは大方の水上部隊と飛行部隊の掃討を済ます。増援の元凶たる、ネイバーの無力化に乗り出していた。グランヴォルカンはロングライフルを畳む。カレイドコロナを通常形態に戻した。グランヴォルカンの中で飛鳥がキーボードを叩たたく。飛鳥はバージンエリーの解析を行っていた。眼鏡のレンズに、モニターのバックライトが反射している。

『こっちでもダメ!?　伏ふし見みさん！　あのバリアーみたいなもの、何とかならないんですか！』

「ネイバーだから、マリスの取り付き防止措置はしてるだろうからねー。コロナ砲だけでなく、一五四ミリ弾はじくとか、まじスゴ」

『感心してる場合か、どうすんだよ』

　飛鳥のモニターには、バージンエリーの周囲に展開している、球体状のフィールドが映されていた。

「これだけ強力なもん、常時展開してたらノルブリンカは大丈夫でも、ラジエーターが逝っちゃうよねー。冷却装置、数つけてローテーション組んでる感じか。じゃー、冷却時間に隙すき間まがあるはず……っと！」

　飛鳥あすかがエンターキーを押す。モニターに『２・８秒』と解析結果が表示された。

「おっけ！　あのバリアー、引っ込めてから出すまで二・八秒かかるみたい。テンスの火力ならフルチャージでアイツの装甲、ちり紙みたいに燃やせるけど？」

　映像通信の月げつ下かと日向ひなたが目を丸める。挑むように二人は笑った。

『……当たり前の質問すんなっ！』

『そうですね！』

　画面の向こう側で二人が応こたえる。飛鳥は不服そうにシートに寝っ転がった。

「本当は全自動でやれるのが理想なんだけどね～。パイロットなんて不純物に頼らなくてはならないのも、悲しいかな現代科学の限界か…………でも──っ！」

　飛鳥が身体からだを起こす。「ま、いっか！」と笑った。光学キーボードに向き直る。

『ヒーヒー言わせてやるぜぇ。未来兵器さんよぉ！』

『モジュールＣ－１！　バスターキャノン！』

　日向の声が外気に流れる。グランヴォルカンのカレイドコロナがまた変形を始めた。

　砲口が肥大化し、バズーカのような砲身に切り替わる。グランヴォルカンはそれを右肩に担いだ。単眼のアラクネは、バージンエリーを狩るべく動きだす────

　水上を警戒するバージンエリー。中からフェデーレの声が上がった。

『やっぱ来たし！』

　北西三〇キロ地点に現れたのは鉛色のアラクネだ。グランヴォルカンは浜辺を蹴けって、着水……モーターボートのように海面を滑り始めた。

『水上戦もこなすとか反則っしょ！』

　バージンエリーの殻からミサイルが連続発射される。ミサイルは直上に煙を上げ、空中でその軌道を変える。一方でバージンエリーを守るように、護衛の戦せん騎き装そう中隊が防護陣形を構築する。一三機の戦騎装が一斉射撃を始めた。

　グランヴォルカンは迂う回かいするように海面を滑る。ギリギリ射線から逃れていく。回避の最中、背中からフレアが上がった。一方でバージンエリーのミサイルはフレアに誘導され、自爆する。グランの分厚い装甲がリンカーンの銃弾を弾はじく。月下が叫んだ。

『アンタたち！　バイザー下ろしたね！　こっちが、やられたら世話ないよ！』

　グランヴォルカンが右へ、左へと護衛隊の弾幕を避けていく。

『第三コンテナ！　ハッチ展開！　閃せん光こう弾！　全弾どうぞ！』

『ヨイヨイサー！』

　グランヴォルカンの肩パーツに発射孔が生まれる。そこから閃光弾がつるべ撃ちされた。

　閃光弾は部隊の頭上で破裂する。真っ白い光が辺りの景色を一瞬で食い潰つぶす。

　同時にグランヴォルカンがバージンエリーに、カレイドコロナを向ける。砲身の中腹から榴りゆう弾だんが発射された。グレネード弾はネイバーの障壁にぶつかり、爆発する。

　真っ白になった景色の中、グランヴォルカンだけが水上を滑った。

「まぶし！」

　一方、バージンエリーのコックピットではフェデーレが顔を腕で覆っていた。

『未来人おまえらさ。撃たれない前提で兵器作るなんて正気？　って思ったのが最初に見て、出てきた文句ね』

　コックピットに音声が届けられる。フェデーレはすぐに飛鳥あすかの声だと認識した。

『仲良く手を取り合ってマリスだけ殺そう！　そんな偏かたよった設計にするからこうやって、足元を掬すくわれる！』

　フェデーレが徐々に視界を取り戻す。横を向くと「ひょ！」と、変な声を上げた。

『陰険ウサギ。外すなよ』

『それ、私に言う台詞せりふじゃありませんよね』

　聞いたことのない女性の声。飛鳥と同じく日本語だった。しかしフェデーレはそんな声などどうでもいい。無意識に両手を上げた。そして苦笑いになる。

「降参。とりあえず殺さないでね」

　コックピットモニターが映していたのは──

　逆さまの格好でカレイドコロナを構えるグランヴォルカンだった。バズーカの砲口には太陽を思わせる、オレンジ色の炎球が生まれている。

『ネイバー。まぁ、こんなもんか』

　飛鳥の声が流れ……最高出力でカレイドコロナが発射される。

「あ、死んだわ」

[image: ]

　フェデーレは諦あきらめの境地に達する。

　しかし、カレイドコロナはバージンエリーには当たらなかった。

　カタツムリの殻を炎の柱が貫き、溶かす。増援を呼び続ける、女教皇の門だけが破壊されていた。胸部にあるコックピットは、ハッチ部分が溶けるも無事だった。

　フェデーレはコックピットで身体からだを丸め、目の端に涙を浮かべていた。

「ち、ちぬかと思った」

　一拍遅れてグランヴォルカンが海面に着水する。バージンエリーの周りにいた護衛団は牽けん制せい射撃を放はなつも、追撃にはこなかった。コックピットにいる飛鳥あすかは、バージンエリーの残ざん骸がいに冷たい視線を送っていた。そんな飛鳥に日向ひなたが声をかける。

『ネイバーを倒したのに、あんまり嬉うれしそうじゃないですね？』

「……支援用の機体、潰つぶしても自慢にならないかって、思ってさ」







　同時刻──北極。

　アヴァンアリスによって強制転移されたエルフィーナ。

　エイルンは全力でかつての戦友に戦いを挑むも…………その戦いは、あまりにも一方的なものとなっていた。

『ジン、どう……して』

　凍土に横たわる敗者──その姿は見る影もなく、変わり果てていた。

　腹部に風穴が開いている。全身の損傷部から火花が瞬またたいていた。

『少しは頭が冷えたか。サブキャラクター』

　アヴァンアリス改め、アトメントから声が上がる。

　敗者を見下ろしているのはエルフィーナの方だった。

『アリスはいったい……どうしてしまったんだ？』

　エイルンの泣きそうな声が流れる。勝ったエイルン自身、理解が追いつかなかった。

　心理戦はジンの十八番オハコだ。ジンは勝つためならばどんな手も使う。故ゆえに、エイルンは終始ジンの言葉には耳を傾けず、全力で戦いを挑んだ。

　自分が負ければ隊員たちの願いが壊れてしまう。だから死にもの狂いで勝ちにいった。

　しかし──

　アトメントは一切の抵抗を見せず、ただエルフィーナに殴られ続けたのだ。

　通信系が故障したのか、アトメントから流れるジンの声にはノイズが混じっていた。

『おまえらは踊らされている。これは全部、国連軍のシナリオだ』

「エ、エルフィーナ」

　エイルンは蒼そう白はくの表情でエルフィーナに確認を取らせる。

『声紋解析。アブソリューター・ジンは虚偽を言っておりません』

　コックピットのエイルンは、ハンマーで頭をぶん殴られたような衝撃を受ける。

『おまえらが開けようとしているのはパンドラの箱だ。あの研究に、救いなどない』

　エイルンの感情が一気に冷える。コスモフィリアが沈静化し、エイルンは髪と瞳ひとみを黒に戻す。半ばすがるようにジンに聞いた。

「どういうことだ……だって、刻印が無くなればヘキサは人に戻れるんじゃないのか？」

『貴様らは刻印の役割を誤解している。箱を開ければ最後……世界に絶望が振りまかれるぞ。俺たちはそれを止めるためにスイスの研究を潰つぶそうとしていたんだ』

　エイルンは目の前が真っ暗になったような気がした。

『聞け、エイルン。もしもヘキサが刻印を無くしてしまえば──』

　ジンは刻印の秘密について語り出す。話を聞いてエイルンは思った。




　間違っていたのはサクラノツルギではなく……エイルンコード自分たちの方だったと。




　揚陸戦艦アカツキ──ブリッジ。

　仮面姿の紫し貴きが指揮スペースに立つ。紫貴は敵の上陸を全力で阻止していた。

『母よ。エリアＤ制圧完了』

「よし！」

　紫貴は力強く頷うなずく。彼女はエイルンの存在を通して、ジンもまたアニメ通りの人物だと評している。

　完全無敵の超人。一いち縷るの隙すきも見せない合理主義者──主人公ジンとはそういう人物だ。

　その主人公の軍と対等以上に渡り合えている。しかも戦力差ではこちらが下回っているのにもかかわらずだ。しかし、まだ懸念要素が払ふつ拭しよくされたわけではない。

　紫貴はサブモニターに視線を寄せる。サブモニターには三つの戦況が映し出されていた。

　──アモンと互角以上の戦いを繰り広げるデストブルム。

　──研究所へ向かう悠ゆう陽ひを必死に止めようとする鬼灯ほおずき・炎一號ごう。

　そして──

『おい大和やまと！　しっかりせんかい！』

　アリヤケにいる武蔵むさしから声が上がった。アカツキは現在、アリヤケともリアルタイムで通信が繋つながれている。画面に映るのは白銀のサムライと橙だいだい色いろの猿人だ。

「七なな扇おうぎくんっ」

　映像に映る明みよう星じようは、明らかに劣勢だった。







　スイス領孤島──繁華街。

　曙あけぼの丸まるが弧を描く。背負い太刀は街の広場に突き刺さった。

　二機の攻防は繁華街にまで及んでいた。

　猿えん王おうの足が、フードコートのテントを踏み潰す。一踏みでレンガと土が巻き上がった。

『ぐ！　がぁ！』

　明みよう星じようの首を猿えん王おうが釣り上げる。明星の足が徐々に地面から離れていった。

　そのとき、猿王の背後を爆発が襲う。背後にある建物の屋上から、民兵がＲＰＧロケットランチャーを撃っていた。大和やまとがすぐに声を上げる。

『バカ！　隠れてろ！』

　猿王の尻しりから猿の尻尾が伸びた。鞭むちとなった尻尾は斜めに建物を打ち払う。瓦が礫れきの雨と共に、死体と血が落ちていった。

『ジンは言った！　その明星のデータを元に造られたこの猿王こそ！　汎用機のネイバーで最高の出来になったと！』

　グスターブの興奮した声が響き渡る。また明星を締めつける力が強くなった。

　猿王とて無傷ではない。明星と同じく片目を潰つぶしている。胸部にも陥没ができ、火花を上げていた。傷ついた猿人のネイバーは、右手で明星の頭を掴つかむ。首をねじ切ろうとし出した。明星の首から異音が鳴り始める。

『ヤマト・ナナオウギ。ネイバーはいい！　力の象徴、真理の体現化だ！　これに乗ったら今まで信じてきた真実が全すべて裏返った。せせこましく弾と人と金に頭を悩ませていた自分が馬鹿らしい！』

　明星の首にあるバイパス群──その一本──が弾はじけ切れる。

『離せ！　この猿がぁ！』

　明星が猿王の腕を掴つかみ取とろうと抵抗を見せる。

『毎日が楽しいんだ！　爽快で堪たまらない！　一〇代の頃に戻った気分だぜ！　これに乗って、マリスと戦うとき、俺が何を願うか分かるか？』

『聞いて！　ませんから！』

　猿王の胸部に明星が膝ひざをたたき込む。猿王の踵かかとがまたレンガを踏み割った。しかしそれでも猿王は明星を離さなかった。

『まだ死んでくれるな、まだ出てこい、まだ殺させてくれ……あれだけ見飽きた奴やつらに、心からそんなことを願うようになった』

　猿王の親指が明星の口部パーツを壊す。明星の口に指がねじ込まれた。

『被食者の恐怖から解放されて行き着いた先が、サドの境地か！　言っていて恥ずかしくないのかっ！　かつてロシアの白しろ獅じ子しとも呼ばれた男が！』

　猿王のアイカメラが強く光る。『俺が！　話しているんだ！』と、明星を広場に押し倒した。激震が繁華街を揺らす。広場の地面に亀裂が入った。

『礼儀のなってない小僧だ！　お遊びは止やめて、コックピットをもう潰してやろうか！』

　グスターブの怒りの雄お叫たけびが、まだ残っているテントを揺らす。

『オマエとこの試験機体！　おまえらの存在が俺の気持ちに水を差す！　おまえとキングの格闘戦をみて痛烈に感じた……なぜ、俺ではなくそいつと戦ってると！』

　地面に押さえ付ける格好で、猿王は再び明星の首をネジ切ろうとする。

『キングは俺が殺したかったんだぁ！』

　グスターブの雄お叫たけびが二度、街中に響き渡った。







　秘匿研究施設──第一オペ室。

　祈るようにハンニバルが目を閉じている。その手は今も妻の右手を握りしめていた。

「所長」

　不意に、後ろから部下の研究者に肩を叩たたかれる。

「あなた……そんなに強く握られたら痛いわ」

　涙ぐんだ部下の声のあと……耳に入ったのは妻の声。

　ハンニバルはゆっくりと目をあける。それが視界に入ると、唇を震わせた。

　眼鏡の奥にある目め尻じりは、くしゃくしゃの皺しわを作る。

　ハンニバルは声を殺して泣きだす。目覚めたマーサはハンニバルの手に自分の手を重ねる。マーサの皺だらけの右手には────刻印が完全に消えていた。

「本当にお疲れさま」

「実験は……成功ですっ」

　部下は天井を仰いで涙ながらにそう告げる。

　次の瞬間、この部屋にいる研究者全員が吠ほえるような歓声を上げた。







　明みよう星じようの首にある動力バイパスがもう一本、弾はじけるように切れる。明星の装甲は悲鳴を上げるように金切り音を鳴らしていた。

　首を取ろうとする猿人──その手の中で、明星の隻眼が強く光り始めた。

『イキってるのはどっちだ……いい年こいて。このジジイっ』

　明星の口部が開く。隻眼のアイカメラにある赤が、より強くなっていた。

『くだらない番取り競争など知るか。そんなもの、俺の視界の外でやれ……わずらしいことこの上ないわ』

　明星が勢いよく腕を伸ばす。激突するように、猿えん王おうの顔面を掴つかみ返した。

『日々、胃に穴を開ける思いでヘキサの未来を考えているんだぞ、俺は……それがどうして、こんなところまで来てオッサンのヒステリーに付き合わなければならない』

『なんだ、この力！』

　明星がゆっくりと猿王の顔を引く。同じく、その上体を起こしていった。

『それに、いい加減にしとけよ、明星。いつまでまごついている。おまえ、英雄武蔵むさしの愛刀だったんじゃないのか？　あまりこの俺を失望させるなよ』

　明星が猿王の脇わき腹ばらを掴む。腹部の装甲にヒビが入った。明星の五指が腹に突き刺さる。

『ヘキサをその背に、極東を支え続けたんだっ……あのスケベ爺じじいはよっ！　そして五〇年、明星こいつはマリスに勝ち続けたんだっ』

　明みよう星じようが完全に上半身を起こす。猿えん王おうが明星の首と頭から手を離した。

『まだ出力があがるだとっ？　押し負けるな猿王！』

　猿王が明星の両手首を掴つかむ。明星の拘束を解こうとした。

　片や、コックピットでは大和やまとが額に青筋を浮かべていた。

「代替わりして、早々に黒星を付けたら……俺のせいみたいじゃないですかっ」

　明星の駆動系が唸うなりを上げた。明星は猿王を肩に担ぐ。その首と膝ひざを極め、直立に立ちあがる。明星が真下で猿王を締めあげた。

『……待て。やめろ』

　猿王の腰からミシミシと金属の異音が鳴り始める。

『それにおまえら、勘違いしてるようだから言っておくぞ？』

　大和の底冷えした、怒りの声が漏れる。

『俺は誰一人、貴様らを生かして帰すつもりはない……貴様らは俺の持ちものに手をかけたんだからな』

　大和の脳裏に浮かぶのは傷ついた恋華レンフアだ。明星の力こぶが盛り上がった。




『貴様らは俺の敵だ！　サクラノツルギ！』──猿王の背骨がへし折られる。




　猿人の上半身と下半身がゆっくりと宙を舞った。明星が横に手を向ける。広場に突き立てられた曙あけぼの丸まるが主あるじの手に納まった。明星は腰に太刀を構え……一気に引き抜く。




『ま──っ！』──猿王の上半身が縦一文字に両断される。




　明星が肩に背負い太刀を乗せ……ゆっくりと振り返った。背後では猿王の残ざん骸がいがヨーロッパ調の建物を二棟、潰つぶす。明星の開口した口が再び閉じられた。

『恋華の痛みは……こんなもんじゃなかったはずだ』







　揚陸戦艦アカツキ──ブリッジ。

　管制官の一人が紫し貴きに報告する。

「九重ここのえ会長！　明星が４番機を撃破！　これで残るネイバーはあと二機です！」

「すぐ明星に、葵あおいの援護に向かわせて！」

　紫貴が大和に指示を出そうとしたときだ。

「九重会長！　新たな反応を確認！　……これは？」

　別の管制官が異変に気付く。反応のあった箇所をモニターに映し出した。

　モニターに夜空が映し出される。何もない空間がひび割れ、ヒビはすぐに穴へと変わった。紫し貴きは「まさか」と恐怖を感じる。

　しかし……空間のトンネルから現れたのはエルフィーナだった。

「エイルン！　……良かった」

　紫貴は安あん堵どしたように胸に手を当てる。すぐにエイルンから通信が入った。

　エイルンは、紫貴たちが思ってもみなかったことを訴え始める。

『両軍！　即座に戦闘を中止しろ！　戦いを止やめるんだ！』

「ぼうや？」

　雷らい鳥ちようも疑問を隠せない。エイルンの悲痛なまでの訴えが戦域に響き渡る。

『エイルンコード！　銃を下ろせ！　サクラノツルギも！　ジンからは戦闘停止の命令を言付かっている！　すぐに戦闘を止めろぉおおお！』────

　エルフィーナのコックピットに雷鳥の顔が映し出された。

『坊や！　いったいどういうことだい！』

　エイルンの顔には余裕など一ひと欠片かけらもない。青い顔に、汗を貼はり付けて叫んだ。

「塾長！　俺たちは罠わなにはめられたんです！　すぐに実験を止めないと──！」

　しかし、エイルンの希望は砕かれる。既に実験は成功したと雷鳥の口から告げられた。







　秘匿研究室──第一オペ室。

「うそだ」

　ハンニバルが腰を抜かしている。オペ室は天国から一転、地獄にその様相を変えていた。

「やあぁ！　俺は食べものじゃない！　噛かま──っぶ!!」

　ハンニバルの頬ほおに血がかかる。生温かい感触に「ひ！」と声を上げた。

　実験室に鳴り響くのは咀そ嚼しやく音おん──肉を噛み、食はんで、呑のみ込こむ音だ。

　ハンニバルは歯をカチカチと鳴らす。ズボンに染みが渡り、床に小便が広がった。

　見上げた先では、一匹のポーンが部下の研究員を頭から囓かじっている。




「嘘うそだと言っておくれ……マーサ」




　実験は成功した。被験者である五人全員の刻印の消失をハンニバルは見た。

　しかし……時間を待たず、被験者たちは『マリスに変へん貌ぼう』してしまったのだ。

　その時だ。研究室に微震が走る。揺れは次第に大きくなっていった。

『きゃああぁああ！』

　研究室の天蓋隔壁をぶち破り、鬼灯ほおずきが降ってきた。

　広大なオペ室の半分を壊し、一七メートルの人型が横たわる。一体のポーンが落下に巻き込まれ、下敷きとなった。上半身を起こした鬼灯から葵あおいの声が流れる。

『地下まで落ちてきちゃったの！　……っ!?』

　口を開けてポーンが鬼灯ほおずきに飛び掛かる。鬼灯が手の小太刀でそのポーンを切り捨てた。

　他のポーンもまた、葵あおいめがけて走り出す。

『なんで！　マリスが！』

　寝た格好の鬼灯が小太刀を二閃……ポーン三匹もまた、斬り捨てられた。鬼灯がハンニバルの近くに、もう一匹のポーンを見つける。

『博士！』

　鬼灯が太刀を振り上げる。そのままポーンの頭上に振り降ろした。

「……ア・オイ」

　寸前のところで刀が止まる。鬼灯はポーンの眉間に日本刀を突き付けた状態で停止した。それから……葵の震える声が外気に流れる。

『今の、声』

　鬼灯の前にハンニバルが立った。ハンニバルは泣きながら鬼灯に向かって叫んだ。

「彼女は妻だっ！　マーサなんだ！」

『……は？　ちょ！　はぁ？』

　狼ろう狽ばいする葵と、動かない鬼灯。そんな葵にハンニバルは再び「止やめてくれ！」と声を上げるが──

　ポーンの爪がハンニバルの後頭部を貫き、口内を抜ける。

　死体になったハンニバルはポーンによって、吊つるされる。ポーンは鬼灯に背を向けてしゃがんだ。そして、かつて夫だったものを貪むさぼり始める。

「嘘うそだ……こんなの、絶対に嘘」

　コックピットで葵が眼球を震わせる。信じられない。信じたくなかった。あんな醜悪なポーンモノが、大好きなマーサだなんて。不意にコックピットに激震が走る。

　鬼灯が自動的に背後の映像を投影した。天井を壊し、悠ゆう陽ひが鬼灯の背後に降り立っていた。悠陽からバレーナの声が上がる。

『何してるの！』

　悠陽はその首をポーンへと向ける。こめかみから機関砲の銃口が伸びた。

『ムスメ』

　その時、葵は集音マイクを通してマーサのつぶやきを聞く。

「うあぁああ！」

　鬼灯が身を挺してポーンを守る。鬼灯の背中に銃撃の火花が散った。

《オバサンじゃないわ。マーサよ。おなかを抱えた大きな猫ちゃん》

　鬼灯は振り向きざまに刀を拾い上げる。背後の悠陽に向かって投げた。

『何、血迷ってるの！　マリスを庇かばうなんて！』

　悠陽が刀を着物の袖で弾はじき飛とばす。片や鬼灯は既に突進していた。悠陽の腰に手を回し、機体を抑えようとする。葵の泣きじゃくる声が響いた。

『ポーンじゃない！　オバさん！　オバさんなんだぁあ！』

《好き嫌いしないの。ブスになるわよ》

　鬼灯ほおずきの双肩ブースターが火を噴く。悠ゆう陽ひを研究室から押し出そうとした。悠陽の踵かかとが床の鉄材をめくり上げ、突進に耐える。

『はぁ!?　アンタ、何言って！』

『私もわがらないぃ！　でもコレはオバサンなの！　だから殺さないで！』

　葵あおいは必死にバレーナに懇願する。しかし、鬼灯の背後では食事を終えたポーンが二機のもとへと向かっていた。

『来てる！　ポーンが来てる！　離しなさい！』

『やだあぁああああああ！』

　鬼灯が悠陽を押し倒す。馬乗りになって悠陽の胸部に拳こぶしを落とす。鬼灯のマニピュレーターが潰つぶれた。それでも鬼灯は拳を振り上げる。

　その間、ポーンは悠陽の足を登る。鬼灯の背中をよじ昇り始めた。鬼灯の背後にある、コックピットブロックにポーンが取り付く。

『ちっ!!』

　悠陽が、大口を開けたポーン目がけ、頭部機関砲を撃つ。ポーンの身体からだが空中でズタズタの肉袋に変えられる。鬼灯のコックピットで葵はその光景を見てしまう。

「いや──」

　葵の目に溜たまった涙がすぐに溢あふれて零こぼれる。

《あなたみたいな娘が欲しかったわ》

　鬼灯が飛ばされるポーンに向け……右手を伸ばす。

　地面に転がる瞬間──ポーンは確かにこう言った。

「カワイイ、ムスメ」

　ポーンの身体が床に転がる。黒い血の池が広がった。

　ポーンが完全に動かなると……鬼灯から葵の絶叫が上がる。

『いやあぁああぁ！！！！』




　エルフィーナのコックピットではエイルンが葵たちのやり取りを見ていた。

「なんて、ことだ」

　エイルンは頭を抱える。目を見開き、小さく呟つぶやいた。

「結局はまた……ジンアイツが正しかったのか」




　アカツキのブリッジで紫し貴きは仮面を捨てる。床にへたり込むと涙を浮かべた。

　紫貴は刻印がついた右手を、大事そうに抱える。

　その映像を見た全すべてのものが悟る。ヘキサが刻印を無くすことの意味──




「刻印を失ったヘキサは……マリスになる」
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Ⅷ　刻印









　エイルンの停戦命令をきっかけに激突は止まる。サクラノツルギがスイス島から離脱したことで戦闘は幕を降ろした。

　両軍のぶつかりはスイス連邦が隠いん蔽ぺいする。エイルンコードだけでなく、スイス連邦もまた、此こ度たびのような結果になるとは夢にも思っていないようだった。

　しかし、ジンが危惧していたことはすぐに現実のものになる。

　最終実験の映像が何者かによって、世界中に配信されたのだ。

　刻印を失ったヘキサがマリスに変へん貌ぼうし、人を喰くらう映像が────

　映像は、ヘキサがいかに危険であるかを呼び掛ける内容になっていた。しかも八時間以内に、一二カ国語に翻訳されてアップロードされる。組織的な動きとみて間違いなかった。

　雷らい鳥ちようはスイス側にこの不祥事を激しく糾弾する。

　実行犯は連邦議会のオーモス副議長で間違いないと、スイス連邦・公安部は回答した。

　スイス側の工作もあり、エイルンコードが罪に問われるような事態には今のところなっていない。エイルンコードは話がこじれる前に、インドネシアを出立する。

　帰路について早五日が経たとうとしていた。




　二〇時──揚陸戦艦アカツキ・船内。

　暗い部屋の中、スタンドの照明だけが点ついている。エイルンが一人、自室の机に向き合っていた。疲れた目元を親指と人差し指で揉もむ。

　エイルンがずっと懸念していた国連軍の動向は、最悪の方向で舵かじが切られた。

「ヘキサと人類の、全面衝突」

　昨日、安全保障理事会は打倒サクラノツルギの声明を発表した。

　現在、世界中の至る所で民衆の暴動が起こっている。ヘキサを殺せと……保管領へ襲撃も起こってしまっていた。その引き金を引いてしまったのは──

「くそ！」

　エイルンが苛いら立だちに声を上げる。ふと鏡を見て、我に返る。エイルンは深呼吸をし、自分に言い聞かせた。

「……今、自分がこんなでどうする」

　隊員たちのストレスはエイルンの比ではない。

　あの作戦以来、塞ふさぎこんでしまったものは多い。眩まばゆいばかりの希望を見せられてから、最悪の事実を突きつけられたのだ。そのショックは計り知れない。

　道中、休養を言い渡しているが、どこで誰が不満を爆発させてもおかしくない状況と言えた。ヘキサは迫害の対象から憎悪の対象になってしまった。世界中の人がヘキサを殺せと声を上げ始めている。全すべては一部の為い政せい者しやの謀略によって。

「マリスを前に、どうして手を取り合えない……今は人同士で争っている場合じゃないだろうっ」

　エイルンは両拳こぶしを握り締める。

「やっぱり……ジンが正しかった」

　感情を理性で繋つなぎとめるも、やはり思ってしまう。マリスの前に倒すべきは──

「夏なつ樹き！　夏樹夏樹！」

　乱暴にドアが叩たたかれる。セレンの声だ。エイルンは意識を切り替える。すぐにドアに向かった。声からして、緊急の事態だと察した。

「セレン、どうした！」

「葵あおいと月げつ下か！　たいへん！　ボコボコ！」







　交流の場である船内サロンでは、葵と月下の大おお喧げん嘩かが起こっていた。

　オルソンが後ろから月下を羽交い絞めにしている。月下は押さえられながらも、大声でまくし立てた。

「女々しいんだよ！　何日経たってもメソメソ、メソメソ！　目障りだ！　泣くなら部屋に引きこもって布団被かぶるなり、自分で慰めるなりしてな！」

「ボス！　落ち着いて！　鼻血やばいね！　早く手当するよ！」

　月げつ下かの美貌は台無しだ。鼻血で口元は真っ赤だった。白いタンクトップにも血が垂れて赤くなっている。タンクトップには、ブーツの足痕も残っていた。

　対する葵あおいを押さえているのは大だい地ちと山やま武たけだ。

「そっちが部屋に押しかけて！　連れ出して来たんだろ！　偉そうに上から！　なぁにが隊長としてのケジメだ！　オバサンが死んじゃったのに！　私には悲しむ権利もないって言うのかよ！」

　葵は泣きながらがなり立てる。葵もまた傷だらけだ。腕にはいくつもあざがあり、頭にはこぶが出来ていた。それを聞いた月下はさらに激げき昂こうする。

「たった数日、良くしてもらっただけで親子のつもり？　馬鹿じゃないの！　自分の立場を考えな！　辛つらいのは自分一人だけじゃないんだよ！」

　月下の言葉に、葵は一瞬止まる。それから弾はじけるように怒鳴り返した。

「家族全員、殺しちゃった私を！　あの人は娘にしたいって言ってくれたんだよ！」

　月下は怯ひるむ。葵は両目に涙を溜ためては零こぼしていた。月下は視線を下げて舌打ちした。

「泣きたいのはこっちだ……馬鹿」

　聞こえない声で呟つぶやく。するとエイルンが息を吸ってサロンへ入ってくる。

「止やめないか！」

　大砲のような声量にセレンはギョッとなる。大地たちは条件反射で直立の姿勢に。

　エイルンがやってくると二人はすぐに拳こぶしを納める。月下は鼻血を拭ぬぐう。葵は逃げるようにエイルンから視線を逸そらした。

　五人の前でエイルンが止まる。その背後では、セレンがオロオロと二人を見ていた。

「亜あ賀が沼ぬま。何があったか説明しろ」

「は！　二フタ〇マル〇マル一ヒト。一いちノの瀬せ・伍いつ橋はし両隊長がこの場で口論！　一ノ瀬隊長が伍橋隊長の鼻頭を殴ったことを発端に、このような事態に！」

「亜賀沼っ……た、隊長！　たしかに殴ったのは私のほうだけど！　もとはといえば姉御が挑発するような物言いしてきたからで！」

　葵が訴えるように言う。エイルンは横目で月下に詰問した。

「伍橋。そうなのか」

「……先輩のお小言がそう聞こえたなら、そうなんだろうね。っち、全然止まんないじゃないか」

　月下は上を向いて鼻にティッシュを当てている。横ではポケットティッシュを手にオルソンが介抱をしていた。エイルンは二人の傷の様子を見てため息をつく。

「罰として二人とも反省文だ。明ミンにつくまでに、四〇〇字原稿用紙に手書きで提出。枚数は一枚でいい……みんないろんなことがありすぎて疲れているんだ、今は休め」

　最後のほうでエイルンは態度を軟化させる。葵の右腕を引いた。

「一ノ瀬は俺の方で手当しておく。三人とも。伍橋の傷を見てやれ」

「「「うっす！」」」

　スター小隊は威勢よく返事をする。葵あおいの腕を強めに引いてエイルンは行こうとする。サロンを出る際、振り返って月げつ下かに言った。

「すまない、俺が不ふ甲が斐いないばかりに」

「……ホントだよ」

　月下は八つ当たりのように零こぼす。濡ぬれタオルを鼻に置くと、また上を向いた。







　エイルンと葵は医務室にくる。セレンはエイルンの代わりに雷らい鳥ちように報告に行ってくれていた。エイルンは医療船員に席を外してもらうと、葵の介抱をする。

　葵の腕に包帯を巻き終えてから言った。

「これでよし」

　ベッドの上で葵が女の子座りをしている。葵は下を向いたまま喋しやべらない。

　片やエイルンは眉まゆをハの字にする。葵の横に座り直した。

「伍いつ橋はしのやつ、あんなになっても冷静だったな」

「……今、姐あね御ごの話、聞きたくない」

「あれだけ激しくやりあったのに、君の顔には傷が一つもなかったろ？」

　言われて葵は気付く。ぺたぺたと顔を触った。葵は更に気落ちする。ベッドの上で体育座りをし、膝ひざで顔を隠した。そんな葵の頭をエイルンが優しく撫なでる。

「疲れてるんだよ。今はみんな……だから君も休め」

　葵は返事をしない。しばしの沈黙のあと「なんで？」と冷たい声が放はなたれた。

　エイルンは聞き違いかと思う。片や葵はエイルンの手を払って、突き飛ばす。

「なんで隊長！　私に優しくできるの！」

　エイルンは目を丸める。葵は両目いっぱいに涙を溜ためていた。




「私、マリスなんだよ!?」




　エイルンは愕がく然ぜんとなる。葵は涙を散らして声を張り上げた。

「いつも通りで、まるで何もなかったみたいに！　でも、そんなの嘘うそだもん！　本当は怖いはず！　無理して優しくしてもらったって私──っ」

　葵の頬ほおが叩たたかれる。叩かれた葵はエイルンの顔を見て気付いた。その顔は怒りを必死に抑えている様子だった。一方、エイルンは震える葵の肩を抱き……静かに抱き寄せる。

「そんなわけないだろう、バカ野郎」

　胸に葵の顔を押しつける。エイルンは強く彼女を包み込んだ。

「君は俺の部下で、大切な仲間だ。マリスなんかじゃない。マリスがこんなにか細く、震えるものか。心が叫んで涙を流すものかっ」

　エイルンは「いいか一いちノの瀬せ」と、言い聞かせるように言う。

「世界中の人間が君をマリスだと言っても、俺は人間だと叫び続ける」

　エイルンの胸の中で葵あおいが目を見開く。

「誰かが君を苛いじめようものなら俺が殴ってきてやる。声が枯れようと腕が折れようと、言った奴やつ全員を殴ってきてやる……それじゃダメか？」

　葵は次第に泣き始める。その泣き声は徐々に大きくなっていった。

「たいちょう！　たい、ちょおっ」

「俺の全部で全すべてを助ける……今は俺を、信じてくれ」

　エイルンは決心するように前を向く。葵は子供みたいに泣き続けた。

　一方、医務室の外ではセレンがドアに寄りかかる。セレンは心配そうにエイルンのことを見ていた。




　二二時半──船内廊下。

　エイルンは葵を自室に送り届ける。それからは、当てもなく艦内を歩いていた。

（明ミン代表は昏こん睡すい状態……七なな扇おうぎも──）

《今はコイツの傍そばに居させてくれ。頼みますよ。あと…………すまんな》

　恋華レンフアは一命を取り留めるも、未いまだに予断を許さない状態だった。大和やまとは寝ずの看病で今も傍にいる。

　紫し貴きの部屋にも何度か足を運んだが、外に出てきてくれなかった。日向ひなたは泣きながら電話をしているところを数日前に見た。それからは顔を合わせていない。大だい地ちたちも気丈に振る舞ってはいるが、多大な心労を抱えていることだろう。

　エイルンは不意に足を止める。悔しさに打ちひしがれながら足の爪先に視線を置いた。

「俺が、俺が、しっかりしないと」

　気ばかりが焦る。こんなとき、自分が一介の兵士にすぎないことを痛感させられる。敵を殺すことはできても、仲間の心を救うことはできない。自分にもっと力があれば。

「くそ！」

　エイルンは思わず憤りを漏らしてしまう。そのとき後ろに気配を感じた。振り向くとセレンが心配そうにエイルンのことを見ていた。エイルンはすぐ、表情を柔らかくする。

「どうした？　眠れないのか？」

　呼ばれたセレンは近くに自販機のベンチを見つける。そこに座ると、隣をポンポンと叩たたいた。エイルンは苦笑し、セレンの隣に座る。片や、そんなエイルンのぎこちない笑顔を見て……セレンは胸を締め付けられる。エイルンを自分の胸に抱き寄せた。

　エイルンの顔が、セレンの風船みたいな胸の中に埋もれる。

「セ！　セレン!?」

「夏なつ樹きも休む」

　セレンは「よしよし」とエイルンの頭を撫なでる。エイルンは気恥ずかしくなって慌てた。

「こ、こら君は！　だからこういうことは──」

「夏なつ樹きは頑張ってる。誰よりも……だから自分を責めちゃダメ」

　エイルンは思わず息を止める……繕った笑顔に綻ほころびが生じる。エイルンは口を強く噤つぐみ、押し黙った。

「夏樹、みんなの前では頑張っちゃう。けど、私の前では頑張らなくていい」

　セレンは慈愛の眼まな差ざしでエイルンを包みこむ。エイルンは彼女の腰に手を回した。

「俺はただ、君たちに……幸せになって欲しくて。でも、こんな、ことにっ」

　言葉を零こぼす毎ごとに、感情も零れる。次第にエイルンの声には嗚咽おえつが混じっていった。

「でも結局っ、君たちを！　俺が……傷、つけてしまった！」

　泣きだしたエイルンをセレンは優しく抱きしめる。エイルンの頭に頬ほおを乗せ、ポン、ポンと背中をたたく。

「私は大丈夫。夏樹がいてくれるだけでいい。だから……いっぱい泣いて」

　エイルンはしばしの間、少年に戻る。また真まっ直すぐ立って歩きだせるように。

　セレンはエイルンが泣きやむまで片時も傍そばを離れなかった。







　その深夜。エイルンは一人、艦橋にでる。夜風に当たりながら紅の懐中時計を開いた。

　エンブレムクロックに知らない回線から通信が入ったのだ。エイルンにはそれが誰か予想できていた。歯を噛かみ締しめて通信を繋つなぐ。すぐに相手は応答した。

『世界の真実を解き明かした気分はどうだ。聞かせてくれよサブキャラクター』

　通信を送ってきていたのは案の定、ジンだった。ジンの嫌いや味みに、エイルンは胸が重くなるのを感じる。

「実験映像の漏ろう洩えいに、民衆を煽あおるような報道……全すべては国連の筋書き通りというわけか」

『……ああ。困ったことにそのようだ』

　エイルンの感情が荒ぶる。髪と目が真っ赤になった。

「止められなかったのか！　君の力を以もつてしても！」

　責任転嫁だとは分かっている。しかし、それでもエイルンはジンに期待していた。彼ならきっと何とかしてくれると。しかし、現実はどんどん悪い方へと進んでいる。

『そちらも聞いているとは思うが、連邦議会に裏切りものが紛れ込んでいたようだ。ハンニバル氏はそいつの口車にのせられてしまったんだろう。実験の様子を録画したデータを横流しさせ、国連は素知らぬ顔で世界中に真実を垂れ流す。奴やつらがまさかこんな下策に出るとはな……刻印の秘密について、ある程度、勘づいていたと考えるのが普通か』

「ジン、教えてくれ……ネイバーとは、ヘキサとはいったい何なんだ？」

『貴様に付き合ってやれるほど今の俺は暇じゃない……と言いたいところなんだが──』

　ジンがそう言った途端、上空の空間が割れる。空間の壁をこじ開け、アトメントがアカツキの頭上に現れた。エイルンは懐中時計を閉じる。アトメントからジンの声が流れた。

『事情が変わったのも事実だ』

　アカツキの索敵照明が光り出す。すぐに警報が甲板上に鳴り始めた。アトメントはエイルンの前にくると、手の平を差し出す。

『聞きたければついてこい』

　エイルンは迷うことなく、アトメントの手の平に乗った。







　エイルンは富ふ士じの樹海の地下にある、巨大建造施設に連れてこられていた。

　灰色の鋼材とコンピューターで埋め尽くされた広大な場所だ。ハイテクの設備に、数千規模の人員。山のような資材と兵器を保有した、サクラノツルギのアジトである。

　格納庫の搬入口から、しばし倉庫区画をエイルンは歩かされる。

　右を向けば兵器格納庫の様子が、ガラス越しに窺うかがえた。

　戦せん騎き装そうの搬入作業をやっているようだった。国籍の違う人間たちが一同に作業をしている。エイルンは彼らの手の甲を注意深く見る。

　中にはヘキサでないものも相当数見受けられた。歩きながらジンが言う。

「誰かさんたちのせいで機体の買付に大忙しだ。あと、ここでは一人で出歩くな。先の戦いでおまえに恨みを持ったものもいる」

　エイルンは無言でしかし、そうだろうと思う。途中、何人かの年若い将校や女性に睨にらまれていた。見ず知らずの誰かに殺されるほどの恨みを買う──戦争をするとはそういうことだ。職業柄、避けては通れないことだとエイルンは思っている。

　倉庫区画を出ると居住区画と思おぼしきところに出た。二人はエレベーターで一〇階上まで行く。通された部屋はアンティーク調の書斎だった。

　ジンは座り心地のよさそうな社長椅い子すに座る。「適当にかけろ」と言われると、エイルンは目に入ったソファに腰を降ろした。すると部屋のドアが開けられる。

　ティーセットを持ってきた人物にエイルンは居心地が悪くなった。

「睦むつ見み」

　お茶を持ってきたのはアギトだった。ビジネススーツにインテリジェンスな眼鏡。

　バトラーにも秘書にも似た振る舞いで、カップにダージリン紅茶を入れる。

「君もお疲れか？」

　エイルンは沈黙を拒むように世間話を振る。顔には出さなくとも、拭ぬぐいきれない疲労感とは伝わるものだ。アギトは微笑を貼はり付けたまま、砂糖をカップの一つに入れる。

「誰かのせいでもう丸二日寝ていない。でも君はゆっくりしていってくれよ、エイルン＝バザットくん。要望があればブランケットも用意しよう。汚いのを選んで持ってくる」

　エイルンは墓穴を掘った気分になる。片やアギトは砂糖を入れたカップをジンの前に置く。カップの横に熱いオシボリも添えた。

「アギト。バージニアへの出撃が終わったら、おまえも休め」

　ジンはサングラスを外し、オシボリに手を伸ばす。アギトは「了解だ」と、部屋を出ていった。ジンは顔を拭ふきながら話を始める。

「『ヘキサはネイバーが作り出す』……それはオマエも知っているな」

　エイルンの意識が本題へと戻される。エイルンは重々しく頷うなずいた。

「ネイバーはその構造上、おいそれと増産できる代物ではない。対して、マリスはクイーンを倒さなければどこまでも増殖する。世界中に散ったマリスを、たった数十機で止められるはずもない。故ゆえにもう一つ、戦略的な搦からめ手てが必要だった」

「……そのためのヘキサか」

　それはセブンス・リベリオン時に大和やまとが暴いたネイバーの秘密だった。

「そう。ネイバーの戦術的欠点を補うべく、ヘキサという『撒まき餌え』を用意する必要があった。この部分だけを見れば、ヘキサは生いけ贄にえになった人間と映るかもしれない」

　エイルンは沈んだ顔で肩を落とす。初めてセレンと会ったときのことを思い出していた。

「俺も実際はそう思っていた。でも……違ったんだな」

　怯え、泣きじゃくり壁にすがりついたセレンの顔を、エイルンは今でも思い出せる。

「ヘキサの刻印はマリス化を防ぐための『リミッター』だった」

　ジンは鼻で息を吐く。オシボリを置くとティーカップを手にとった。

「二〇七一年……地球では人がマリス化するという爆発感染パンデミツクが起こった。この時代の人間がトゥーレイトと呼ぶマリスのことだ。俺たちはずっと【感染型】と呼んできている」

　エイルンもトゥーレイトについては聞かされていた。エイルンがこの世界からいなくなって、すぐに現れた新種のマリスだという。

「発現原理は植物に似ている。マリスのまき散らす胞子菌が適合する人体に着床し、一定時間が経過することで生まれる。爆発的に細胞を浸食し、人体を乗っ取ってしまうのさ」

　ジンは言いながら手袋を取る。ヘキサの刻印をエイルンに見せつけた。

「でもヘキサになればそれを防げる。この刻印が常時、特殊なワクチンを体内で分泌し、細胞を浸食しようとする胞子菌を体外へと排出してくれているんだ」

「じゃあ、ハンニバル博士の研究は……」

「彼はこのワクチンを『元凶』と感違いしてしまったのさ。これを止めてしまったことで体内に胞子菌どくが回り、被験者はマリスになってしまった。今回のはそういう話だ」

　ジンは手袋を嵌はめ直す。

「ネイバーがヘキサにする人間は、既に胞子菌に毒された相手のみ。感染型が苗床に選んだ【マリスの因子を持つ者】だ」

　エイルンは頭を抱えたくなる。なんという思い違いをしていたんだろう。

「じゃあネイバーは……マリスになるはずだった人を助けていたということか」

　しかし、事情を知らないヘキサは生贄にされたと思い違いをしてしまう。

「この時代にネイバーを送った目的は、クイーン攻略の手段を与えるためだけではない。『人命を救助』し、『敵の増殖を防ぐ』……この爆発感染パンデミツクに対する特効薬的意味合いがネイバーにはあったというわけだ」

　エイルンの頭に血が上る。「ならばどうして！」と、机をぶっ叩たたいた。木製机が折れ、木端が舞う。

「どうして君は！　それを最初から教えてくれなかった！」

　髪と目を真っ赤にしてエイルンは立ち上がる。

「君が最初から俺たちを信用し！　協力体制を敷ければ今回の事態も防げたはずだ！」

「……刻印の秘密は俺たちにとっても最重要機密だ」

　ジンは煩わしそうに下に向けて人差し指を降ろす。座れとジェスチャーした。

　エイルンは憤然としたままソファに座る。それからジンは静かに胸の内を語り出した。




「刻印の秘密を開示して上手くいった試しがなかったんだよ」




　胞子菌に毒された人間は人体を乗っ取られて、マリスになる──言わば被害者である。

　しかし第三者から見れば、ヘキサがマリスに変身したように映る。この印象論が、極端に話をややこしくする。人々に『ヘキサはマリス』だと思いこませてしまうのだ。

「刻印の秘密を知れば、人間がヘキサを攻撃するのが過去の経験で分かっていたんだ。だから秘密裏にことを進めた……想定外だったのは、この時代の人間が独力で秘密にたどり着いてしまったことだ。時期が来たらおまえには話すつもりだった」

　片やエイルンは耳を立てた。ジンの話し方に含まれる、違和感に気付く。

（まるで……全部を見てきたような口ぶりだ）

「仮説は立てられても立証はできないと踏んでいた。しかし、俺たちを悪者にしたい政治屋どものスキャンダルに使われて、このざまさ」

　ジンが光学画面を立ち上げる。

　四枚のモニターにはヘキサの保管領に暴徒が雪な崩だれ込こむ様子が映っていた。

「俺たちが、強引にヘキサを保護しようとしていたのも、この事態に備えてのことだ。国連がエイルンコードの一挙手一投足を監視している以上、おまえらを引き込むのは、ヘキサの救出が済んでからと決めていた」

　ジンはサングラスをかける。脱力するように天井を仰いだ。

「安保理の目がおまえらに釘くぎ付づけになっている間に、世界中のヘキサを俺の手元に置くつもりだった……しかし全すべてを救うことは叶かなわなかった」

　一方、エイルンはもう一つの確認すべき、重大な事案に着手する。

「……ジン。君と安全保障理事会の大統領たちの会話を、悪いが盗聴させてもらった。欧州決戦の日、君が旧・国際連合本部ビルを占拠したときの話だ」

　ジンが一瞬、目を眇すがめる。すぐ合点がいったように視線を逸そらした。

「……エルフィーナを使ったな。本当に便利だな、あのアニメ兵器は」

「あの日君は、自分が未来からやってきて、ネイバーも未来の世界から送られたものだと言った……あれは本当なのか？」

「……ここまで裏話を聞かせたんだ。今更、隠す必要もないだろ」

　ジンの遠回しな肯定に、エイルンは大きく納得した。ネイバーを開発できるだけの科学力はこの世界にはない。自分たちの世界で作られたものでない以上、どこか別の場所で作られたと考えるのが普通だ。そしてジンには時間移動を可能にする術すべがある。

「サクラノツルギは今、世界各地を飛び回っている。それでも多くの同胞を失うことになるだろう。今起きている虐殺は俺の落ち度でもある。責任はとるさ」

　エイルンとて自責の念が晴れることはない。理由はどうあれ、その引き金を引いたのは自分なのだから。だが、その件とは別に気になることができた。

　エイルンは表情を曇らせる。嫌な予感を抱きつつ、新たな疑問にメスを入れた。

「ヘキサがマリスの因子を持つ人間と君は言った……では、ネイバーフッドは？　君みたいに、刻印が二つあるヘキサは、普通のヘキサとどう違うんだ？」

　エイルンは聞いてしかし、その答えの予想が出来ていた。心の中でその予想が外れてくれと願っていたかもしれない。

「二つないとマリス化を押さえられないんだよ。マリスの因子が強すぎて」

　ジンの言葉にエイルンはビクっと身体からだを震わせる。震えは腕に伝でん播ぱし、それを押さえるように自分の右腕を掴つかんだ。

「……じゃあ、やっぱり…………ネイバーフッドは──」

「こういう方面の勘はいいのな」




「【クイーンの因子を持つ者】だ」




　エイルンは眉まゆを寄せる……重々しく、その瞼まぶたを閉じた。

「やはり……そうなのか」

　エイルンは泣きたくなる。心に思うは一つ────セレンのこと。

「マリスがヘキサを襲うのは、ヘキサが体外へ放出する胞子菌に引き寄せられてのことだ。これについての博士の見解は正しかった。マリスは遭遇すると共食いをするだろう？　あれは奴やつらなりの自己保存方法だ。より強い個体へ栄養が渡っているに過ぎない」

　ＡグループとＢグループのマリスが遭遇した場合、頻発する共食い──

「ヘキサとは、感染型が苗床に選んだ、いわば『マリスに適合した食材』だ。マリスは本能的にそれが分かってるのさ。だから優先してヘキサを襲う。ネイバーフッドの被虐体質が通常より強いのもそのためだ。クイーンを作り出すだけの苗床……奴らからしてみれば、やっぱり『極上の餌』ということになる」

　エイルンは、頭の中のパズルがどんどん組み上がっていくようだった。

「双そう条じようのように、後天的にネイバーフッドになったヘキサは？　彼は国連の研究機関によってヘキサからネイバーフッドになったと聞いたぞ」

「子団のマリスは膨大な捕食と経験を経るとクイーンに成長する。それと同じで、マリスの因子を作為的に強めれば、ヘキサをネイバーフッドに変えることは可能だ……その代わり、被検体となるヘキサは地獄を味わうことになるけどな」

　エイルンは純粋に嫌悪する。掘れば掘るほどに残酷な答えが用意されていた。

　しかし心で拒みつつも、エイルンは使命に突き動かされる。自分は全すべての真実を知るためにここへ来たのだから。

「……ネイバーフッドが『クイーンに変へん貌ぼうしてしまう者』。ならばネイバーもまた、構造面でマリスに関係していることがあるんじゃないのか？」

　聞かれたジンは、僅わずかにエイルンを一いち瞥べつする。何を考えているのか分からない表情だった。ジンは視線を壁に戻して口を開く。

「ネイバーは、前提としてクイーンの因子を持つものを搭乗者に定める」

　エイルンは頷うなずく。ネイバーはネイバーフッドにしか操れない。それがあの機体の運用を困難にしている大原因となっている。

「明みよう星じようのように普通のヘキサしか乗れない機体もあるが、あれは別枠だ。搭乗条件の緩和を目的に作られた機体だからな。ただ明星の場合は、他の条件緩和の機体と違い、戦闘力が群を抜いて高い……よってパイロットの選定には俺たちも手を出させてもらった」

「じゃあ、睦むつ見みが七なな扇おうぎの登録に手を貸したのは」

　セブンス・リベリオンの際、アギトの協力によって大和やまとは、明星の登録ができたという経緯があった。

「アギトの潜入任務の中には、明星の次期ネイバーフッドの選定も含まれていた。氷ひ室むろ義塾は戦闘特化のＳ級ヘキサだけでなく、特異点プログレスも何人か在籍していたからな。トリトン号事件で一いちノの瀬せ葵あおいを助け出したのも、義塾への入塾を見越した上での判断だ」

　それを聞き、エイルンは葵が言ったことを思い出す。

　トリトン号事件の夜、自分を助けてくれたのは『黒い巨大ロボット』と『黒ずくめの青年』だったと。エイルンは目を剥むいてジンを見る。

「じゃあ一ノ瀬を救った謎なぞのパイロットというのは…………君だったのか」

「話を元に戻すぞ」

　ジンは話を前に進める。

「御存じ、ネイバーのほとんどはネイバーフッド以外を搭乗者として受け付けない。中には、デストブルムや俺のアトメントのように、更に厳しい条件を課す機体も存在する」

「？　そう。そこがどうも分からない。どうして君たちはネイバーの仕様を、わざわざ運用を困難にするようなものにしたんだ？」

　エイルンが疑問を声にする。ジンは見るからに不機嫌そうになった。

「誰が好き好んで」

　頬ほお杖づえをついて横を向いているジン……椅い子すを回してエイルンと正対した。

「ネイバーの材料になった大元が嫌がるのさ」

　エイルンの背中に怖おじ気けが走る。




「ネイバーは【鹵ろ獲かくしたクイーンを兵器化】して生まれたものだ」




　エイルンは口元を覆う。謎なぞの自己修復機能・無限のエネルギー・ブラックボックス兵器の数々──ネイバーの構造はクイーンに酷似している点が多すぎると思っていた。

「そういう、からくりかっ」

「ノルブリンカだけではない。ネイバーには保存処理したクイーンの死骸なり生体パーツなりが多数、流用されている。物理法則を無視したブラックボックス兵器の数々は、マリスの能力を拝借して造られていたというわけさ」

「増産できない理由が……それかっ」

「より強いクイーンを鹵獲することにより、高い戦略性・戦闘力を持った機体を作ることに傾倒した『開発前期』。マリスとの戦闘の長期化から、ネイバーフッド不足に直面し、運用のハードルを下げる方にシフトしていった『開発後期』……ネイバーの系統は大別するとその二つに分けられる」

　ジンはＶサインを作ってエイルンに見せる。

「デストブルムやバルゴ・ティアーズなんかは開発前期型の象徴的な機体だ。運用面に難がある機体ほど戦闘力は高いが、パイロットを選えり好ごのみするのが多い。そして、前期から後期への移り変わり時期、開発後期型のプロトタイプとして生まれたのが明みよう星じようだな」

　エイルンは情報を整理する。しかし、整理の段階ではたと気づいた。

　新たな疑問がまた生まれる。エイルンは口元を手で隠し、独り言のように呟つぶやく。

「でも……じゃあおかしい。パイロット条件が厳しければ厳しいほど、運用の目途が立たなくなる。デストブルムだって運用できるようになったのはセレンが見つかってから」

　エイルンの顔が青くなっていく。

「闇雲に転送すれば、貴重な機体を遊ばせておくことになる────っ!?!?」

　エイルンは愕がく然ぜんとなった。

　一つの仮説が浮かんだのだ。その仮説の裏には悪魔のような事実も潜んでいた。

　エイルンはゆっくりとジンの顔を見る。みるみると、その表情を歪ゆがませた。胸中に黒い炎が灯ともったようだった。

「じゃあ、もしかして……ネイバーは？」

「本当に。こっち方面は勘がいい」

　ジンは吐き捨てる。褒めるというよりは、小こ癪しやくと言いたげな表情だった。

「そう。たとえば魔術師マジシヤン。アレに使われたクイーンは【要よう塞さい型】という、この時代ではまだ発見されていない希少なクイーンだ。造ったはいいが、アレを動かすためには要塞型と同じ因子をもつネイバーフッドが必要だったんだ……うなじにも刻印をもつヘキサがな」

　ジンの胸倉が掴つかまれる。エイルンは鬼のような形相でジンを椅い子すから引っ張り上げた。

「ネイバーは未来の世界から送られた！　君はそう言った！　じゃあ！　じゃあデストブルムは──っ！」

　胸倉を吊つられながらジンは冷たい声音で聞く。

「不思議に思わなかったか？　起動と同時に一〇〇〇キロ圏内にいる人間の中から、胞子菌に毒された者だけをヘキサに変えてるんだぞ、ネイバーは？　血液検査もせずに対象の健康状態が分かる……そんな都合のいい機能を備えているとでも？」

　エイルンは怒りをぶつけるように、唾を飛ばす。

「該当するクイーンの発生時期と場所にネイバーをぶつければ『クイーンの発生を阻止』すると同時に『適合するネイバーフッドも確保』できる！」

「そうだ正解だよ。ネイバーには『マリスに変へん貌ぼうした人間たちのデータ』が、開発段階で搭載されている。ネイバーの索敵範囲に該当者を発見した場合、それをヘキサに変えてるんだ」

　ジンは言ってエイルンの腕を振り払う。逆にエイルンの胸倉を掴つかみ上あげた。

「俺たち人類に牙きばを剥むいた、元人間たちのデータがな……ここまでヒントをやれば十分だろう」

　エイルンは虚脱する。唇を震わせ、目の焦点を失う。

「じゃあ、じゃあデストブルムは」




「未来世界のセレンティーナ・エングヴィス……ソレの成れの果てだ」




　エイルンの心が、常闇に落ちて呑のまれる。ジンはエイルンを突き飛ばした。

　エイルンは足元がおぼつかず、そのままソファに尻しりを納める。震える眼球を、震える右手で覆い隠した。

「この世界はどこまでっ……あの子を苛いじめれば気が済む！」

　悲しみと怒りが猛牛のように暴れ始める。エイルンは何な故ぜという単語を反はん芻すうし続けた。

「何故こうもあの子を責め立てるっ、虐いじめたがる！　あの子がいったい何をした!!」

　エイルンは堪たまらず、机の残ざん骸がいを蹴け飛とばした。残骸が壁に激突して、今度こそ完全に壊される。一方、そんなエイルンをジンは無言のまま眺めていた。

「全部がそう、悪い話でもないんだがな」

　ジンに言葉を掛けられ、しかし耳に入らない。エイルンは血が沸騰する想おもいだった。

「おまえが選ばれてしまったのは完全なイレギュラーだったが……それでも認めざるを得ない。おまえという【ラストコード】が、ここまでの改変を手繰り寄せた」

　息を荒らげさせたエイルンはゆっくりと面を上げる。

「どういう、ことだ」

「おまえの登場を引き金に、この世界は格段に良い方向へと進んでいる。人間間の大戦も起こっていなければ、被害人口もまだ一〇億に留とどめている。特異点プログレス多数を確保でき、育成も済んだ。七年早まった第五世代機フイフスシーズンの台頭。太平洋戦線を維持したまま、欧州も平定させてしまった。そして何よりも」

　ジンは右拳こぶしを左手で包む。サングラスの奥にある両りよう眼めを見開いた。

「宿願だったキングの撃破……あと一匹、あと一匹殺せれば、チェックまで手が届く」

　エイルンは眉まゆを曇らせる。ジンは両手をパッと開いてエイルンの方を向いた。

「だから、その功労に報いようと思う」

　ジンは商談を持ち出すような口調で言う。

「ここから先は別に話さなくてもいい話だ。『このケバブには、こんな肉を使っていました』……そんな程度の、どうでもよく、つまらない話。しかし、聞けばおまえは不幸になる。ケバブを旨うまそうに喰くっていた連中もな……そういう、誰の益にもならない真実だ」

　ジンは再び社長椅い子すに腰かける。長い脚を机に投げだした。

「そんなダメオプションで良ければ付けてやる。おまえ、それでも真実を知るか？」

　エイルンはこれ以上、何があるのかと思った。恐怖すら覚えたかもしれない。

　それでもエイルンは首を縦に振る。全すべてを知って帰らなければ、ここに来た意味が無い。セレンや仲間たちのためにも……。片や、ジンは小さなため息をつく。

「少し長くなるぞ」

　そうしてジンは誰も知らなかった、エイルンの秘密を語り始める。





　幕まく間あい　【ドール・ワルツ・レクイエム　　第二二話　〔ルインレーゼ伝説〕


２０６９年１月29日　放映】



　────────　アニメーション映像が流れる　────────




　黄金に染められた宇宙空間。大波のような衝撃が一隻の宇宙戦艦を揺らしていた。

『ツルギ！　早くファラリカの中に！　もうヴェルナデッドは持たない！』

『お母さま』

　ブリッジにエイルンとチビフィーナの顔が映し出される。一人、操そう舵だ室しつに残っていたのはツインテールに、眼鏡の少女。

　橙だいだいの着物に白衣を纏まとう、ＩＱ三〇〇の天才科学者【ドクターツルギ】だ。

　エイルンの幼おさな馴な染じみにして初恋の人。そしてエルフィーナの開発者である。

「エルフィーナ。あなたは認めたくないかもしれないけど、その馬鹿以上に、あなたの性能を引き出せるパイロットはいない。神話のルインレーゼに、羊飼いを切り離せないように……エルフィーナあなたにもまた、エイルンそいつが必要なの」

　額に汗を輝かせる。ブリッジでは避難勧告を促す警告ビープ音が鳴っていた。赤い光が断続的に周囲を照らす。

「今は分からなくてもいい。でも、あなたたちの相性は抜群よ……きっと互いが互いを必要とする。だって──」

　ツルギは「だって」と、口を噤つぐむ。悲しみに視線を伏せた。でもすぐ気丈に笑ってエイルンの方を向く。

「エイルン。もしアンタが立てなくなったら……もしアンタの信念ワガママが崩れそうになったら……エルフィーナこの娘のことを一番に想おもい出だしなさい」

『何を言ってるんだ！　早く君も脱出を！』

「ダメ。次元浸食が速すぎる。このままだと全員、仲良く空間に溶けてなくなっちゃう。ファラリカの脱出時間と、航路の形勢……最低でもあと四八秒、稼がなきゃいけない」

　ツルギはブリッジのコンソールにあるキーボードを叩たたき続ける。

「ヴァンヴァムの浸食を遅らせるには一秒間に七つのウイルスプログラムを外部から挿入し続けなければいけない……そんなことできる天才なんて私くらいなものでしょ」

　ピアノの鍵盤のようにツルギの指がコンソール盤を踊る。眼鏡の奥にある瞳ひとみが忙せわしなく左右を行き来していた。

「さっきの続き。全世界に溢あふれる、顔も見たことのないやつを気遣う暇があったら、全世界でアンタの為だけに拳こぶしを振るう娘を誇りに想いなさい……アンタはこの子の前では絶対にうずくまっちゃいけないの。大事な娘の前では、痛くても苦しくても、歯、食いしばって前を向かなきゃいけないの」

　ツルギははにかみ、目に涙を溜ためる。頬ほおを朱にしてエイルンに言った。

「素敵なパパの条件は、娘の幸せを常に考えて、妻にはいつまでも都合のいい男……じゃないと捨てられちゃうんだからね」

『!?!?』

　それは素直になれないツルギなりの……精一杯の告白だった。




「さぁエイルン。助けてきなさい。泣いている全すべての人たちを」




　画面のエイルンが目に涙を溜める。大粒の涙が幾粒もコックピットに浮いた。

『ツルギ！　俺は！　俺はずっと君のことを────っ！』

　ヴェルナデッドから、巨大戦闘機【ファラリカ】が射出される。ツルギは目に涙を溜めたまま宙を仰いだ。

「あなたたちの相性が抜群な理由────それは、エルフィーナあなたが私の人格を元に作られたから。きっとあなたはアイツを好きになる。ちょっと妬やけちゃうけど……娘あなたならいいかな」

　ツルギはやりきった顔で項垂うなだれる。眼鏡がズレ落ち、ゆっくりと床に落ちていく。




「だってドクターツルギルインレーゼは……エイルン羊飼いしか愛さない」




　ヴェルナデッドが黄金の宇宙空間に溶けていく。背景と一緒に、ツルギの身体からだもまた金色に溶けていった。その脳裏に浮かんだのはツルギにとっての原風景──




　泣なき止やんだ幼少の頃の自分。ボロボロの泥まみれになった幼少の頃の彼。

　彼が手に持っていたのは二人がオママゴトに使っていた……エルフィーナお人形。




　エイルンの涙の慟どう哭こくが響き渡る。




『ツルギィイイイイイイイいぃいいいいい!!』




　こうしてドクターツルギは、一五歳の若さでこの世を去る。

　エイルン愛する人とエルフィーナ愛娘を助けるために。

　紅の勇者と真紅の淑女────二人の伝説は、彼女の死が無ければ始まらなかった。






エピローグ









　四日後──船内格納庫。

「これが氷ひ室むろ夏なつ樹き……俺が、ジンから聞いた話の全すべてだ」

　エイルンがエルフィーナのコックピットで話をする。話し相手はチビフィーナだ。

　シートに座るエイルンの膝ひざに、チビフィーナが座っている。

　エイルンコードは明ミンへの帰還を果たしていた。エイルンは、改めてエルフィーナにジンから聞いた話を打ち明ける……一部の情報を除いて。

　チビフィーナの手にはエイルンの紅の懐中時計が握られていた。

『エンブレムクロックの録音データに、一部、消去した痕跡が発見されました』

「…………」

　チビフィーナは膝の上で姿勢を変える。エイルンの胸に手を寄せ、その顔を見上げた。

『今のムッシュは、私とあなたさまを置いて行ってしまわれたお母さまの顔にどこか似ております。具体的には表情筋の形がですが』

　エイルンは寂しそうな顔で笑う。その顔を見てチビフィーナは表情を曇らせる。

『私はあなたさまに虚偽を言いません。それはお母さまのプログラム言い付けではなく、本機に搭載されたＡＩが思考し、そう決定したからです。そしてあなたさまも私に、虚偽の申告をするという不誠実はしないと認識しております。だから……信じてよろしいのですね？』

（ああ、ツルギ……君はあのとき、こんな気分だったのかな）

　エイルンはエルフィーナを愛いとおしそうに抱き締める。それは大切な肉親だけにするような抱擁だった。

「俺と君は、エイルン＝バザットとエルフィーナ・ルインレーゼ。君は、ツルギに愛されて生まれた、俺たちの大切な娘だ……それでいい、それでいいじゃないか」

『それでは、質問の回答になっておりません』

　そう言われ、エイルンの中でツルギの言葉が思い出される。

《アンタはこの子の前では絶対にうずくまっちゃいけないの。大事な娘の前では、痛くても苦しくても、歯、食いしばって前を向かなきゃいけないの》

「ああ……約束する。俺は君に嘘うそはつかないよ」

　抱き締められるエルフィーナの耳飾りが一瞬、青く光った。エルフィーナは瞳ひとみを大きくすると……寂しそうに俯うつむく。エイルンの背中に無言で手を回した。

「俺は絶対、君の前からいなくなったりはしないよ」

　エイルンの心に罪悪感の棘いばらが刺さる。

（許してくれ、エルフィーナ。俺は君に……最初で最後の嘘をつく）

　エルフィーナの耳に嘘は通じない。だがエルフィーナは、それ以上の言及をしなかった。







　氷ひ室むろ義塾・戦闘科校舎──ブリーフィングルーム。

　明ミンに帰ると雷らい鳥ちようは、エイルンコードの中心メンバーを集めていた。

　遠征組として、セレン・紫し貴き・葵あおい・月げつ下か・スター小隊・日向ひなた・飛鳥あすか・大和やまとの一〇名。

　留守番組として、水す久く那な・茜あかね・田た中なか・柔じゆう呉ごの四名──計一四名が会議円卓に座っていた。

　上座に位置する司令席には雷鳥、その隣には武蔵むさしが立つ。雷鳥たちは、ある宣言発表の映像を見ていた。映像に映るのはカナダ首相のジャスティン・キャロンだった。

『我々、連邦政府は、先に開戦発表をした安全保障理事会の要請を受け、我が軍の国連軍派遣を決定しました。テロリスト集団【サクラノツルギ】は現時点で二四四カ所のヘキサ保管領を強襲、ヘキサを檻おりの外へと出し続けている……これは現在の世界情勢を見ても由ゆ々ゆしき事態です』

　ジャスティンの演説の最中、ジンの写真画像が映し出される。次にヘキサがマリスに変わる瞬間を映した、件くだんの配信動画が流された。

『この映像にあるように、ヘキサとはトゥーレイトの予備軍であることが明白になりました。その危険性を鑑みれば徹底管理が妥当。困難な場合、殺──』

　不意に映像が打ち切られる。雷鳥がテレビを消したのだ。

「これで国連軍の参加を表明したのは一二カ国……まだ一週間も経たってないのに」

　茜が震えを押さえるように両腕を抱く。此こ度たびの作戦に行ってきたメンバーたちは皆、完全に消沈しきっていた。紫し貴きは瞬まばたきもせず、下を向いたまま言う。

「私たち、今までなんのために闘ってきたの？」

　マリスから人々を守り、救う。ゆくゆくは人とヘキサが対等に手を取り合えるように。両者の懸け橋になるべくエイルンコードは闘ってきた。

　またそうなれると信じてきた。それなのに──

「こいつらを守る意味なんて……あるのかしらね」

「紫貴。言葉が過ぎるよ」

　吐き捨てるように言った紫貴を雷らい鳥ちようが諌いさめる。それはとても珍しい光景だった。紫貴の本音を皮切りに、他の隊員たちも思っていることを吐きだし始める。

「うちら、サクラノツルギに合流した方がいいんじゃないっすかね。ほら、もう、人とかヘキサとか言ってる場合じゃないっすよ？　殺されちゃいますよ？」と山やま武たけ。

「連日、人のこと、化物やなんのって報道する連中に張る義理もない、か」

　月げつ下かが荒すさんだ笑いを浮かべる。しかし葵あおいは悪い方へ流れていく仲間たちに呼びかけた。

「待ってよみんな。隊長の意見、聞こ？　こういうときこそ感情に流されるなって、隊長、よく言ってるじゃん」

　しかし、飛鳥あすかが椅い子すを軋きしまして天井を見上げる。

「でもエイルンだって結局、人の子っしょ？　たぶん、国連加盟国のどっかからスカウトなりオファーなりが来てると思うんだよなー。ヘキサなんて見限ってうちに来い、とか」

「なんですかソレ……じゃあ、私たちを裏切るっていうんですか？　エイルン隊長は！」

「お、おい日向ひなた。めったなこと言うなって」

「分からないじゃないですか！　結局誰だって自分が一番可愛かわいいんですから！」

　柔じゆう呉ごに注意された日向は、ヒステリーを起こす。隊員たちの絆きずなにもまたヒビが入り始めていた。一歩、引いたところで彼らを監察するのは宿儺すくなと水す久く那なだ。

（おいおい。水久那、こいつら大丈夫かよ）

（みんなボロボロだね……気持ちは分からないでもないけど）

　頭の中で話し合う。水久那とて刻印の秘密には驚いたが、それだって結局は自ら刻印を剥はぐようなことをしなければいいだけの話。割り切った言い方をすれば、今、その問題は直接関係ない。今、決めるべきは自分たちがどう動くか、自分たちの道をどう決めるかだ。

（バザット隊長が会議に遅れるなんて、見たことがなかったからね）

　水久那は未いまだに空席であるエイルンの席を見た。その隣に座るセレンは心配そうに空席を見詰めている。水久那は右の方を向く。大だい地ちは腕を組んで無言を貫いている。大和やまとに至っては、焦点が定まっていない。心ここにあらずといった様子だった。

　水久那は困った顔で頭をかく。すると、やっとエイルンがブリーフィングルームに入ってくる。「遅れました！」と雷鳥に敬礼をし、円卓の正面に立った。

「隊長」「夏なつ樹き」

　葵とセレンが安あん堵どを見せる。片やエイルンは全員が揃そろっていることを目で確認していた。すると月げつ下かは刺すような声で質問を浴びせる。

「なぁ隊長さん……アンタ、ジン＝ナガトと密会してたんだろ？」

　エイルンが眉まゆを寄せる。月下の言葉が隊員たちにざわめきを呼ぶ。右目で睨にらむように雷らい鳥ちようの方を向いた。

「塾長には話がいってるんだろうが、私らには？　アンタは横の風通しがいい人だと思ってたんだけどね」

　月下の鋼鉄製の義手から機械音が鳴る。

「ここに来て黙秘とかされると、私もいろいろ勘繰っちまうよ」

　質問され、エイルンに隊員たちの視線が集まっていく。無論、エイルンは口が裂けても言えない。ここにいる全員が未来の世界でマリスになるなどと。

　そして、セレンがクイーンとなって多くの人を殺したと。最後は人々に殺され、デストブルムに作り替えられてしまったこともジンの話には含まれているのだ。

　エイルンは雷鳥と武蔵むさしにだけ全すべてを明かしていた。この秘密はヘキサ生徒には明かさないと決めている。エイルンは毅き然ぜんと月下に言い返した。

「その件については既に禁則事項となっている。俺の口から君たちに伝えることはできない」

　月下は舌打ちをして雷鳥を見る。雷鳥は煙草たばこをふかし、明後日の方を向いた。

「……うまいかわし方だこと」

　月下は不満そうに椅い子すの背もたれを軋きしませる。茜あかねは助けを求めるような視線でエイルンに報告した。

「エ、エイルンさん。今しがた、カナダも国連軍に参加すると報道を流しました」

　エイルンは眉間に皺しわを寄せる。「そうか」と言った。すぐ視線は紫し貴きの方へ向く。紫貴はエイルンと顔を合わせたくないように、下を向いていた。

　エイルンはそんな彼女を労いたわるように笑いかける。

「九重ここのえ。公私の区別をつける君らしくもない。タイはちゃんと結べ」

　紫貴は士官服を着崩しての出席だった。気だるげで、どこか退廃的な雰囲気を醸している。紫貴はエイルンを無視すると、葵あおいが叱るように言った。

「おい紫貴！　隊長が言ってるんだから、ちゃんと言う通りにしろよ！」

「……うるさいわね」

　紫貴が葵を氷の視線で睨みつける。葵が怒りだそうとするとエイルンはそれを手で制した。それから紫貴の方へと歩み寄る。エイルンが傍そばにくると、紫貴は叩たたかれると思って身をすくませた。しかしエイルンは……屈かがんで紫貴と目線を合わせる。

「九重。俺はこのとおり朴ぼく念ねん仁じんだ。言ってくれなければ分からないことの方が多い……不満に思ってることがあれば教えてくれ。直すように努める」

　大人の微笑ほほえみに当てられ、紫貴はずるいと思った。本音で話すのが怖い。でもこの人柄に飼いならされてしまった心は、言葉を零こぼしてしまう。

「あなたに、不満なんてあるわけないじゃない」

　紫し貴きは、今にも泣きそうなのを我慢して言った。

「でも私は……マリス、だから。あなたはもう、私のことなんて──」

　紫貴は逸そらした目に涙を溜ためる。エイルンは紫貴が何を想おもっていたのか悟った。彼女は怖かったのだ。マリスだと拒絶されるのが。

　エイルンは他の隊員たちにも目を向ける。大だい地ちや月げつ下か、柔じゆう呉ごや日向ひなた。大和やまとも。大なり小なりエイルンが彼らに対してどう思っているのか気にしているのが窺うかがえた。

「はぁあああぁ」

　エイルンは大仰なため息をつく。場の空気を崩すような行動に、紫貴は目を丸める。

　エイルンは再び身をかがめて、紫貴に顔を近付けた。

「俺のことを、ある意味では一番に知ってる君が……俺がそんなことで君たちを嫌いになると。拒絶すると本気で思ってるのか？」

　紫貴は俯うつむき「……思わない」と零こぼす。エイルンは苦笑した。

「俺はずっと君たちに感謝している。異端者にすぎない俺を受け入れ、今日までついてきてくれたんだぞ。そんな君たちを俺が嫌いになれるわけないじゃないか」

　紫貴が肩を震わせて泣き出す。額をエイルンの胸に付けた。

　エイルンはそんな彼女の背中を叩たたいてやる。その優しい光景に、場の雰囲気が弛し緩かんしていく。大地を始め何人もの隊員が口元を緩めていた。

　しかし────それでは納得できないものが一人いた。

「お涙頂戴はそのへんにしてくれるかい」

　月下だった。エイルンは厳しい顔で後ろを振り向く。月下は挑むようにエイルンを睨にらんでいた。

「綺き麗れい事ごとでまとめようが、私は納得がいってない。肝心なところでアンタが隠しごとをしている以上、そんな奴やつのもとで戦えるわけ──」

「甘ったれるのもいいかげんにしろ！」

　雷鳴のようなエイルンの叱しつ声せいがブリーフィングルームに響く。スター小隊は条件反射で背筋を伸ばす。また自失していた大和の瞳ひとみに生気が宿った。

「確かに今、君たちはアイデンティティーの危機に晒さらされているんだろう！　しかし！　いまここで俺たちが足を止めたらどうなると思う！　ヘキサと人の全面戦争を止められるのはもう俺たちしかいないんだぞ！」

「も、もうそんなこと知ったこっちゃ──」

「いつまで拗すねているのかと聞いているんだ！」

　エイルンの叱声は怒声に変わる。エイルンは隊員たちに届けと思って訴え始めた。

「ジンはやる気だ！　死ぬぞ……本当に大勢の人が！」

　エイルンは言いながらジンの言葉を思い出していた。

《後世で最も急速的に発達した技術が何か分かるか？　死体の食肉加工技術だよ》

「彼はマリス問題の根絶を第一に動いている。その目的達成のための、処理すべき障害に国連は認定されてしまった。倒すべきなのはマリスなのに、今にも多くの血が流れようとしているんだ！」

《地下一二〇メートルの穴蔵に逃げ込んだ様々な人種の人間たちに、死肉のレーションが配られるのさ。でもシェルターに逃げられた奴やつはずっとマシだ……外に取り残されたものは、どいつもこいつもがりがりにやせ細っている。腹を摩すれば背骨が掴つかめるようなやつばかりだ。土を掘り返して根を囓かじり、水を啜すする。家族に死人が出ればそれがしばらくの食事だ。兄や妹の肉を噛かむ。最後はマリスに食われて死んでいく》

「全軍が衝突してしまえば、人とヘキサ、決して埋められぬ溝ができるだろう！　そうなってしまえばマリスがいなくなっても同じことだ！　人とヘキサは争い続けるぞ！　どちらかが死に絶えるか、隷属を選ぶまで！」

《腹が減った。死にたくない。救ってくれ。そんな嘆きからこの救済は始まった》

「彼もまた本気で人々を救いたがっている！　優先順位をつけているだけだ！」

《だから俺は嬉うれしさを隠せない。人間こいつらはこうして、いじましくも俺に立ち向かってこようとする。俺が今まで見てきた世界ではあり得なかった光景だ。俺の十万四六七九回の時次元跳躍がやっと実を結んだんだ》

　エイルンは不安を握りつぶすように拳こぶしを握る。やるしかない。それには──

「君たちの力が必要なんだ！　君たちは証明してきただろう！　少ない火も集まれば巨大な炎になることを！　君たちは見せてきただろう！　たとえちっぽけな一人一人でも、世界を変える力があるのだと！」

《これはもう、敬意を込めて叩たたきつぶすしかないだろう》

（させない！　させてたまるか！）

「もう一度言う！　君たちはマリスじゃない！　世界を救うための力を与えられた、進化した人間だ！　そして俺がこの世界でもっとも信頼する一六人でもある！」

　月げつ下かは悔しそうに口を閉じていた。エイルンに聞こえないように「ずりぃ」と呟つぶやいた。

《誰よりもこの星を救いたい俺は、こいつらの目からは侵略者インベーダーに映るらしい。言い得て妙だが、間違えではないのかもしれん。俺たちの救済には、既存権威の破壊も含まれている》

「…………プランは」

　全員の視線が一方に向く。ずっと沈黙を守っていた大和やまとが放はなった言葉だった。

「そう言うからには何かプランがあるんだろう」

　大和は真剣な眼まな差ざしでエイルンを見詰める。エイルンは「ある」と頷うなずいた。

《奴らの意識の改革を待てる時間はなくなった。ならば、然しかるべきものが、然るべき場所に立つしかない。しこたま多くの人が食われ、ありとあらゆる知的財産がマリスに燃やされるよりはずっとマシだ》

「人とヘキサ……両者の争いの種を元から断つ」

　エイルンの言葉の意味──セレンが、紫し貴きと田た中なかが、葵あおいが、大だい地ち・オルソン・山やま武たけが、日向ひなたと柔じゆう呉ごが、飛鳥あすかも月げつ下かも水す久く那なも大和やまとも。そして茜あかねも驚きよう愕がくした。

「ま、さかっ」

「残ったマリス群生地……ＭＩ01目標を陥落させる」

　エイルンは決死の覚悟で拳こぶしを握る。もうそれしか手は残されていなかった。




《多めに見積もって一四〇万ほどか。ならば、なるべく惨むごたらしく殺すことにしよう。残りの四九億五八六〇万人が天寿を全うできるように》




「エイルンコード俺たちの全部で世界を救う！　全すべてだ！　全てを救う！　人もヘキサも関係ない！　俺たちの手でこの悲しい戦いを終わらせるんだ！」




　言ってエイルンはセレンを見る。すぐに仲間たちからざわめきの声が上がった。

　エイルンは無意識にその瞳ひとみと髪を紅に染めていた。

（俺の全部で、君を助ける）

　セレンは不安そうに首を傾かしげる。エイルンは強く拳を握り込んでいた。

（君がクイーンになる未来なんて……絶対に俺が打ち壊してやる！）
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　エイルン・ラストコード８巻を購読いただき、まことにありがとうございます！

　なんとなく手に取り、読んでいる読者さまはそのままレジに行ってくれますと、一人のアラサーで未婚のラノベ作家が救われます。だから助けてつかぁさい！

　ということで皆々様、お久しぶりです。金髪巨乳に抱かれたい男・東あずま龍りゆう乃の助すけです。理想のタイプは女神デニス・ミラー○と女神ヨルダン・カー○ーです。どうでもいいですね。

　今回もページ制限あり、巻きで行っております。さっそく謝辞に。

　担当さま──東が絶不調だったにもかかわらず、なんとかこうして半年刊行できたのは担当さまのご協力あってです。今回はご心配をおかけしました！

　みことさま・汐せき山やまさま──此こ度たびもファッキンスケジュールになっていたかと思います。

　それでもこうしてキャラたちに命を吹き込んでいただき、感謝大爆発です。今年も一回くらい、またご飯を食べに行けたらいいですね！

　校正さま・出版関係者さま──こうして無事、８巻を出すことができました。いつも陰に日向にご尽力・お支えいただき、まことにありがとうございます。

　それでは、また読者さまに戻りまして。




　早いもので『エイルン・ラストコード』────シリーズ三周年となりました！




　わ[image: ][image: ]！　ぱちぱちぱち！　めでたい嬉うれしいやったぜヒャホーイ！

　これもひとえに、読者さま一人一人のおかげです。購読をしてもらえているから、大好きな物語の続きが書けるし、ラノベ作家でいられます。

　全ては皆さまのおかげです。いつも東を助けていただき、本当にありがとうございます。

　そうなんです。こうして三年も続けていると、何もない……と言うわけにはいかず。

　今回は公私に渡り、トラブルが続きまして（汗）

　新しい黒歴史をまた一つこさえ、心身ともフルボッコでの刊行作業となりました（泣）

　人のことを恨んでしまったし、涙が出るほど人の情けにも心を救われました。きっとこの経験も、自分の中に溶けて今後の創作のエッセンスになるんだろうなーとか思ってます。

　いやー！　そう考えると無駄が無いですね、モノカキ！　傷口を抉えぐって物語を作る、東みたいな奴やつにはダイレクトに恩恵があります。一人でも多くの人に喜んでもらえたり、元気になってもらえたらいいなと思い、今日もシコシコ書いております。

　さてさて。シリーズも大詰め、二部後半へと突入しました。

　順当に行けばあと二冊で『エイルン、完結できるかな？』とか思っております。シリーズの最後までお付き合いいただけたら、一モノカキとしては最上の喜びです！

　ではでは！　次回も一筆入魂！　一人でも多くの人に夢・希望・感動・元気を与えられるよう、努力・精進してまいります！　それでは皆さん、また９巻でお会いしましょうね！
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